
人口減下での教育改革と学生募集５つのポイント

教育
改革

入試

募集
活動

高校
との
関係

市場

これまで これから 関連記事

No.309

　国
策
と
し
て
、理
工
農
系
の
成
長
分
野
へ
の
学
部
再
編
を
図

る
文
科
省
の「
成
長
分
野
け
ん
引
事
業
」。こ
の
う
ち
、支
援
1

は
、2
0
3
2
年
度
ま
で
、予
算
ベ
ー
ス
で
2
5
0
件
も
の
学
部

転
換
を
め
ざ
す
、息
の
長
い
事
業
だ
。初
回
は
67
件
も
の
申
請

が
あ
り
、全
て
選
定
さ
れ
た
。し
か
し
、学
生
募
集
の
面
か
ら
見

る
と
、成
長
分
野
と
は
い
え
、高
校
生
の
理
系
志
望
者
は
3
割

程
度
に
と
ど
ま
る
。現
状
で
は
国
公
立
大
の
定
員
の
規
模
が
大

き
く
、入
試
も
実
質
倍
率
１
倍
台
と
い
う
状
況
だ
。私
立
大
学

が
理
系
学
部
学
科
を
新
設
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、そ
れ
だ
け
で

数
多
く
の
受
験
生
が
志
願
す
る
状
況
と
は
言
い
に
く
い
。

　大
学
は
今
、日
本
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
資
す
る
人
材
育
成

機
関
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、人
口
減
下
で
も
そ

の
教
育
を
提
供
し
続
け
る
た
め
の
、し
っ
か
り
と
し
た
経
営
計

画
と
募
集
戦
略
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。も
は
や
学
部
学
科

を
新
し
く
つ
く
っ
た
り
、教
育
を
変
え
る
だ
け
で
、学
生
が
来
る

時
代
で
は
な
い
。市
場
が
縮
小
す
る
中
、新
た
な
市
場
づ
く
り

か
ら
始
め
る
ぐ
ら
い
の
覚
悟
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
だ
。

　経
営
、教
務
、入
試
広
報
、高
大
接
続
が
う
ま
く
連
携
し
た

教
育
改
革
と
は
何
か
。文
科
政
策
や
産
業
界
の
動
向
、試
行
錯

誤
中
の
大
学
、入
試
部
長
の
視
点
、そ
し
て
、積
極
的
に
教
育
改

革
に
取
り
組
み
、生
徒
募
集
を
好
転
さ
せ
て
い
る
高
校
の
話
か

ら
そ
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

3

文／編集部　写真提供／千葉商科大学

人
口
減
下
に
お
け
る
教
育
改
革

―

そ
の
教
育
で
何
人
の
学
生
が
来
る
の
か
？

□市場調査をしっかり行い、結果に
より適宜計画を見直す　
□場合によっては自ら市場づくりに
取り組む

□今の高校で何が起こっているのか
を知り、本音でコミュニケーションを取
り、お互いの課題や魅力を伝え合う

□いかに志望度の高い受験生の出
願につながったかが指標

□接触段階から高校生と関係を深め、
自学の教育を理解したうえで学ぶ意欲
を高めて受験するしくみの「接続」型
□入試と教務が連携し、自学の学びの
メッセージを込めた入試を行う

□人材ニーズ（社会や産業界等）や
市場の見込み、自学のポジション、そし
て建学の精神に照らし合わせて判断

□計画ありきの市場調査　
□競争が激しい市場でも、確たる
勝算もないまま参入

□今の高校事情をよく知らないま
ま、高大接続事業や高校訪問、進
学相談会を実施し、自学を宣伝

□いかに数を集めるかが成果指標

□志願者を大量に集め、一律の学
力テストでふるい落とす「選抜」型
□入試広報部中心の施策で、受験
生からの注目を集める

□周囲の大学の取り組みにならう
□政府のビジョンや施策、認証評
価への対応
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新学部学科設置、新しいカリキュラム、
特色あるプログラムの開発など、
今、新しい時代、社会に向けた教育改革が花盛りだが、
教育改革には大きな投資が必要だ。
18歳人口減により募集が悪化する大学が増えつつある今、
教育改革と学生募集の関係について考えてみた。
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山脇学園中学・高校
学習進路部長 高桑 浩一 校長 森田 祐二

関東学院中学・高校 静岡聖光学院中学・高校 北陸学院中学・高校 岡山県立邑久高校 広島桜が丘高校

主な進学先・
利用入試

自校の
改革と成果

進路指導の
方針、特徴

新課程以降の
生徒の変化

生徒に勧めたい
注目の大学、
大学への期待

高校名 

学校概要
▶所在地：東京都港区
▶種別：全日制／普通科／女子校
▶生徒数：１学年260～300人

▶進学状況：東京海洋大、東京都立大、横浜
市立大、早稲田大、慶應義塾大、上智大、東
京理科大、明治大、青山学院大、立教大、法
政大、東京農業大、芝浦工業大、日本女子大、
昭和女子大など ▶利用入試：（文系）一般８
割／年内２割　（理系）一般７割／年内３割

中学段階から科学教育重視
▶教育方針は「志の教育」。生徒の進路の可
能性を広げるため、中学段階から英語と理系教
育に力を入れる教育改革を2010年から実施
中。中学１・２年次に「サイエンティストの時間」
で研究の方法論を学ぶ。情報分野では、ネット
ワークに常時接続するマイクロコンピュータ
「obniz」を使用し、ネットワークを使用したモノづ
くりを学ぶ。高校からはサイエンスクラスがあり、
自分の研究に打ち込み、その成果を学会やコン
テストなどで発表し、大学進学につなげる生徒
も出ている。一人ひとりに寄り添う教育が評価
され、生徒募集や進学実績も好調。

STEAMに宗教教育も加えた21世紀型の学び
▶伝統的に取り組んできた５つの教育ー５つの
理科実験室を使った科学教育（S）、ものづくりと
ICTを融合した「技術」教育（T）、国際人の教養
としての宗教教育（R）、ベルリッツメソッドを導入
した語学教育（E）、作陶もするような本格的な芸
術教育（A）、徹底的な数学教育（M）ーを統合
し、２１世紀型の学びとして２０２１年、教育ビジョ
ン「OLIVE STREAM」としてまとめて発信した結
果、魅力が保護者や生徒に伝わりやすくなった。
2022年度の志願者数は前年比で３割増え、入
学者の学力も上がっている。取り組んで3年目。
今後の出口（大学進学実績）の変化に期待。

未来を織り込んだ学びがコンセプト
▶「どんな未来がやってきても大丈夫」を合言葉
に、卒業後も価値を持ち続ける未来を織り込ん
だ学びを提供。創造的思考を養うＳＴＥＡＭ教
育、海外進学も視野に入れた英語教育、企業
や大学との協働を含む経験学習重視の探究活
動などを、それらにふさわしい施設、設備を整えた
うえで実施。▶他方、受験対策は外部委託（系
列校や塾）や、AIを使った個別最適化学習を導
入し、教員は本校独自の教育に専念可能な環
境も整備。▶一時、生徒募集に苦戦。これら教
育改革により2年かけて半分に満たなかった定
員充足率が、ほぼ充足レベルまで持ち直した。

一般・年内の２way戦略で生徒募集好調
▶北陸三県で唯一のキリスト教学校。▶共学
化、模試の本格導入などの改革に2001年度か
ら着手。2012年度にそれまでの３コースを、一般
入試中心の「特別進学（5名から80名へ）」、推
薦入試中心の「総合進学」の２コースに統合。
「一般入試でも推薦入試でも大学進学できる」
体制をアピールすると同時に、指定校推薦での
進学指導を強化した。▶志願者数は100人台
から600人台に、入学者数は80人台から300
人台に、現役大学進学率は20％台から70％台
に上昇。特に、2016年度より総合進学コースの
大学進学率が60％を超えて以来、募集は好調。

統合報告書で地域を知り探究活動
▶瀬戸内市の後援の下、市の魅力発見、課
題解決に取り組む地域学「セトリー」を、総
合的な探究の時間に全学年で実施。2023
年度は市が作成した統合報告書のレクチャー
を職員から受けて、地域の課題や取り組みに
ついての知識をつけ、地域について考える探
究学習を行う。▶研究、発信に対する市の評
価は高い。協働や発表活動による非認知能
力の高まりが感じられ、年内入試、特にグルー
プワークや模擬講義形式の入試に役立って
いる。生徒に企業や大学と話ができる力もつ
いている。

校訓変更、定期テスト廃止の大改革
▶立候補教員による学校改革委員会が改革案を練
り、2023年度に大改革を実施。生徒が自分が生きたい
ように生きられる力を身に付けることを理想とし、校訓を
「自考自創」に変更。スクールポリシーの最上位目的は
「誰一人取り残さず、自律し社会に貢献できる大人の育
成」。20～30年後の未来を念頭にコース制を再編し
た。▶授業は単元ごとに個別／グループ／一斉など授
業形式を変更。全教科で定期テストを廃止。６マインド
（自信、向上、探究、受容、疎通、協調）の非認知能力を
生徒が自己評価。知識・技能、思考力・判断力・表現力、
主体的に学習に取り組む態度でバランスよく評価して
いる。総合的な探究の時間を５単位（毎日）に引き上げ。

85大学164学科という多様な進学先
▶一人ひとりの志にマッチングする進学先、希望
の研究ができる学科から大学を探す。中学・高校
の6年間、そして卒業後のキャリアも考えて検討。
その結果、進学先は85大学164学科と多様で、専
門学校に進む生徒もいる。▶国公立大や難関私
立大をめざす生徒が多いこともあり、現在は７割の
生徒が一般選抜での合格校で進学。探究学習や
入試の年内シフト傾向の影響もあり、今後は総合・
推薦型選抜での進学者が増えると予想している。

志望校検討は中学から始める
▶進学先は首都圏の私大中心。英語検定上
級取得者やビジコン、部活大会入賞者も多い。
その実績を生かすよう勧め、年内入試利用者が
５年間で約30人から70人に増加。海外大進学
も拡大したい。▶高校卒業後の進路を中学か
ら考えさせ、中３でオープンキャンパスに行かせ
る。▶保護者のニーズをくみ、医学志望者向け
のメディカルプログラムを用意。医科系大学とも
連携しながら、現役医師の講演会なども実施。

探究学習の成果を入試に積極活用
▶地域に産業もあり、人材を地産地消するエ
リア。よって保護者は県内進学志向が強い。
▶以前は一般入試一辺倒で、せっかく探究学
習に中学から取り組んでもその実績を使わず、
一般で受験して不合格、やる気がなくなるパ
ターンが多かった。今は年内入試の利用も勧
める。学びの経験から決めた志望校に伴走す
る方針に転換し、結果、進学先は多様な進路
が混在する八ヶ岳型に。

校内選抜では4,500字のエントリー文を課す
▶生徒の希望を重視。バイアスをかけない指導
を心がけ、教員の価値観で生徒の進路を限定
しない。▶アセスメントの受検結果、指定校推
薦一覧、コース別合格者数などの情報を積極
公開。▶年内入試でも競争意識を高める。指
定校推薦の校内選抜では、大学への提出書類
とは別に、志望理由、活動履歴、読書感想文
等、計4,500字のエントリー文を課し、一人ずつ
面接を経て校内で選抜、学校代表に育てる。

生徒と大学の個性をふまえて指導
▶国公立大学でも年内入試が増えているよう
に、基礎学力＋非認知能力で進学する時代と
捉え、年内入試重視。「セトリー」や部活動で
鍛えた多面的な能力を、総合型、学校推薦型
の選抜で見てもらう。▶年内入試対策は職人
技。各大学が改革でめざしていることを知った
うえで、生徒一人ひとりのキャラクターに合わ
せた志望理由書の作成を指導している。

将来像も実現のしかたも自分で考える
▶「生徒を信じて待つ」ことが基本。探究の時
間に、将来学びたい、就きたい分野を調べさせ
る。大学の教育や求める人材、就き方がわから
ない職業なども、生徒が自分で調べ、関係各
所に聞くように指導。何をするために進学、就
職するのかを早めに意識させたい。▶大学入
試は年内入試がメインだが、５教科受験を支
援する環境（兄弟校の放課後予備校への参
加）も整えている。

地方国立大学にも目が向くように
▶データサイエンスの基礎やプレゼンテーショ
ンを学び、議論や発表を行う授業「探究基礎」
を中３で実施している。▶研究の内容を軸にし
た進学先選びがますます進み、理系志望者は
地方国立大に目が向くようになった。室蘭工
業大学、九州工業大学など、これまで実績の
ない大学にも進学者が出ている。

自己変容をめざす探究学習を実施
▶以前より中学段階から探究学習には取り
組んでいて、さらなる進化をめざす。高校では
2023年より各地で社会課題に取り組む人
に会い、その熱量に触れて自己変容をするた
めの「探究ツアー」を開始。理系の探究学習
などは系列の関東学院大学などのサポートを
得て実施。

高大連携により探究のレベルが向上
▶教科学習にも全面的に探究を取り入れて
いる。静岡大学、静岡県立大学との連携に
よって大学に近いレベルの授業内容になる
ことも。連携授業は高校側から各学部長に
直にプレゼンテーションし、実現。授業で学ん
だ知識を生活に生かし、大学への進学理由
に育てる。

従前より教科学習以外の活動を重視
▶キリスト教学校としてのボランティア活動が元々
盛ん。▶2009年度より「勉強プラスもうひとつ」を
モットーに生徒を活性化。その成果をレポート等で
確認し、年内入試に活用もしてきた。課外活動も
含めた総合的な教育という点では指導にも生徒
にも大きな変化はない。教科における探究学習に
ついては、量と質の両立には困難さを感じている。

新課程で中学での学力に変化の兆し
▶旧課程も新課程も変わらず、ゴールは共通テ
ストだと認識している高校が多い。学校が求め
るものに変化がないので、生徒の変化もない。
▶中学校では学習量が増え、生徒に変化が起
きているかもしれない。人口減にもかかわらず本
校入学者の学力は上がっているため、新課程
により学力の底上げが生じた可能性がある。

改革による主体性の高まりを感じる
▶改革以降、授業中生徒が集中して学ぶ時
間が増加。受動的な学習から自身の考えを深
める学習へと変化。▶生徒は授業ごと、単元
ごとに振り返りを行い、単元の振り返り時は学
びや成長について具体的なエピソードを書い
て提出する。▶主体的に考え、意見を述べる
ことに喜びを感じる生徒が多い。

高校でできないことが大学はできる。
共に高校の教育改革に取り組みたい
▶本校の改革はまだ半ば。教育を一緒に変え
ようと協力してくれる大学に注目する。高大接
続を通して中高の枠に捉われない学びの機会
を生徒に提供することをめざしている。例えば協
定校の東京農業大学とは、大学で中学生やそ
の保護者も参加できる体験授業・模擬実験実
習を実施し、女子生徒の理系進学への保護者
の理解を促進。女性技術者育成をめざす芝浦
工業大学とは高１、２生が研究室に数日間「配
属」されるサマーインターンシップを実施、研究
プログラム修了者用の学科限定特別選抜も始
める。合格後、生徒は好きな研究を継続できる
しくみ。▶大学での学びをベースにした進路選
択を実現するために、研究室の情報を集めたい。 

副校長 田中 潤 教頭 高柳 乃輔 1学年主任 沖村 将彦進路課 出射 恵

▶所在地：神奈川県横浜市
▶種別：全日制／普通科／共学
▶生徒数：１学年250～300人

▶進学状況：横浜国立大、横浜市立大、慶
應義塾大、早稲田大、青山学院大、中央大、
東京理科大、法政大、明治大、立教大、東京
農業大、北里大、昭和薬科大、聖マリアンナ
医科大など ▶利用入試：一般６割／年内４
割（指定校推薦が１～２割）

熱心に訪問し情報提供する大学は好
印象。校長室にも遠慮なく訪れてほしい
▶本校の強みである理数、情報、リベラル
アーツなどの分野を持つ大学に興味がある。
▶金沢工業大学のようにまめに足を運んでく
れる大学は、よいイメージを抱く。進路指導室
だけでなく、校長室にも話しに来てほしい。▶
以前は愛知県で勤務していたが、地方大学が
地元のヒエラルキーを覆すのは難しいのが現
実。特定の層に響く特色をつくり、他エリアの
学生を集める戦略もあるのではないか。▶高
大協定を結ぶと、指定校枠の存在に対する高
校生や保護者の認知度がぐっと高まる。▶中
高一貫校は中学から進学先を検討する。オー
プンキャンパスは中学生も対象にしてはどう
か。本校では、小１から親子で参加可能だ。

高校までにともした探究の火を、
１年次から大きく育てるカリキュラムを
▶中学から探究の芽を育て始め、高校でグルー
プ研究や個人研究を行い…、と生徒にともった探
究の火を大きくするのが大学であるはずなのに、
研究形式の授業が高学年まで持ち越しでは、生
徒の意欲が消えてしまう。１年次から自分のテー
マを研究できるカリキュラムを望む。静岡大学と
は、デジタルポートフォリオで個々の生徒の状況を
把握できる質問のつくり方などを助言してもらって
いる▶研究ベースの大学選びという意味では、
地方の国立大学に注目している。静岡大学はお
茶の研究、防災教育など、調べると独自性のある
研究が多い。大学はもっと広報しては？▶社会課
題に挑戦させる実践的な学びが特徴の静岡大
学のグローバル共創科学部には注目している。

育成力を期待した大学選びが生徒
の主流。エビデンスの公開を望む
▶「自分を受け入れ育ててくれる」進学先を
選ぶ生徒が多い。国立か私立か、大学か専
門学校かという区分は、生徒の選択基準とし
てはあまり重要ではない。専門学校が母体で
設置された大学は、知名度こそ低いものの、
育てる力に長けていると感じる。医・歯・薬・保
健系統の学部への進学が２～３割を占める
まで増えてきたが、これも資格志向というよ
り、生徒が人材育成力を重視した結果ではな
いかと考える。▶大学には、自学が育成をめ
ざしている力、育成方法、育成できているとい
うエビデンスの明示を期待する。生徒にわか
る形で説得力のある情報を示してもらえれ
ば、関心を持つ生徒は増えるだろう。

入試を通じて生徒に学習の目的意
識を持たせてくれる大学を勧めたい
▶広島大学「光り輝き入試」の学校推薦型
における経済学部の実施方法は秀逸。第１
次選考（書類、面接）に合格したうえで共通
テストで基準点を取る必要があるが、第１次
選考の合否は発表しない。生徒は最後まで
がんばるし、高校は２年次までに英語外部検
定を取らせるなど、指導強化せざるを得ない。
▶ＩＰＵ・環太平洋大学。入試難易度は高く
ないものの、「４年後に責任をもつ大学」のス
ローガンどおり、スポーツで学生を集め、公務
員と教員を中心に就職実績を出す大学とい
う印象。高校教員が何にひかれるかを知って
いて、中学校の体育教員○人、英語教員○
人…と実数で成果をアピールしている。

正課、正課外でプロジェクトに参加
できる機会がある大学を評価
▶プロジェクト型の授業を実施している大学
が、生徒を成長させてくれると感じる。広島経
済大学の「興動館教育プログラム」は、行動
力や企画力などを養う科目と、国際交流、社
会貢献などの実践がセットになっている。汎
用的能力の伸長を振り返る点も本校と同じ
で、学んだことが生かせる。また正課外だが、
岡山大学の「岡プロ !」（学生が自学をプロ
デュースするプロジェクト）は、クラブに所属し
ない学生向けの活動である点を評価してい
る。▶年内入試が増える流れは歓迎。学校
推薦型と総合型の趣旨が異なることは理解
しているが、求める準備をなるべく共通にして
もらえると、生徒に挑戦させやすい。

▶所在地：静岡県静岡市
▶種別：全日制／普通科／男子校
▶生徒数：１学年約80人

▶進学状況：東京工業大、筑波大、静岡大、
信州大、静岡県立大、早稲田大、東京理科
大、明治大、青山学院大、立教大、中央大、
法政大、東邦大、帝京大（医）、立命館大など
▶利用入試：一般６～７割／年内３～４割

▶所在地：石川県金沢市
▶種別：全日制／普通科／共学
▶生徒数：１学年320～350人

▶進学状況：金沢大、富山大、北陸学院大、同志
社大、関西学院大、国際基督教大、明治学院大、
東京女子大、同志社女子大、金沢工大、北陸大、
関西外国語大、中京大、関西大、芝浦工業大など
ほか短期大学５％、専門学校15%▶利用入試：
一般２割／年内８割（学校推薦型選抜が５割以上）

▶所在地：岡山県瀬戸内市
▶種別：全日制／普通科、生活ビジネス科／共学
▶生徒数：１学年約120人

▶進学状況：［普通科］立命館大、関西外国
語大、近畿大、関西福祉大、岡山商科大、岡
山理科大、川崎医療福祉大、環太平洋大な
ど　ほか専門学校７割強
［生活ビジネス科］専門学校７割、就職３割
▶利用入試：年内10割

▶所在地：広島県広島市
▶種別：全日制／普通科／共学
▶生徒数：１学年240～300人

▶進学状況：広島修道大、広島国際大、安
田女子大、広島経済大、広島工業大、広島
文教大、比治山大、広島文化学園大、広島
都市学園大、関西大、京都産業大、ものつく
り大など　ほか専門学校４割、就職３割
▶利用入試：一般１割／年内９割
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山脇学園中学・高校
学習進路部長 高桑 浩一 校長 森田 祐二

関東学院中学・高校 静岡聖光学院中学・高校 北陸学院中学・高校 岡山県立邑久高校 広島桜が丘高校

主な進学先・
利用入試

自校の
改革と成果

進路指導の
方針、特徴

新課程以降の
生徒の変化

生徒に勧めたい
注目の大学、
大学への期待

高校名 

学校概要
▶所在地：東京都港区
▶種別：全日制／普通科／女子校
▶生徒数：１学年260～300人

▶進学状況：東京海洋大、東京都立大、横浜
市立大、早稲田大、慶應義塾大、上智大、東
京理科大、明治大、青山学院大、立教大、法
政大、東京農業大、芝浦工業大、日本女子大、
昭和女子大など ▶利用入試：（文系）一般８
割／年内２割　（理系）一般７割／年内３割

中学段階から科学教育重視
▶教育方針は「志の教育」。生徒の進路の可
能性を広げるため、中学段階から英語と理系教
育に力を入れる教育改革を2010年から実施
中。中学１・２年次に「サイエンティストの時間」
で研究の方法論を学ぶ。情報分野では、ネット
ワークに常時接続するマイクロコンピュータ
「obniz」を使用し、ネットワークを使用したモノづ
くりを学ぶ。高校からはサイエンスクラスがあり、
自分の研究に打ち込み、その成果を学会やコン
テストなどで発表し、大学進学につなげる生徒
も出ている。一人ひとりに寄り添う教育が評価
され、生徒募集や進学実績も好調。

STEAMに宗教教育も加えた21世紀型の学び
▶伝統的に取り組んできた５つの教育ー５つの
理科実験室を使った科学教育（S）、ものづくりと
ICTを融合した「技術」教育（T）、国際人の教養
としての宗教教育（R）、ベルリッツメソッドを導入
した語学教育（E）、作陶もするような本格的な芸
術教育（A）、徹底的な数学教育（M）ーを統合
し、２１世紀型の学びとして２０２１年、教育ビジョ
ン「OLIVE STREAM」としてまとめて発信した結
果、魅力が保護者や生徒に伝わりやすくなった。
2022年度の志願者数は前年比で３割増え、入
学者の学力も上がっている。取り組んで3年目。
今後の出口（大学進学実績）の変化に期待。

未来を織り込んだ学びがコンセプト
▶「どんな未来がやってきても大丈夫」を合言葉
に、卒業後も価値を持ち続ける未来を織り込ん
だ学びを提供。創造的思考を養うＳＴＥＡＭ教
育、海外進学も視野に入れた英語教育、企業
や大学との協働を含む経験学習重視の探究活
動などを、それらにふさわしい施設、設備を整えた
うえで実施。▶他方、受験対策は外部委託（系
列校や塾）や、AIを使った個別最適化学習を導
入し、教員は本校独自の教育に専念可能な環
境も整備。▶一時、生徒募集に苦戦。これら教
育改革により2年かけて半分に満たなかった定
員充足率が、ほぼ充足レベルまで持ち直した。

一般・年内の２way戦略で生徒募集好調
▶北陸三県で唯一のキリスト教学校。▶共学
化、模試の本格導入などの改革に2001年度か
ら着手。2012年度にそれまでの３コースを、一般
入試中心の「特別進学（5名から80名へ）」、推
薦入試中心の「総合進学」の２コースに統合。
「一般入試でも推薦入試でも大学進学できる」
体制をアピールすると同時に、指定校推薦での
進学指導を強化した。▶志願者数は100人台
から600人台に、入学者数は80人台から300
人台に、現役大学進学率は20％台から70％台
に上昇。特に、2016年度より総合進学コースの
大学進学率が60％を超えて以来、募集は好調。

統合報告書で地域を知り探究活動
▶瀬戸内市の後援の下、市の魅力発見、課
題解決に取り組む地域学「セトリー」を、総
合的な探究の時間に全学年で実施。2023
年度は市が作成した統合報告書のレクチャー
を職員から受けて、地域の課題や取り組みに
ついての知識をつけ、地域について考える探
究学習を行う。▶研究、発信に対する市の評
価は高い。協働や発表活動による非認知能
力の高まりが感じられ、年内入試、特にグルー
プワークや模擬講義形式の入試に役立って
いる。生徒に企業や大学と話ができる力もつ
いている。

校訓変更、定期テスト廃止の大改革
▶立候補教員による学校改革委員会が改革案を練
り、2023年度に大改革を実施。生徒が自分が生きたい
ように生きられる力を身に付けることを理想とし、校訓を
「自考自創」に変更。スクールポリシーの最上位目的は
「誰一人取り残さず、自律し社会に貢献できる大人の育
成」。20～30年後の未来を念頭にコース制を再編し
た。▶授業は単元ごとに個別／グループ／一斉など授
業形式を変更。全教科で定期テストを廃止。６マインド
（自信、向上、探究、受容、疎通、協調）の非認知能力を
生徒が自己評価。知識・技能、思考力・判断力・表現力、
主体的に学習に取り組む態度でバランスよく評価して
いる。総合的な探究の時間を５単位（毎日）に引き上げ。

85大学164学科という多様な進学先
▶一人ひとりの志にマッチングする進学先、希望
の研究ができる学科から大学を探す。中学・高校
の6年間、そして卒業後のキャリアも考えて検討。
その結果、進学先は85大学164学科と多様で、専
門学校に進む生徒もいる。▶国公立大や難関私
立大をめざす生徒が多いこともあり、現在は７割の
生徒が一般選抜での合格校で進学。探究学習や
入試の年内シフト傾向の影響もあり、今後は総合・
推薦型選抜での進学者が増えると予想している。

志望校検討は中学から始める
▶進学先は首都圏の私大中心。英語検定上
級取得者やビジコン、部活大会入賞者も多い。
その実績を生かすよう勧め、年内入試利用者が
５年間で約30人から70人に増加。海外大進学
も拡大したい。▶高校卒業後の進路を中学か
ら考えさせ、中３でオープンキャンパスに行かせ
る。▶保護者のニーズをくみ、医学志望者向け
のメディカルプログラムを用意。医科系大学とも
連携しながら、現役医師の講演会なども実施。

探究学習の成果を入試に積極活用
▶地域に産業もあり、人材を地産地消するエ
リア。よって保護者は県内進学志向が強い。
▶以前は一般入試一辺倒で、せっかく探究学
習に中学から取り組んでもその実績を使わず、
一般で受験して不合格、やる気がなくなるパ
ターンが多かった。今は年内入試の利用も勧
める。学びの経験から決めた志望校に伴走す
る方針に転換し、結果、進学先は多様な進路
が混在する八ヶ岳型に。

校内選抜では4,500字のエントリー文を課す
▶生徒の希望を重視。バイアスをかけない指導
を心がけ、教員の価値観で生徒の進路を限定
しない。▶アセスメントの受検結果、指定校推
薦一覧、コース別合格者数などの情報を積極
公開。▶年内入試でも競争意識を高める。指
定校推薦の校内選抜では、大学への提出書類
とは別に、志望理由、活動履歴、読書感想文
等、計4,500字のエントリー文を課し、一人ずつ
面接を経て校内で選抜、学校代表に育てる。

生徒と大学の個性をふまえて指導
▶国公立大学でも年内入試が増えているよう
に、基礎学力＋非認知能力で進学する時代と
捉え、年内入試重視。「セトリー」や部活動で
鍛えた多面的な能力を、総合型、学校推薦型
の選抜で見てもらう。▶年内入試対策は職人
技。各大学が改革でめざしていることを知った
うえで、生徒一人ひとりのキャラクターに合わ
せた志望理由書の作成を指導している。

将来像も実現のしかたも自分で考える
▶「生徒を信じて待つ」ことが基本。探究の時
間に、将来学びたい、就きたい分野を調べさせ
る。大学の教育や求める人材、就き方がわから
ない職業なども、生徒が自分で調べ、関係各
所に聞くように指導。何をするために進学、就
職するのかを早めに意識させたい。▶大学入
試は年内入試がメインだが、５教科受験を支
援する環境（兄弟校の放課後予備校への参
加）も整えている。

地方国立大学にも目が向くように
▶データサイエンスの基礎やプレゼンテーショ
ンを学び、議論や発表を行う授業「探究基礎」
を中３で実施している。▶研究の内容を軸にし
た進学先選びがますます進み、理系志望者は
地方国立大に目が向くようになった。室蘭工
業大学、九州工業大学など、これまで実績の
ない大学にも進学者が出ている。

自己変容をめざす探究学習を実施
▶以前より中学段階から探究学習には取り
組んでいて、さらなる進化をめざす。高校では
2023年より各地で社会課題に取り組む人
に会い、その熱量に触れて自己変容をするた
めの「探究ツアー」を開始。理系の探究学習
などは系列の関東学院大学などのサポートを
得て実施。

高大連携により探究のレベルが向上
▶教科学習にも全面的に探究を取り入れて
いる。静岡大学、静岡県立大学との連携に
よって大学に近いレベルの授業内容になる
ことも。連携授業は高校側から各学部長に
直にプレゼンテーションし、実現。授業で学ん
だ知識を生活に生かし、大学への進学理由
に育てる。

従前より教科学習以外の活動を重視
▶キリスト教学校としてのボランティア活動が元々
盛ん。▶2009年度より「勉強プラスもうひとつ」を
モットーに生徒を活性化。その成果をレポート等で
確認し、年内入試に活用もしてきた。課外活動も
含めた総合的な教育という点では指導にも生徒
にも大きな変化はない。教科における探究学習に
ついては、量と質の両立には困難さを感じている。

新課程で中学での学力に変化の兆し
▶旧課程も新課程も変わらず、ゴールは共通テ
ストだと認識している高校が多い。学校が求め
るものに変化がないので、生徒の変化もない。
▶中学校では学習量が増え、生徒に変化が起
きているかもしれない。人口減にもかかわらず本
校入学者の学力は上がっているため、新課程
により学力の底上げが生じた可能性がある。

改革による主体性の高まりを感じる
▶改革以降、授業中生徒が集中して学ぶ時
間が増加。受動的な学習から自身の考えを深
める学習へと変化。▶生徒は授業ごと、単元
ごとに振り返りを行い、単元の振り返り時は学
びや成長について具体的なエピソードを書い
て提出する。▶主体的に考え、意見を述べる
ことに喜びを感じる生徒が多い。

高校でできないことが大学はできる。
共に高校の教育改革に取り組みたい
▶本校の改革はまだ半ば。教育を一緒に変え
ようと協力してくれる大学に注目する。高大接
続を通して中高の枠に捉われない学びの機会
を生徒に提供することをめざしている。例えば協
定校の東京農業大学とは、大学で中学生やそ
の保護者も参加できる体験授業・模擬実験実
習を実施し、女子生徒の理系進学への保護者
の理解を促進。女性技術者育成をめざす芝浦
工業大学とは高１、２生が研究室に数日間「配
属」されるサマーインターンシップを実施、研究
プログラム修了者用の学科限定特別選抜も始
める。合格後、生徒は好きな研究を継続できる
しくみ。▶大学での学びをベースにした進路選
択を実現するために、研究室の情報を集めたい。 

副校長 田中 潤 教頭 高柳 乃輔 1学年主任 沖村 将彦進路課 出射 恵

▶所在地：神奈川県横浜市
▶種別：全日制／普通科／共学
▶生徒数：１学年250～300人

▶進学状況：横浜国立大、横浜市立大、慶
應義塾大、早稲田大、青山学院大、中央大、
東京理科大、法政大、明治大、立教大、東京
農業大、北里大、昭和薬科大、聖マリアンナ
医科大など ▶利用入試：一般６割／年内４
割（指定校推薦が１～２割）

熱心に訪問し情報提供する大学は好
印象。校長室にも遠慮なく訪れてほしい
▶本校の強みである理数、情報、リベラル
アーツなどの分野を持つ大学に興味がある。
▶金沢工業大学のようにまめに足を運んでく
れる大学は、よいイメージを抱く。進路指導室
だけでなく、校長室にも話しに来てほしい。▶
以前は愛知県で勤務していたが、地方大学が
地元のヒエラルキーを覆すのは難しいのが現
実。特定の層に響く特色をつくり、他エリアの
学生を集める戦略もあるのではないか。▶高
大協定を結ぶと、指定校枠の存在に対する高
校生や保護者の認知度がぐっと高まる。▶中
高一貫校は中学から進学先を検討する。オー
プンキャンパスは中学生も対象にしてはどう
か。本校では、小１から親子で参加可能だ。

高校までにともした探究の火を、
１年次から大きく育てるカリキュラムを
▶中学から探究の芽を育て始め、高校でグルー
プ研究や個人研究を行い…、と生徒にともった探
究の火を大きくするのが大学であるはずなのに、
研究形式の授業が高学年まで持ち越しでは、生
徒の意欲が消えてしまう。１年次から自分のテー
マを研究できるカリキュラムを望む。静岡大学と
は、デジタルポートフォリオで個々の生徒の状況を
把握できる質問のつくり方などを助言してもらって
いる▶研究ベースの大学選びという意味では、
地方の国立大学に注目している。静岡大学はお
茶の研究、防災教育など、調べると独自性のある
研究が多い。大学はもっと広報しては？▶社会課
題に挑戦させる実践的な学びが特徴の静岡大
学のグローバル共創科学部には注目している。

育成力を期待した大学選びが生徒
の主流。エビデンスの公開を望む
▶「自分を受け入れ育ててくれる」進学先を
選ぶ生徒が多い。国立か私立か、大学か専
門学校かという区分は、生徒の選択基準とし
てはあまり重要ではない。専門学校が母体で
設置された大学は、知名度こそ低いものの、
育てる力に長けていると感じる。医・歯・薬・保
健系統の学部への進学が２～３割を占める
まで増えてきたが、これも資格志向というよ
り、生徒が人材育成力を重視した結果ではな
いかと考える。▶大学には、自学が育成をめ
ざしている力、育成方法、育成できているとい
うエビデンスの明示を期待する。生徒にわか
る形で説得力のある情報を示してもらえれ
ば、関心を持つ生徒は増えるだろう。

入試を通じて生徒に学習の目的意
識を持たせてくれる大学を勧めたい
▶広島大学「光り輝き入試」の学校推薦型
における経済学部の実施方法は秀逸。第１
次選考（書類、面接）に合格したうえで共通
テストで基準点を取る必要があるが、第１次
選考の合否は発表しない。生徒は最後まで
がんばるし、高校は２年次までに英語外部検
定を取らせるなど、指導強化せざるを得ない。
▶ＩＰＵ・環太平洋大学。入試難易度は高く
ないものの、「４年後に責任をもつ大学」のス
ローガンどおり、スポーツで学生を集め、公務
員と教員を中心に就職実績を出す大学とい
う印象。高校教員が何にひかれるかを知って
いて、中学校の体育教員○人、英語教員○
人…と実数で成果をアピールしている。

正課、正課外でプロジェクトに参加
できる機会がある大学を評価
▶プロジェクト型の授業を実施している大学
が、生徒を成長させてくれると感じる。広島経
済大学の「興動館教育プログラム」は、行動
力や企画力などを養う科目と、国際交流、社
会貢献などの実践がセットになっている。汎
用的能力の伸長を振り返る点も本校と同じ
で、学んだことが生かせる。また正課外だが、
岡山大学の「岡プロ !」（学生が自学をプロ
デュースするプロジェクト）は、クラブに所属し
ない学生向けの活動である点を評価してい
る。▶年内入試が増える流れは歓迎。学校
推薦型と総合型の趣旨が異なることは理解
しているが、求める準備をなるべく共通にして
もらえると、生徒に挑戦させやすい。

▶所在地：静岡県静岡市
▶種別：全日制／普通科／男子校
▶生徒数：１学年約80人

▶進学状況：東京工業大、筑波大、静岡大、
信州大、静岡県立大、早稲田大、東京理科
大、明治大、青山学院大、立教大、中央大、
法政大、東邦大、帝京大（医）、立命館大など
▶利用入試：一般６～７割／年内３～４割

▶所在地：石川県金沢市
▶種別：全日制／普通科／共学
▶生徒数：１学年320～350人

▶進学状況：金沢大、富山大、北陸学院大、同志
社大、関西学院大、国際基督教大、明治学院大、
東京女子大、同志社女子大、金沢工大、北陸大、
関西外国語大、中京大、関西大、芝浦工業大など
ほか短期大学５％、専門学校15%▶利用入試：
一般２割／年内８割（学校推薦型選抜が５割以上）

▶所在地：岡山県瀬戸内市
▶種別：全日制／普通科、生活ビジネス科／共学
▶生徒数：１学年約120人

▶進学状況：［普通科］立命館大、関西外国
語大、近畿大、関西福祉大、岡山商科大、岡
山理科大、川崎医療福祉大、環太平洋大な
ど　ほか専門学校７割強
［生活ビジネス科］専門学校７割、就職３割
▶利用入試：年内10割

▶所在地：広島県広島市
▶種別：全日制／普通科／共学
▶生徒数：１学年240～300人

▶進学状況：広島修道大、広島国際大、安
田女子大、広島経済大、広島工業大、広島
文教大、比治山大、広島文化学園大、広島
都市学園大、関西大、京都産業大、ものつく
り大など　ほか専門学校４割、就職３割
▶利用入試：一般１割／年内９割
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＊1 「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」（2022年10月閣議決定）
＊2 Digital Transformationの略。デジタル化による社会変革のこと

＊（独）大学改革支援・学位授与機構による同事業「公募要領」「審査要項」（2023年）「独立行政法人大学改革支援・学位授与機構法第十六条の二に規定する助成
業務の実施に関する基本的な指針」の内容を編集部にて抜粋、加工

＊（独）大学改革支援・学位授与機構による同事業「公募要領」（2023年）の内容を編集部にて抜粋、加工    

※設置認可申請後の設置審査が長期化した場合等の特別な事情がある場合に限り、最長10年（フェーズ１は最長５年）   
※全フェーズを通じ、教員人件費は対象外   

【図表1】「大学・高専機能強化支援事業」概要

【図表2】支援１の支援スキーム

デジタル・グリーン等の成長分野をけん引する高度専門人材の育成に向けて、意欲ある大学・高専が成長分野への学部転換等
の改革に予見可能性をもって踏み切れるよう、新たに基金を創設し（3,002億円）、機動的かつ継続的な支援を行う
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トピック

1
支援１
学部再編等による
特定成長分野（デ
ジタル・グリーン等）
への転換等支援

▶検討・準備段階から完成年
度までを支援（施設設備整備
費等の初期投資を中心）
▶定率補助・20億円程度ま
で（早期実施、総定員の増加
を伴わない取組を優遇）

上限額：3,000万円
▶用途：計画のブラッシュアップに必
要な、事務職員の人件費、物品費、調
査・広報経費等
※フェーズ２での支出も可

学生数拡充、学
生確保の見通
し、企業・自治体
等との連携、初
等中等教育段階
の学校との連携、
女子学生確保等

修学支援新制
度の機関要件と
同様の財務状況
や収容定員充足
率、社会におけ
る具体的な人材
ニーズ等

▶大学院・学部段階の機能
強化の取組を長期支援（施
設設備整備費、人件費等）
▶定額補助・10億円程度ま
で（大学院段階の定員増等に
よる体制強化を原則）

支援２
高度情報専門人
材の確保に向けた
機能強化支援

タイプ

フェーズ１／検討体制の構築等

３年以内
※最長５年

対象／件数 審査の観点支援内容 受付期間 資格要件 初回申請数

私立・公立大学
／250件程度

2032年度
までに集中
的に受付

67件
（公：13件／
私：54件）

57件
（国：37件、
公：５件／
私：10件、
高専：5件）

2025年度
までを基本

国公私立大学
（大学院含む）・
高専／
60件程度

上限額：20億円程度
※定員増規模や定員増に伴う他組織の定
員減の有無等で決定

▶用途：計画対象組織の定員増に
係る施設・設備費

フェーズ2／施設・設備整備

１年程度

上限額：4,000万円
▶用途：計画のフォローアップや戦略
の深化に必要な事務職員の人件費、
物品費、調査・広報経費等

フェーズ3／自走化への取組深化

4年
※認可・届出後開設までの期間を基本としつつ、前
倒し整備や開設後の年次計画についても支援可能 開 

設
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認
可
・
届
出

塩田 剛志
しおたつよし●1996年文部省（当
時）入省。文部科学省高等教育局専門
教育課専門職大学院室長、内閣府政策
統括官（科学技術・イノベーション担当）
付参事官、科学技術・学術政策局企画
評価課長などを経て、2022年より現職。
＊取材当時

　ＤＸや脱炭素に向けた取り組みが世界中で加速度
的に進展し、各国がそれらを成長力の源泉とする中
で、日本においては、デジタル・グリーン等の成長分野
をけん引する専門人材の不足が指摘されています。そ
の要因の一つが、学部段階での理系人材の少なさで
す。この状況を憂慮した教育未来創造会議から、大
学の学部再編促進の必要性が指摘され、「大学・高
専機能強化支援事業」の創設に至りました。
　現状、理系分野の学位取得者の割合は３５％にと
どまり、大学に入学した女性のうち理工系学部に所
属するのはわずか７％と、男女のバランスも欠いてい
ます。これらを総合的に高め、将来的に理系学生の
割合を世界で最も高いレベルまで引き上げたいとの
考えが、事業の背景にあります。
　国内大学全体の学部構造の転換、しかも、一般的
に高度な設備が必要となる理工農系への転換を図
るわけなので、部分的、一時的な施策では実現できま
せん。広範な支援を長期的に行うために、本事業では
３，００２億円の予算を確保し、基金化しています。単
年度ごとに予算要求する形ではないので、事業規模
が縮小したり事業そのものが中止になったりする心配
はありません。支援１の選定予定件数２５０件程度は、
１件あたり10億円前後を想定したあくまで目安で、基
金に余裕があれば、それ以上の申請も受け付けること
が可能と考えています。審査基準も、ふるいにかけて
競争を促すイメージではなく、要件を満たしていれば積
極的に選定することとしています。

　成長分野の人材不足は待ったなしの状況で、育成
を急ぐ必要があります。そこで、２０２７年度以前の公
募において支援１に選定された計画は「先発組」とし
て、フェーズ２の助成率を優遇します。助成金額は、理
工農系の入学定員が計画実施前よりどれだけ増えた
かをベースに算出されます。大学全体の定員を増やさ
ない計画の場合にも、助成率を優遇します。18歳人
口減少下では大学全体の定員を純増させるのではな
く、規模を抑制して理工農系の割合を増やす取り組
みが望ましいためです。
　これまで経験のない大学が理工農系に挑戦する
のは簡単ではないでしょう。そのために、フェーズ1とし
て、検討体制の構築等の段階にも助成金を出す異
例のしくみを整えました。万一、設置認可に至らなくて
も、検討体制の構築等に要した助成金は返還を求め
ません。また、申請要件に他大学との連携を含めてい

るのは、単位互換制度や共同教育課程制度の活用
など、他大学とリソースを共有した計画も視野に入れ
ているためです。支援1では教員の人件費は支援対
象外ですが、教員数が確保できない際は、大学設置
基準の改正で新しく導入された基幹教員制度を活用
すれば、他学部、他大学、企業所属の教員の登用も
行いやすくなります。社会ニーズに合った人材育成を
促進する観点から、複数の企業等と設置構想の事前
協議を申請要件としており、そうした場も活用しなが
ら、地元企業等と補い合って設置する方策も検討し
てみてください。なお、「理工農の学位授与まではでき
ないが、既存の人社系の教育の中にデジタルの学び
を加えたい」という声に応えるべく、本事業とは別の支
援策も検討中です。例えば、「芸術×デジタル」のよう
な取り組みへの支援を想定しています。

　本事業をはじめとする支援を通じて大学に理系の
学部・学科が増えることにより、中高生の理系進学へ
の関心が高まるのが理想ですが、大学からの積極的
なアプローチもやはり必要でしょう。例えば、同じ高等
教育機関である国立高専では、小中学生向けにプロ
グラミング等の出前授業を実施するなど、すそ野を増
やす活動を行っています。地域の教育委員会と連携
して、大学・高専ならではの視点から、理系の学問の
楽しさを伝えるなど、市場を開拓する取り組みに期待
しています。高等教育局としても、基金のみならず、理
系志向の児童・生徒を増やす方法を探っていきます。
　成長分野をけん引する人材を増やすことが目的の
事業ですが、各大学には人口減の厳しい時代を乗り
切る観点からも、本事業の積極的な活用をご検討い
ただければと考えています。お気軽にお問い合わせく
ださい。

早期実施や大学全体の定員を増やさない
計画には助成率を優遇

人口減による厳しい経営環境を
乗り切るための踏切板として
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ジタル・グリーン等）
への転換等支援
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時）入省。文部科学省高等教育局専門
教育課専門職大学院室長、内閣府政策
統括官（科学技術・イノベーション担当）
付参事官、科学技術・学術政策局企画
評価課長などを経て、2022年より現職。
＊取材当時

　ＤＸや脱炭素に向けた取り組みが世界中で加速度
的に進展し、各国がそれらを成長力の源泉とする中
で、日本においては、デジタル・グリーン等の成長分野
をけん引する専門人材の不足が指摘されています。そ
の要因の一つが、学部段階での理系人材の少なさで
す。この状況を憂慮した教育未来創造会議から、大
学の学部再編促進の必要性が指摘され、「大学・高
専機能強化支援事業」の創設に至りました。
　現状、理系分野の学位取得者の割合は３５％にと
どまり、大学に入学した女性のうち理工系学部に所
属するのはわずか７％と、男女のバランスも欠いてい
ます。これらを総合的に高め、将来的に理系学生の
割合を世界で最も高いレベルまで引き上げたいとの
考えが、事業の背景にあります。
　国内大学全体の学部構造の転換、しかも、一般的
に高度な設備が必要となる理工農系への転換を図
るわけなので、部分的、一時的な施策では実現できま
せん。広範な支援を長期的に行うために、本事業では
３，００２億円の予算を確保し、基金化しています。単
年度ごとに予算要求する形ではないので、事業規模
が縮小したり事業そのものが中止になったりする心配
はありません。支援１の選定予定件数２５０件程度は、
１件あたり10億円前後を想定したあくまで目安で、基
金に余裕があれば、それ以上の申請も受け付けること
が可能と考えています。審査基準も、ふるいにかけて
競争を促すイメージではなく、要件を満たしていれば積
極的に選定することとしています。

　成長分野の人材不足は待ったなしの状況で、育成
を急ぐ必要があります。そこで、２０２７年度以前の公
募において支援１に選定された計画は「先発組」とし
て、フェーズ２の助成率を優遇します。助成金額は、理
工農系の入学定員が計画実施前よりどれだけ増えた
かをベースに算出されます。大学全体の定員を増やさ
ない計画の場合にも、助成率を優遇します。18歳人
口減少下では大学全体の定員を純増させるのではな
く、規模を抑制して理工農系の割合を増やす取り組
みが望ましいためです。
　これまで経験のない大学が理工農系に挑戦する
のは簡単ではないでしょう。そのために、フェーズ1とし
て、検討体制の構築等の段階にも助成金を出す異
例のしくみを整えました。万一、設置認可に至らなくて
も、検討体制の構築等に要した助成金は返還を求め
ません。また、申請要件に他大学との連携を含めてい

るのは、単位互換制度や共同教育課程制度の活用
など、他大学とリソースを共有した計画も視野に入れ
ているためです。支援1では教員の人件費は支援対
象外ですが、教員数が確保できない際は、大学設置
基準の改正で新しく導入された基幹教員制度を活用
すれば、他学部、他大学、企業所属の教員の登用も
行いやすくなります。社会ニーズに合った人材育成を
促進する観点から、複数の企業等と設置構想の事前
協議を申請要件としており、そうした場も活用しなが
ら、地元企業等と補い合って設置する方策も検討し
てみてください。なお、「理工農の学位授与まではでき
ないが、既存の人社系の教育の中にデジタルの学び
を加えたい」という声に応えるべく、本事業とは別の支
援策も検討中です。例えば、「芸術×デジタル」のよう
な取り組みへの支援を想定しています。

　本事業をはじめとする支援を通じて大学に理系の
学部・学科が増えることにより、中高生の理系進学へ
の関心が高まるのが理想ですが、大学からの積極的
なアプローチもやはり必要でしょう。例えば、同じ高等
教育機関である国立高専では、小中学生向けにプロ
グラミング等の出前授業を実施するなど、すそ野を増
やす活動を行っています。地域の教育委員会と連携
して、大学・高専ならではの視点から、理系の学問の
楽しさを伝えるなど、市場を開拓する取り組みに期待
しています。高等教育局としても、基金のみならず、理
系志向の児童・生徒を増やす方法を探っていきます。
　成長分野をけん引する人材を増やすことが目的の
事業ですが、各大学には人口減の厳しい時代を乗り
切る観点からも、本事業の積極的な活用をご検討い
ただければと考えています。お気軽にお問い合わせく
ださい。

早期実施や大学全体の定員を増やさない
計画には助成率を優遇

人口減による厳しい経営環境を
乗り切るための踏切板として

文部科学省
高等教育局 専門教育課
課長＊

理
工
農
系
分
野
志
望
者
を
増
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す
手
立
て
は
？

|
|
基
金
に
よ
る
学
部
再
編
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援
と
共
に
、中
高
生
へ
の
取
組
等
を
通
じ
て
総
合
的
に
推
進

文 科 省 に 聞 く！
理系割合を50％にする展望の下
大規模、長期的な支援策を設計

初回の選定結果 （件）

国立 私立公立 高専 合計

ー 5413 ー 67

37 54 5 51

支援１

支援２
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一
つ
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備
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。
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⑦
⑩
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⑤
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⑦
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援
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野
の
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学
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な
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す
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み
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見
送
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学
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向
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。
ま

た
、
既
存
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理
工
農
系
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、競
争
激
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想
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今
の
う
ち
に
一
歩
先
を
行
く
教
育
改
革

や
募
集
の
強
化
を
図
っ
て
お
き
た
い
。
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【図表4】私立大学等の学部等設置認可における学生確保の見通し（提出書類）の変更まとめ 

▶客観的なエビデンスとなるよう、調査実施の要件や必須の設問項目を示し、「実際のターゲット層の新設学部への入学意向」を確認するため
のクロス集計（「学部開設時期や学生募集地域とアンケート対象者の進学時期、居住地域を合致させる」「回答者に対し、学部・学科名、養成す
る人材像やアドミッション・ポリシー、設置場所・アクセス、学生納付金、競合する大学やその学部・学科名などの情報を明示する」）
▶選択肢による設問必須事項①卒業後の希望進路（選択肢：大学、短大、専門学校、就職...等）＊専門学校や就職を選んだ者は以降の
設問から除外②進学を希望する大学等の設置者（選択肢：国立、公立、私立）③興味のある学問分野（選択肢：学校基本調査の学科系
統分類表の中分類から選択。新設学部に該当するものがない場合は選択肢を追加できる。複数選択可）④新設学部の受験を希望するか
（設問：○○大学○○学部○○学科が開設された場合、受験を希望しますか。［選択肢：第一志望として受験する、第二志望として受験す
る、第三志望以降として受験する、受験しない］）＊「受験しない」と回答した者は⑤の設問から除外⑤新設学部に合格した場合に入学する
か（設問：○○大学○○学部○○学科を受験して合格した場合、入学を希望しますか。［選択肢：入学する、志望順位が上位の他の志望
校が不合格の場合に入学する、入学しない］）。これらの設問に対する回答については、クロス集計で「私立四年制大学志望で〇〇系統に興
味がある」高校生のうち、自学の新設学部を「受験し、合格したら入学する」と答えた人数を算出し、学生確保の見通しとして示す必要がある

自学の優位性について、教育内容と方法、入試（実施時期や入学手続き時期等）、学生納付金・奨学制度、取得可能な資格等の観点から
競合校との比較分析／学校種や定員規模、学問分野、学生募集地域、ターゲットとする受験生の学力層などの類似性の観点から、「なぜそ
の大学を競合に選んだか」の説明／競合校の過去３年間の志願状況（志願者数、受験者数、合格者数、入学者数、定員充足率）に自学の
優位性に関する分析も踏まえ新設学部の定員を充足できることを説明

既存学部・学科に関する分析（過去2年間のオープンキャンパスや各種説明会の参加者数、そのうち受験対象者数、そのうち受験者数、そ
のうち入学者数を整理し、受験率や入学率を算出。資料請求者についても入学につながった割合を分析、高校訪問の計画と実施体制、訪
問エリアや学校数等の目標、ホームページのアクセス数、SNSの登録者数や配信数に関する計画、目標なども）／新設学部の学生募集活
動の方針と戦略、実施計画・目標と、新設学部で同様の取り組みをした場合に見込まれる入学者数を、取り組みごとに説明

今後の定員充足の見通し（学科ごとに直近5年間の入試方式ごとの志願者数、受験者数、合格者数［そのうち追加合格者数］、辞退者数、
入学者数について延べ人数と実人数を整理し、入学定員充足率、歩留率を示す）／申請時点で収容定員充足率7割未満の学科等がある
場合は、原因を分析したうえで新設学部の定員設定の合理性について説明

求められる主なデータや説明観点

18歳人口の
中長期的な動向

1

2

3

4

5 高校生対象の
アンケート

競合校の
定員充足状況
分析

既存学部・学科の
学生募集活動の
実績と効果

既存学部の
定員充足状況

【図表3】支援1の申請要件、確認項目、転換に係る要件まとめ
申請要件（全て満たすことが必要）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

確認項目

転換に係る要件（必要）

修学支援新制度の機関要件（財務状況や収容定員充足率）を
満たしている大学であること Ａ 連携を通じた教育体制の整備と実施

B 多様な入学者の確保に向けた取組

十分な学生確保の見通しを備えていること

社会のニーズ等を踏まえた学修目標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成、
必要な資質・能力等を評価する入学者選抜が適切に実施されていること

企業や自治体と連携した科目の整備・実施
地域の他大学と連携した科目の整備・実施
海外大学との連携

入学者選抜の科目の見直し
女子学生の確保
初等中等教育段階の学校との連携
社会人学生の受入れ強化
留学生の受入れ強化 
 

特定成長分野の人材を育成するための戦略、管理・教育体制、
教育研究環境の整備を図る計画であること

実務経験のある教員等による授業科目を配置していること

入学定員が20名以上増加する計画であること

事業計画選定日から４年後の年度末までに設置すること
（申請時に既に設置認可申請又は届出済みの場合を除く）

設置認可申請又は届出までに、大学の総収容定員充足率
（在籍学生数の収容定員に対する割合）が80％を満たすこと

フェーズ３終了時までに、大学の外部資金獲得額を「申請時点の平均
（過去５年間の中央値３年分の平均）支援額の＋2.5％」以上とすること

自大学以外の機関と連携した教育、多様な入学者の確保に向けた取組を行うこと

事業計画書の進捗報告を行うこと。また、（独）大学改革支援・学位授与機構が
実施する機能強化会議に参加すること

国際卓越研究大学として認定を受け、支援を受けていないこと

＊（独）大学改革支援・学位授与機構による同事業「公募要領」「審査要項」（2023年）を基に編集部にて作成

学部・学科の設置、又は収容定員の増加（学部等の設置等）による組織変更を
伴う学部再編等であること

社会に具体的な人材ニーズがある、又は、その十分な見通しのある分野であること。
学部・学科を設置する場合、地域の複数企業等と事前協議を行うこと

※「名称変更」のみを行う計画は、本事業において支援対象外
※新学部・学科設置に伴い他学部・学科の定員減（廃止含む）
を行う計画については、上記の要件を満たさないものは、総収
容定員増に係る部分（純増部分）を除き、支援対象外

　過日、「成長分野けん引事業」の選定校が発表されました。
社会の動きに合わせて既存学部を見直し、新学部設置を検討す
る大学は数多くあります。その一方で、近年、認可申請に関す
る審査は非常に厳しくなっています。特に、２０２５年度以降開設
の申請を対象に、大学の設置等に係る提出書類の「学生の確
保の見通し等を記載した書類」が変更され、設置認可要件や学
生確保の見通しに関するデータの基準が詳細に設定されていま
す。新たに学部・学科をつくるなら精緻な計画の下で、という本
来あるべき姿勢が明示されたものと言えるでしょう。この状況にお
いてお伝えしたいことは、「基本に立ち返った計画立案の重要性」
です。つまり、新学部構想で最重要視すべきは「学生が新学部
の学びを当該大学で学ぶ意味・メリットは何か」、そして「それは
他の大学では実現できないことか」です。加えて、計画立案にあ
たっては、そのコンセプトが受験生や社会のニーズと合っているか、
市場調査を行ってあらかじめ確認することをお勧めします。構想検
討の際、悩ましい入学定員数の設定に関しては、既存学部の募

集状況や新学部で実現したい教育
方法に合わせて定員数を仮決めした
後、市場調査を活用して妥当性を検証するのも一つの方法です。
　以上の事柄を考慮し、計画と検討の理想的な流れを考えてみ
ます。【１年目】概要を決める。【２年目】市場調査等を基に計
画をブラッシュアップし、構想を決定する。【３年目】申請書類の
準備を進め、必要に応じて、高校生を対象とした学生確保の見
通し調査と、企業を対象とした人材需要の動向等、社会の要請
の調査を実施する。【４年目】設置認可申請。【５年目】開設。
申請書類の準備の際に初めてアンケートを実施する場合もあるで
しょうが、そのタイミングでは、たとえ想定より受験生のニーズがな
いことがわかったとしても、計画を見直す時間がありません。この
ような事態を避けるためにも、構想段階での市場調査が有効です。
　新学部設置は、自学がめざす将来像と込めた意思、社会課
題への姿勢を示すよい機会です。特に文系の大学にとっては、
文理横断・文理融合教育実現の契機にもなりえます。計画的で
戦略的な将来構想の推進に、国の補助金事業の活用は一考の
価値があるでしょう。

嶋 はる美

（株）進研アド
マーケティングリサーチ部 部長

しまはるみ●（株）進研アド入社以
来、調査・データ分析を担当。マーケ
ティングリサーチを通した高等教育機
関の課題抽出・解決支援に携わる。

（計画の対象となる組織において、
 ＡとＢのうち、それぞれ１つ以上を実施）

新設学科の３つのポリシー全てが、定員減を行う全て
の学科とそれぞれ異なるものであり、下記２つの項目
のうち、１つ以上を満たすもの

①新設学科の基幹教員の構成が、定員減を
行う全ての学科とそれぞれ３割以上異なる

②新設学科の授与する学位分野（複数分
野の場合は、その構成）が、定員減を行う全
ての学科とそれぞれ異なる

確かなエビデンスを基に、価値のある計画を

学生募集地域の設定の妥当性について、学校基本調査のデータ（出身高校の所在地県別入学者数）及び自学や他大学等の実績も用い
て、どの都道府県からどの程度の進学者が見込まれるか等を説明

＊文部科学省「学生の確保の見通し等を記載した書類（令和7年度開設対象）」を基に編集部にて作成

※　　　は大学について、　　　は学部再編等の計画についての要件
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【図表4】私立大学等の学部等設置認可における学生確保の見通し（提出書類）の変更まとめ 

▶客観的なエビデンスとなるよう、調査実施の要件や必須の設問項目を示し、「実際のターゲット層の新設学部への入学意向」を確認するため
のクロス集計（「学部開設時期や学生募集地域とアンケート対象者の進学時期、居住地域を合致させる」「回答者に対し、学部・学科名、養成す
る人材像やアドミッション・ポリシー、設置場所・アクセス、学生納付金、競合する大学やその学部・学科名などの情報を明示する」）
▶選択肢による設問必須事項①卒業後の希望進路（選択肢：大学、短大、専門学校、就職...等）＊専門学校や就職を選んだ者は以降の
設問から除外②進学を希望する大学等の設置者（選択肢：国立、公立、私立）③興味のある学問分野（選択肢：学校基本調査の学科系
統分類表の中分類から選択。新設学部に該当するものがない場合は選択肢を追加できる。複数選択可）④新設学部の受験を希望するか
（設問：○○大学○○学部○○学科が開設された場合、受験を希望しますか。［選択肢：第一志望として受験する、第二志望として受験す
る、第三志望以降として受験する、受験しない］）＊「受験しない」と回答した者は⑤の設問から除外⑤新設学部に合格した場合に入学する
か（設問：○○大学○○学部○○学科を受験して合格した場合、入学を希望しますか。［選択肢：入学する、志望順位が上位の他の志望
校が不合格の場合に入学する、入学しない］）。これらの設問に対する回答については、クロス集計で「私立四年制大学志望で〇〇系統に興
味がある」高校生のうち、自学の新設学部を「受験し、合格したら入学する」と答えた人数を算出し、学生確保の見通しとして示す必要がある

自学の優位性について、教育内容と方法、入試（実施時期や入学手続き時期等）、学生納付金・奨学制度、取得可能な資格等の観点から
競合校との比較分析／学校種や定員規模、学問分野、学生募集地域、ターゲットとする受験生の学力層などの類似性の観点から、「なぜそ
の大学を競合に選んだか」の説明／競合校の過去３年間の志願状況（志願者数、受験者数、合格者数、入学者数、定員充足率）に自学の
優位性に関する分析も踏まえ新設学部の定員を充足できることを説明

既存学部・学科に関する分析（過去2年間のオープンキャンパスや各種説明会の参加者数、そのうち受験対象者数、そのうち受験者数、そ
のうち入学者数を整理し、受験率や入学率を算出。資料請求者についても入学につながった割合を分析、高校訪問の計画と実施体制、訪
問エリアや学校数等の目標、ホームページのアクセス数、SNSの登録者数や配信数に関する計画、目標なども）／新設学部の学生募集活
動の方針と戦略、実施計画・目標と、新設学部で同様の取り組みをした場合に見込まれる入学者数を、取り組みごとに説明

今後の定員充足の見通し（学科ごとに直近5年間の入試方式ごとの志願者数、受験者数、合格者数［そのうち追加合格者数］、辞退者数、
入学者数について延べ人数と実人数を整理し、入学定員充足率、歩留率を示す）／申請時点で収容定員充足率7割未満の学科等がある
場合は、原因を分析したうえで新設学部の定員設定の合理性について説明

求められる主なデータや説明観点

18歳人口の
中長期的な動向

1

2

3

4

5 高校生対象の
アンケート

競合校の
定員充足状況
分析

既存学部・学科の
学生募集活動の
実績と効果

既存学部の
定員充足状況

【図表3】支援1の申請要件、確認項目、転換に係る要件まとめ
申請要件（全て満たすことが必要）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

確認項目

転換に係る要件（必要）

修学支援新制度の機関要件（財務状況や収容定員充足率）を
満たしている大学であること Ａ 連携を通じた教育体制の整備と実施

B 多様な入学者の確保に向けた取組

十分な学生確保の見通しを備えていること

社会のニーズ等を踏まえた学修目標の具体化、体系的な教育カリキュラムの編成、
必要な資質・能力等を評価する入学者選抜が適切に実施されていること

企業や自治体と連携した科目の整備・実施
地域の他大学と連携した科目の整備・実施
海外大学との連携

入学者選抜の科目の見直し
女子学生の確保
初等中等教育段階の学校との連携
社会人学生の受入れ強化
留学生の受入れ強化 
 

特定成長分野の人材を育成するための戦略、管理・教育体制、
教育研究環境の整備を図る計画であること

実務経験のある教員等による授業科目を配置していること

入学定員が20名以上増加する計画であること

事業計画選定日から４年後の年度末までに設置すること
（申請時に既に設置認可申請又は届出済みの場合を除く）

設置認可申請又は届出までに、大学の総収容定員充足率
（在籍学生数の収容定員に対する割合）が80％を満たすこと

フェーズ３終了時までに、大学の外部資金獲得額を「申請時点の平均
（過去５年間の中央値３年分の平均）支援額の＋2.5％」以上とすること

自大学以外の機関と連携した教育、多様な入学者の確保に向けた取組を行うこと

事業計画書の進捗報告を行うこと。また、（独）大学改革支援・学位授与機構が
実施する機能強化会議に参加すること

国際卓越研究大学として認定を受け、支援を受けていないこと

＊（独）大学改革支援・学位授与機構による同事業「公募要領」「審査要項」（2023年）を基に編集部にて作成

学部・学科の設置、又は収容定員の増加（学部等の設置等）による組織変更を
伴う学部再編等であること

社会に具体的な人材ニーズがある、又は、その十分な見通しのある分野であること。
学部・学科を設置する場合、地域の複数企業等と事前協議を行うこと

※「名称変更」のみを行う計画は、本事業において支援対象外
※新学部・学科設置に伴い他学部・学科の定員減（廃止含む）
を行う計画については、上記の要件を満たさないものは、総収
容定員増に係る部分（純増部分）を除き、支援対象外

　過日、「成長分野けん引事業」の選定校が発表されました。
社会の動きに合わせて既存学部を見直し、新学部設置を検討す
る大学は数多くあります。その一方で、近年、認可申請に関す
る審査は非常に厳しくなっています。特に、２０２５年度以降開設
の申請を対象に、大学の設置等に係る提出書類の「学生の確
保の見通し等を記載した書類」が変更され、設置認可要件や学
生確保の見通しに関するデータの基準が詳細に設定されていま
す。新たに学部・学科をつくるなら精緻な計画の下で、という本
来あるべき姿勢が明示されたものと言えるでしょう。この状況にお
いてお伝えしたいことは、「基本に立ち返った計画立案の重要性」
です。つまり、新学部構想で最重要視すべきは「学生が新学部
の学びを当該大学で学ぶ意味・メリットは何か」、そして「それは
他の大学では実現できないことか」です。加えて、計画立案にあ
たっては、そのコンセプトが受験生や社会のニーズと合っているか、
市場調査を行ってあらかじめ確認することをお勧めします。構想検
討の際、悩ましい入学定員数の設定に関しては、既存学部の募

集状況や新学部で実現したい教育
方法に合わせて定員数を仮決めした
後、市場調査を活用して妥当性を検証するのも一つの方法です。
　以上の事柄を考慮し、計画と検討の理想的な流れを考えてみ
ます。【１年目】概要を決める。【２年目】市場調査等を基に計
画をブラッシュアップし、構想を決定する。【３年目】申請書類の
準備を進め、必要に応じて、高校生を対象とした学生確保の見
通し調査と、企業を対象とした人材需要の動向等、社会の要請
の調査を実施する。【４年目】設置認可申請。【５年目】開設。
申請書類の準備の際に初めてアンケートを実施する場合もあるで
しょうが、そのタイミングでは、たとえ想定より受験生のニーズがな
いことがわかったとしても、計画を見直す時間がありません。この
ような事態を避けるためにも、構想段階での市場調査が有効です。
　新学部設置は、自学がめざす将来像と込めた意思、社会課
題への姿勢を示すよい機会です。特に文系の大学にとっては、
文理横断・文理融合教育実現の契機にもなりえます。計画的で
戦略的な将来構想の推進に、国の補助金事業の活用は一考の
価値があるでしょう。

嶋 はる美

（株）進研アド
マーケティングリサーチ部 部長

しまはるみ●（株）進研アド入社以
来、調査・データ分析を担当。マーケ
ティングリサーチを通した高等教育機
関の課題抽出・解決支援に携わる。

（計画の対象となる組織において、
 ＡとＢのうち、それぞれ１つ以上を実施）

新設学科の３つのポリシー全てが、定員減を行う全て
の学科とそれぞれ異なるものであり、下記２つの項目
のうち、１つ以上を満たすもの

①新設学科の基幹教員の構成が、定員減を
行う全ての学科とそれぞれ３割以上異なる

②新設学科の授与する学位分野（複数分
野の場合は、その構成）が、定員減を行う全
ての学科とそれぞれ異なる

確かなエビデンスを基に、価値のある計画を

学生募集地域の設定の妥当性について、学校基本調査のデータ（出身高校の所在地県別入学者数）及び自学や他大学等の実績も用い
て、どの都道府県からどの程度の進学者が見込まれるか等を説明

＊文部科学省「学生の確保の見通し等を記載した書類（令和7年度開設対象）」を基に編集部にて作成

※　　　は大学について、　　　は学部再編等の計画についての要件
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人口減×設置認可申請の
厳格化と市場調査の課題
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＊１ 脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律（ＧＸ推進法。2023年５月成立）
＊２ https://gx-league.go.jp

＊総務省「デジタル・トランスフォーメーションによる
経済へのインパクトに関する調査研究報告書」（2021年）

＊パナソニックホールディングス株式会社 楠見雄規（グループCEO）「グループ戦略について」（2023年）

＊OECD.stat「New entrants by field」より内閣官房が作成（データは2019年時点）

＊３ サプライチェーン・マネジメントの略。商品の企画・製造から販売までの一連の流れを管理すること　　＊４ 技術規格に対して、自社の開発技術を提案し、採用してもらうための一連の活動
＊５ 技術力等、自社のシーズを生かして顧客の課題を解決する事業を設計すること　　＊６ 「パナソニックキャリアデザインプログラム」。大学版は、学部低学年対象に自己理解を支援する「キャリアスタート」、
学部高学年対象に仕事の疑似体験、デザイン志向を学ぶワークショップを行う「キャリアディスカバリー」などから成る

【図表1】大学学部入学者に占める理工系分野の入学者の割合 

【図表4】パナソニックグループ売上高構成比（目標）
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地球環境問題の解決

お客様一人ひとりの
生涯にわたる
健康・安全・快適

お客様一人ひとりの生涯にわたる
健康・安全・快適

地球環境
問題の解決

2022
年度

2030
年度

植田 宏

パナソニック
ホールディングス株式会社
技術部門 技術企画室
戦略企画部企画推進課
課長

小幡 寛斉

パナソニック オペレーショナル
エクセレンス株式会社
リクルート＆キャリアクリエイト
センター採用部
部長

ＤＸ・ＧＸは事業の中核であり
成し遂げなければいけない使命

ＤＸ・ＧＸで求められるのは
しっかりとした専門性と「越境体験」

企 業 に 聞 く！

　パナソニックグループ全体の人材採用を弊社で受け持っていま
す。新卒者として学部生、大学院生を例年８００～１０００人規模
で採用。うち半数以上が、理系の技術職です。
　選考では、主に経営理念への共感度合いと、学んできた技
術の高さ、それを説明する能力を見ています。ＤＸ・ＧＸを事業の
主軸に据えるからと言って、採用要件は原則、変わりません。
欲しいのはあくまで、何らかの技術分野で専門性を持つエンジニ
ア。機械、電子、情報、化学、材料といった各学問の専門性を、
入社後、いかにＤＸ・ＧＸに生かせるかが重要です。技術者の獲
得競争が激しい状況下、理系人材を増やす教育改革には期待
したいですが、ＤＸ学部、ＧＸ学科といった「くくり」そのものには、
あまり魅力を感じません。どんな学部・学科であろうと、まずはそ
の学問分野における専門性を持ち、社会の課題解決とのつなが
りをしっかり考えられる学生が増えることに期待します。
　ＤＸ・ＧＸそれぞれが、文系、理系という区分や、単独の技術
開発だけでは対応できないテーマです。そのため、新卒採用市

求めるのはＤＸ・ＧＸを専門的に学んだ人より
専門分野とＤＸ・ＧＸとの関わりを知る人

場全体を見渡しても、例えばシステムエンジニアリングやビジネス
デザイン＊５といった、文理を超えた「越境エリア」の素養を持っ
た人材へのニーズが高まっていると感じています。ただし、「越境
エリア」という学問領域があるわけではないので、学生には、自
身の学部・学科で専門性を磨きながら、それが社会とどうつなが
るのかを実感する体験を大学時代に積み上げてほしいですね。
　そのためにも、産業界と学校の垣根をもっと下げていきたい。
弊社でも、２０２２年度は、約２週間の職場実習型インターンシッ
プの受け入れ枠を前年の２倍にあたる約１０００人に拡大、２０２３
年度は１２００人以上に広げます。また、高校生、高専生、大
学生向けに提供するキャリア形成支援プログラム＊６を拡充した
り、小学生向けのスクラッチを使ったプログラミング講座を提供し
たりしています。そして、さらなる越境のために、複数の企業や
大学によるコンソーシアム型の取り組みも必要だと考えています。
　一方で、ＤＸ・ＧＸに対応するには、一定レベル以上のデータを
扱う力が必要不可欠になっています。最低でも、高校で学ぶレ
ベルの統計や情報の知識が十分に身に付いていることが求めら
れます。今後は、文理を問わず、どのような学部の教育であっても、
必須の基礎的なリテラシーになるのではないでしょうか。

　私の所属部署は、パナソニックグループ全体の技術戦略、人
材戦略（人材の配置や育成）を担っています。２０２２年、グルー
プＣＥＯ楠見雄規は、サステナビリティとウェルビーイングの追求
をパナソニックのめざす姿として発信しました。これらの実現には、
ＧＸ、ＤＸが欠かせません。ＧＸでは、地球環境問題の解決に向け、
くらしやＳＣＭ＊３、自動車等の幅広い領域で変革を起こすべく取
り組んでいます。ＤＸでは、労働力不足が顕在化する製造や物流
などの現場、オフィスや車内、列車内などの空間をスマート化す
るために、高度なセンシング、ＡＩ・データ分析、ソフトウェアなどの
技術で貢献しています。つまり、ＧＸとＤＸはパナソニックグループ
の事業方針を支える技術変革点なのです。
　特にＧＸ領域では“Panasonic GREEN IMPACT”として、
２０５０年までにＣＯ２の全世界排出量の約１％にあたる３億トン削
減をめざす発信を行いました。弊社は以前から、「再生可能エネ
ルギーデバイス」「エネルギー需給調整」「電化・省エネルギー」
の技術を継続的に強化しています【右図】。加えて、ＧＸリーグへ

強い技術を他社が真似できない事業に繋げる
研究をビジネスに昇華できる技術者が必要

の加盟のように、国や他社とも手を組み、社会のしくみを変える
活動にも参画しています。
　ＤＸとＧＸでは必要となる技術や事業は異なるものの、いずれも、
サプライチェーン全体や社会インフラ全体の最適化をめざす必要
があり、国や官公庁、自治体、関連する企業とのパートナー関
係や標準化活動＊４が不可欠です。そこでは、ビジネスセンスと
共に、協働力が求められます。
　大学では、技術開発に必要な専門知識や技能などを身に付
けさせる教育の重要性は変わらないと思います。そのうえで、産
学連携などの場を通じて、自分の研究がどうビジネスとつながる
のかを学ぶ機会を提供することが重要になるでしょう。

パナソニックグループにおけるＧＸの主な技術領域

１  再生可能エネルギー　  デバイス
太陽電池、蓄電池、燃料電池など、
主に材料技術が問われる領域

３  電化・省エネルギー パワーエレクトロニクスによる電力変換や
ヒートポンプ等熱制御の領域

蓄電池や分散型電源管理（DERMS）等
によるエネルギーマネジメントの領域２  エネルギー需給調整

日本       アメリカ       ドイツ

【図表2】企業がＤＸを進める際の課題
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＊経済産業省「GXリーグ基本構想」資料（2023年）より  

【図表3】ＧＸリーグ基本構想

官

生活者の意識／行動変化

企業の意識／行動変化

価値提供・市場創造 応援／購入

ＧＸ実践企業

ＧＸ推進金融 イノベーション
創出企業

意
識
変
革

供
給
基
盤
の
整
備

学

教
育
浸
透

技
術
革
新

産
業
界
の
Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
ニ
ー
ズ
は
？

人
材
不
足
解
消
の
た
め

国
を
挙
げ
た
育
成
が
進
む

取材・文／児山雄介　撮影／近藤織弓

　Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
人
材
の
育
成
は
、
教
育

と
い
う
文
脈
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
経
済

再
生
に
向
け
た
国
全
体
の
施
策
だ
。
政

府
は
人
へ
の
投
資
、Ｄ
Ｘ・Ｇ
Ｘ
へ
の
投

資
を
、「
新
し
い
資
本
主
義
」
実
現
に

向
け
た
重
要
政
策
と
位
置
付
け
、
例
え

ば
Ｇ
Ｘ
に
は
   ＊1

　
10
年
間
で
20
兆
円
規
模

の
Ｇ
Ｘ
経
済
再
建
移
行
債
の
発
行
を
決

め
て
い
る
。

　背
景
に
あ
る
の
は
、
圧
倒
的
な
人
材

不
足
だ
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
多
く
が

理
工
系
学
生
の
割
合
を
増
や
す
中
、
日

本
の
そ
の
割
合
は
低
い
ま
ま
だ
【
図
表

１
】。
入
試
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
理
系

人
気
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
こ

の
20
年
間
、
入
学
者
の
人
数
、
割
合
が

増
え
た
の
は
保
健
系
統
ぐ
ら
い
で
、
理

工
学
系
統
は
む
し
ろ
減
っ
て
い
る
。

　産
業
界
も
、
供
給
不
足
の
声
を
上
げ

る
。Ｄ
Ｘ
を
進
め
よ
う
と
す
る
企
業
に

と
っ
て
一
番
の
障
壁
は
人
材
不
足
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
と
比
べ
て
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
【
図
表
２
】。

　Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
「
Ｘ
」＝
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
は「
社
会
変
革
」

の
意
味
が
あ
る
。
各
企
業
の
個
別
の
活

動
だ
け
で
は
社
会
全
体
の
し
く
み
は
変

わ
ら
な
い
た
め
、
企
業
間
、
産
学
官
の

連
携
が
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

経
済
産
業
省
が
音
頭
を
取
る 

   ＊2

　
「
Ｇ
Ｘ

リ
ー
グ
」
は
、Ｇ
Ｘ
に
よ
り
持
続
的
な

成
長
実
現
を
め
ざ
す
企
業
群
と
官
・
学

と
の
協
働
の
場
だ
。
脱
炭
素
と
聞
い
て

一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
が
ち
な
製
造
業

だ
け
で
な
く
、金
融
業
、保
険
業
、教
育
、

学
習
支
援
業
な
ど
、
多
様
な
業
界
の
企

業
が
連
携
し
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全

体
の
変
革
を
め
ざ
す
【
図
表
３
】。

　企
業
に
と
っ
て
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
は
、
業

務
効
率
化
や
社
会
貢
献
を
目
的
に
片
手

間
で
行
う
も
の
で
は
な
く
、
人
口
減
が

進
む
中
で
生
き
残
る
た
め
の
事
業
領
域

で
も
あ
る
。
一
企
業
体
の
例
で
は
あ
る

が
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
で
は
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
売
上
高
の
主
力

と
す
る
未
来
像
に
、Ｇ
Ｘ
を
は
じ
め
と

す
る
地
球
環
境
問
題
の
解
決
を
掲
げ
た

【
図
表
４
】。

　Ｄ
Ｘ
、Ｇ
Ｘ
を
念
頭
に
置
い
た
大
学

の
教
育
改
革
に
対
し
て
、
企
業
の
期
待

は
高
い
。た
だ
し
、そ
れ
は「
Ｄ
Ｘ
学
部
、

Ｇ
Ｘ
学
部
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。
次
ペ
ー
ジ

で
は
企
業
の
考
え
を
、
事
業
面
、
人
材

採
用
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
聞
い
て
い
る
。

11 No.309 10No.309

＊１ 脱炭素成長型経済構造への円滑な移行の推進に関する法律（ＧＸ推進法。2023年５月成立）
＊２ https://gx-league.go.jp

＊総務省「デジタル・トランスフォーメーションによる
経済へのインパクトに関する調査研究報告書」（2021年）

＊パナソニックホールディングス株式会社 楠見雄規（グループCEO）「グループ戦略について」（2023年）

＊OECD.stat「New entrants by field」より内閣官房が作成（データは2019年時点）

＊３ サプライチェーン・マネジメントの略。商品の企画・製造から販売までの一連の流れを管理すること　　＊４ 技術規格に対して、自社の開発技術を提案し、採用してもらうための一連の活動
＊５ 技術力等、自社のシーズを生かして顧客の課題を解決する事業を設計すること　　＊６ 「パナソニックキャリアデザインプログラム」。大学版は、学部低学年対象に自己理解を支援する「キャリアスタート」、
学部高学年対象に仕事の疑似体験、デザイン志向を学ぶワークショップを行う「キャリアディスカバリー」などから成る

【図表1】大学学部入学者に占める理工系分野の入学者の割合 

【図表4】パナソニックグループ売上高構成比（目標）
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地球環境問題の解決

お客様一人ひとりの
生涯にわたる
健康・安全・快適

お客様一人ひとりの生涯にわたる
健康・安全・快適

地球環境
問題の解決

2022
年度

2030
年度

植田 宏

パナソニック
ホールディングス株式会社
技術部門 技術企画室
戦略企画部企画推進課
課長

小幡 寛斉

パナソニック オペレーショナル
エクセレンス株式会社
リクルート＆キャリアクリエイト
センター採用部
部長

ＤＸ・ＧＸは事業の中核であり
成し遂げなければいけない使命

ＤＸ・ＧＸで求められるのは
しっかりとした専門性と「越境体験」

企 業 に 聞 く！

　パナソニックグループ全体の人材採用を弊社で受け持っていま
す。新卒者として学部生、大学院生を例年８００～１０００人規模
で採用。うち半数以上が、理系の技術職です。
　選考では、主に経営理念への共感度合いと、学んできた技
術の高さ、それを説明する能力を見ています。ＤＸ・ＧＸを事業の
主軸に据えるからと言って、採用要件は原則、変わりません。
欲しいのはあくまで、何らかの技術分野で専門性を持つエンジニ
ア。機械、電子、情報、化学、材料といった各学問の専門性を、
入社後、いかにＤＸ・ＧＸに生かせるかが重要です。技術者の獲
得競争が激しい状況下、理系人材を増やす教育改革には期待
したいですが、ＤＸ学部、ＧＸ学科といった「くくり」そのものには、
あまり魅力を感じません。どんな学部・学科であろうと、まずはそ
の学問分野における専門性を持ち、社会の課題解決とのつなが
りをしっかり考えられる学生が増えることに期待します。
　ＤＸ・ＧＸそれぞれが、文系、理系という区分や、単独の技術
開発だけでは対応できないテーマです。そのため、新卒採用市

求めるのはＤＸ・ＧＸを専門的に学んだ人より
専門分野とＤＸ・ＧＸとの関わりを知る人

場全体を見渡しても、例えばシステムエンジニアリングやビジネス
デザイン＊５といった、文理を超えた「越境エリア」の素養を持っ
た人材へのニーズが高まっていると感じています。ただし、「越境
エリア」という学問領域があるわけではないので、学生には、自
身の学部・学科で専門性を磨きながら、それが社会とどうつなが
るのかを実感する体験を大学時代に積み上げてほしいですね。
　そのためにも、産業界と学校の垣根をもっと下げていきたい。
弊社でも、２０２２年度は、約２週間の職場実習型インターンシッ
プの受け入れ枠を前年の２倍にあたる約１０００人に拡大、２０２３
年度は１２００人以上に広げます。また、高校生、高専生、大
学生向けに提供するキャリア形成支援プログラム＊６を拡充した
り、小学生向けのスクラッチを使ったプログラミング講座を提供し
たりしています。そして、さらなる越境のために、複数の企業や
大学によるコンソーシアム型の取り組みも必要だと考えています。
　一方で、ＤＸ・ＧＸに対応するには、一定レベル以上のデータを
扱う力が必要不可欠になっています。最低でも、高校で学ぶレ
ベルの統計や情報の知識が十分に身に付いていることが求めら
れます。今後は、文理を問わず、どのような学部の教育であっても、
必須の基礎的なリテラシーになるのではないでしょうか。

　私の所属部署は、パナソニックグループ全体の技術戦略、人
材戦略（人材の配置や育成）を担っています。２０２２年、グルー
プＣＥＯ楠見雄規は、サステナビリティとウェルビーイングの追求
をパナソニックのめざす姿として発信しました。これらの実現には、
ＧＸ、ＤＸが欠かせません。ＧＸでは、地球環境問題の解決に向け、
くらしやＳＣＭ＊３、自動車等の幅広い領域で変革を起こすべく取
り組んでいます。ＤＸでは、労働力不足が顕在化する製造や物流
などの現場、オフィスや車内、列車内などの空間をスマート化す
るために、高度なセンシング、ＡＩ・データ分析、ソフトウェアなどの
技術で貢献しています。つまり、ＧＸとＤＸはパナソニックグループ
の事業方針を支える技術変革点なのです。
　特にＧＸ領域では“Panasonic GREEN IMPACT”として、
２０５０年までにＣＯ２の全世界排出量の約１％にあたる３億トン削
減をめざす発信を行いました。弊社は以前から、「再生可能エネ
ルギーデバイス」「エネルギー需給調整」「電化・省エネルギー」
の技術を継続的に強化しています【右図】。加えて、ＧＸリーグへ

強い技術を他社が真似できない事業に繋げる
研究をビジネスに昇華できる技術者が必要

の加盟のように、国や他社とも手を組み、社会のしくみを変える
活動にも参画しています。
　ＤＸとＧＸでは必要となる技術や事業は異なるものの、いずれも、
サプライチェーン全体や社会インフラ全体の最適化をめざす必要
があり、国や官公庁、自治体、関連する企業とのパートナー関
係や標準化活動＊４が不可欠です。そこでは、ビジネスセンスと
共に、協働力が求められます。
　大学では、技術開発に必要な専門知識や技能などを身に付
けさせる教育の重要性は変わらないと思います。そのうえで、産
学連携などの場を通じて、自分の研究がどうビジネスとつながる
のかを学ぶ機会を提供することが重要になるでしょう。

パナソニックグループにおけるＧＸの主な技術領域

１  再生可能エネルギー　  デバイス
太陽電池、蓄電池、燃料電池など、
主に材料技術が問われる領域

３  電化・省エネルギー パワーエレクトロニクスによる電力変換や
ヒートポンプ等熱制御の領域

蓄電池や分散型電源管理（DERMS）等
によるエネルギーマネジメントの領域２  エネルギー需給調整

日本       アメリカ       ドイツ

【図表2】企業がＤＸを進める際の課題
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0 10 20 30 40 50 60（%）

ICTなど技術的
な知識不足

既存システム
との関係性
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費用対効果
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26.9

25.8

23.8

27.2

30.8

27.6

21.4

26.0

31.7

31.2

18.4

22.1

21.7

＊経済産業省「GXリーグ基本構想」資料（2023年）より  

【図表3】ＧＸリーグ基本構想
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文／児山雄介

　「成
長
分
野
」
の
け
ん
引
に
不
可
欠

な
理
系
人
材
を
大
学
が
育
て
る
に
は
、

初
等
中
等
教
育
段
階
で
の
理
系
市
場
の

状
況
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
日

本
に
お
い
て
、
文
系
人
材
と
理
系
人
材

を
明
確
に
区
分
す
る
し
く
み
が
、
多
く

の
高
校
で
行
わ
れ
る
「
文
理
選
択
」
だ
。

10
年
前
の
調
査
で
は
、
お
よ
そ
３
校
に

２
校
が
文
理
選
択
を
実
施
。
理
系
選
択

者
の
割
合
は
32
％
で
【
図
表
１
】、
男

子
に
比
べ
、女
子
は
10
ポ
イ
ン
ト
低
い
。

文
理
選
択
は
、
大
学
志
願
者
割
合
の
高

い
高
校
ほ
ど
実
施
率
が
高
く
、
ま
た
、

理
系
選
択
者
の
割
合
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
【
図
表
２
】。
高
１
の
２
学
期

に
コ
ー
ス
を
選
択
【
図
表
３
】、
高
２

か
ら
ク
ラ
ス
を
コ
ー
ス
に
分
け
る
高
校

が
多
い
。

　そ
も
そ
も
、
子
ど
も
の
文
系
、
理
系

と
い
う
自
己
認
識
は
、
い
つ
頃
生
じ
る

の
だ
ろ
う
か
。
小
４
生
〜
高
３
生
の
文

系
・
理
系
の
意
識
を
調
べ
た
ベ
ネ
ッ
セ

の
調
査
に
よ
る
と
、
小
４
時
点
で
は

46
％
が
理
系
を
自
認
し
て
い
る
が
、
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
が
減

り
、
高
１
で
文
理
が
逆
転
。
以
降
、
文

系
の
割
合
が
増
し
て
い
く
。

　た
だ
し
、
こ
れ
を
男
女
に
分
け
て
み

る
と
、少
し
様
相
が
異
な
る【
図
表
４
】。

男
子
は
小
４
時
点
で
61
・
１
％
が
理
系

だ
と
自
認
し
て
い
る
も
の
の
、
高
３
に

な
る
と
47
・
２
％
ま
で
減
る
。
特
に
中

３
、
高
３
と
い
っ
た
受
験
期
の
減
り
幅

が
大
き
い
。
対
し
て
女
子
は
、
小
４
時

点
で
は
文
理
の
割
合
は
同
じ
で
そ
れ
ぞ

れ
３
割
だ
。
理
系
の
割
合
は
そ
の
後
も

大
き
く
は
変
わ
ら
ず
、
文
系
を
自
認
す

る
人
が
増
え
て
い
く
。
つ
ま
り
、
男
子

に
は
受
験
を
機
に
文
転
す
る
パ
タ
ー
ン

が
多
く
、
女
子
に
は
文
理
を
決
め
か
ね

て
い
た
人
が
徐
々
に
文
系
を
選
ぶ
パ

タ
ー
ン
が
多
い
と
推
察
で
き
る
。

　文
理
を
選
ぶ
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
、
教
科
を
「
好
き
」
と
感
じ
る
意

識
の
推
移
を
見
て
み
よ
う
【
図
表
５
】。

学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、全
教
科
で「
好

き
」
な
人
は
減
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る

が
、
理
科
は
最
も
顕
著
だ
。
特
に
女
子

は
小
４
時
の
80
・
８
％
か
ら
高
３
時
の

40
・
６
％
に
半
減
し
て
い
る
。
算
数
・

数
学
も
減
っ
て
は
い
る
が
、
減
少
割
合

は
社
会
と
同
程
度
だ
。
な
お
、
理
系
の

各
教
科
で
は
、「
好
き
」
と
感
じ
る
女

子
の
比
率
は
、
全
学
年
を
通
じ
て
男
子

の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
を
前
提
に
理
系
志
望
者
を
増

や
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
高
校
生
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

く
、
効
果
が
薄
そ
う
だ
。
小
中
学
生
、

特
に
女
子
の
意
識
を
変
え
る
取
り
組
み

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
理
系
の
学
部
・
学

科
が
増
え
て
も
、
受
験
生
は
増
え
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
の
掘
り
起
こ
し
は

高
校
以
前
か
ら
が
鍵
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＊大学志願の「○～×割」は、「○割以上×割未満」

＊【図表１～３】国立教育政策研究所「中学校・高等学校における理系進路選択に関する研究最終報告書」（2013年）

【図表1】66％の高校で文理選択実施～高校生の文系・理系の選択状況について【図表4】小４時点ですでに
理系女子は男子に比べ少ない
～「理系」「文系」と自認する
比率の推移（学年別・男女別）

【図表2】進学校ほど理系コース履修者は多い～大学志願者割合別高校生の学習コース

【図表5】理科好き女子は８年間で８割→４割に～学年別・教科別好きな割合推移

【図表3】文理選択時期は高１の２学期が最も多い～文系・理系のコース選択の時期
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＊質問紙では「『文系』とは国語や社会が得意
な人、『理系』とは算数／数学や理科が得意な
人を指します」と説明
＊東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総
合研究所「子どもの生活と学びに関する親子
調査2022」（2023年）   
  

＊数学は、小６までは「算数」。社会は、高校で
は「地理歴史・公民」。英語は、小４では「外国
語活動」、小５・６では「外国語」
＊東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総
合研究所「子どもの生活と学びに関する親子
調査2022」（2023年）

「はっきり理系」「どちらかといえば理系」の合計。文系も同様

「とても好き」「まあ好き」の合計。文系も同様
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文／児山雄介

　「成
長
分
野
」
の
け
ん
引
に
不
可
欠

な
理
系
人
材
を
大
学
が
育
て
る
に
は
、

初
等
中
等
教
育
段
階
で
の
理
系
市
場
の

状
況
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
日

本
に
お
い
て
、
文
系
人
材
と
理
系
人
材

を
明
確
に
区
分
す
る
し
く
み
が
、
多
く

の
高
校
で
行
わ
れ
る
「
文
理
選
択
」
だ
。

10
年
前
の
調
査
で
は
、
お
よ
そ
３
校
に

２
校
が
文
理
選
択
を
実
施
。
理
系
選
択

者
の
割
合
は
32
％
で
【
図
表
１
】、
男

子
に
比
べ
、女
子
は
10
ポ
イ
ン
ト
低
い
。

文
理
選
択
は
、
大
学
志
願
者
割
合
の
高

い
高
校
ほ
ど
実
施
率
が
高
く
、
ま
た
、

理
系
選
択
者
の
割
合
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
【
図
表
２
】。
高
１
の
２
学
期

に
コ
ー
ス
を
選
択
【
図
表
３
】、
高
２

か
ら
ク
ラ
ス
を
コ
ー
ス
に
分
け
る
高
校

が
多
い
。

　そ
も
そ
も
、
子
ど
も
の
文
系
、
理
系

と
い
う
自
己
認
識
は
、
い
つ
頃
生
じ
る

の
だ
ろ
う
か
。
小
４
生
〜
高
３
生
の
文

系
・
理
系
の
意
識
を
調
べ
た
ベ
ネ
ッ
セ

の
調
査
に
よ
る
と
、
小
４
時
点
で
は

46
％
が
理
系
を
自
認
し
て
い
る
が
、
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
そ
の
割
合
が
減

り
、
高
１
で
文
理
が
逆
転
。
以
降
、
文

系
の
割
合
が
増
し
て
い
く
。

　た
だ
し
、
こ
れ
を
男
女
に
分
け
て
み

る
と
、少
し
様
相
が
異
な
る【
図
表
４
】。

男
子
は
小
４
時
点
で
61
・
１
％
が
理
系

だ
と
自
認
し
て
い
る
も
の
の
、
高
３
に

な
る
と
47
・
２
％
ま
で
減
る
。
特
に
中

３
、
高
３
と
い
っ
た
受
験
期
の
減
り
幅

が
大
き
い
。
対
し
て
女
子
は
、
小
４
時

点
で
は
文
理
の
割
合
は
同
じ
で
そ
れ
ぞ

れ
３
割
だ
。
理
系
の
割
合
は
そ
の
後
も

大
き
く
は
変
わ
ら
ず
、
文
系
を
自
認
す

る
人
が
増
え
て
い
く
。
つ
ま
り
、
男
子

に
は
受
験
を
機
に
文
転
す
る
パ
タ
ー
ン

が
多
く
、
女
子
に
は
文
理
を
決
め
か
ね

て
い
た
人
が
徐
々
に
文
系
を
選
ぶ
パ

タ
ー
ン
が
多
い
と
推
察
で
き
る
。

　文
理
を
選
ぶ
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
、
教
科
を
「
好
き
」
と
感
じ
る
意

識
の
推
移
を
見
て
み
よ
う
【
図
表
５
】。

学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、全
教
科
で「
好

き
」
な
人
は
減
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る

が
、
理
科
は
最
も
顕
著
だ
。
特
に
女
子

は
小
４
時
の
80
・
８
％
か
ら
高
３
時
の

40
・
６
％
に
半
減
し
て
い
る
。
算
数
・

数
学
も
減
っ
て
は
い
る
が
、
減
少
割
合

は
社
会
と
同
程
度
だ
。
な
お
、
理
系
の

各
教
科
で
は
、「
好
き
」
と
感
じ
る
女

子
の
比
率
は
、
全
学
年
を
通
じ
て
男
子

の
そ
れ
を
下
回
っ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
を
前
提
に
理
系
志
望
者
を
増

や
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
高
校
生
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

く
、
効
果
が
薄
そ
う
だ
。
小
中
学
生
、

特
に
女
子
の
意
識
を
変
え
る
取
り
組
み

を
行
わ
な
け
れ
ば
、
理
系
の
学
部
・
学

科
が
増
え
て
も
、
受
験
生
は
増
え
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

市
場
の
掘
り
起
こ
し
は

高
校
以
前
か
ら
が
鍵
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＊大学志願の「○～×割」は、「○割以上×割未満」

＊【図表１～３】国立教育政策研究所「中学校・高等学校における理系進路選択に関する研究最終報告書」（2013年）

【図表1】66％の高校で文理選択実施～高校生の文系・理系の選択状況について【図表4】小４時点ですでに
理系女子は男子に比べ少ない
～「理系」「文系」と自認する
比率の推移（学年別・男女別）

【図表2】進学校ほど理系コース履修者は多い～大学志願者割合別高校生の学習コース

【図表5】理科好き女子は８年間で８割→４割に～学年別・教科別好きな割合推移

【図表3】文理選択時期は高１の２学期が最も多い～文系・理系のコース選択の時期
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理系教科

文系教科

＊質問紙では「『文系』とは国語や社会が得意
な人、『理系』とは算数／数学や理科が得意な
人を指します」と説明
＊東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総
合研究所「子どもの生活と学びに関する親子
調査2022」（2023年）   
  

＊数学は、小６までは「算数」。社会は、高校で
は「地理歴史・公民」。英語は、小４では「外国
語活動」、小５・６では「外国語」
＊東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総
合研究所「子どもの生活と学びに関する親子
調査2022」（2023年）

「はっきり理系」「どちらかといえば理系」の合計。文系も同様

「とても好き」「まあ好き」の合計。文系も同様
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文／児山雄介

　理
系
女
子
の
少
な
さ
は
、
見
方
を
変

え
れ
ば
、
理
系
人
材
を
増
や
す
余
地
が

女
子
市
場
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
本
年

８
月
発
表
の
、
文
科
省 

   ＊1

　
「
大
学
構
造
改

革
と
理
系
学
生
の
活
躍
促
進
に
関
す
る

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
の
検
討
結
果
で
も
、

「
理
工
系
学
部
に
お
け
る
女
子
学
生
割
合

の
向
上
」
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。

　市
場
開
拓
を
支
援
す
る
国
の
事
業
と

し
て
、
科
学
技
術
振
興
機
構
が
２
０
０

９
年
度
か
ら
取
り
組
む
「
女
子
中
高
生

の
理
系
進
路
選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
あ
る
【
図
表
１
】。
主
に
女
子
中
高

生
を
対
象
と
す
る
、
理
工
系
分
野
へ
の

興
味
を
高
め
る
企
画
を
公
募
。
各
年
度

５
〜
13
程
度
の
採
択
機
関
に
、
年
に
最

門
戸
が
広
が
る
今
後
に
向
け

母
集
団
の
育
成
が
必
要
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＊文部科学省「令和４年度学校基本統計」（2023年）

＊（国研）科学技術振興機構「『女子中高生の理系進路選択支援プログラム』令和５年度採択機関の決定について」（2023年）および各取り組みのWebサイトより抜粋、加工

＊各大学Webサイト等より編集部にてまとめ

【図表1】「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」主な採択事例（2023年度）

【図表2】大学（学部）の学生に占める女性の割合  

【図表3】開始年度順 主な理系学部の女子枠入試の例 

理
系
女
子
市
場
を
育
て
る
施
策

特集  教育改革と学生募集

八戸工業大学大学          女子比率                      女子枠入試　　　                          補足

［女子中高生、教員、保護者対象］「はたらく女性ロールモデル紹介」講演会
［女子中高生対象］実験体験・フィールドワーク実習、サマーキャンプ（理系
分野で働く女性ロールモデルとの直接交流を含む）
［中高教員、保護者対象］現地見学懇談会
ロールモデルの情報発信（Ｗｅｂサイト・冊子作成、県内女子中高生への周知）

［女子中学生対象］ものづくり体験教室、キャリア・ワークショップ
［女子高校生対象］研究室インターンシップ・講座受講、出前授業
［女子中高生対象］ロールモデルとなる地元企業の女性技術者との交流
［中学校教員対象］教員研修での座談会
［保護者対象］オープンキャンパスおよび学園祭での研究室訪問・講演会

［女子中高生対象］連続理科講座
食やファッションといった身近なトピックスを扱った理科実験講座。サイエン
スの楽しさに触れてもらう。
［女子中高生対象］進路と将来を展望するワークショップ
自分の「好き」を大切にすることの意味を考え、これからの社会での「幸せ」
について話し合う。

［女子中高生対象］女子大学生と語ろう／先輩研究者と語ろう！
［女子中高生対象］実験を体験してみよう！ サイエンス体験スクール
［女子中高生、保護者、中高教員対象］ラボ訪問  研究室を覗いてみよう！
［中高生対象］大学教員による出前授業
［保護者、教員対象］リケジョを育成するためのセミナー・懇談

［女子中学生対象］女子中学生のための先端科学ジュニアセミナー
［女子中学生対象］リケジョのガールズトーク
［女子中学生、保護者対象］クイズから考える身のまわりのモノ・セミナー
［女子中高生、保護者、教員対象］女子中高生のためのグローバル講演会
［保護者、教員対象］女子生徒の理系への進路選択支援を後押しするために

［女子中高生対象］理系分野の女性研究者や技術者などによる出前授業
［女子中高生、保護者、教員対象］県内の研究施設・企業の、見学・交流会
および講演会
［女子中学生対象］大学見学会、教員による講演、学生によるリレートーク
［保護者、教員対象］アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）に関する研修

［中高生、保護者対象］ラボ訪問、研究者・学生によるキャリアトーク
［小中高生、保護者対象］サイエンスカフェ（講演会、パネル展示）
［中高生、保護者対象］サマースクール（ワークショップ、女性研究者・技術
者の講話）
［小中高教員対象］“グローバル×サイエンス”教員向け研修会（ブルネイ・ダルサ
ラーム大学教員が、グローバルな視点で女子中高生の理系選択をレクチャー）

［中学生対象］出前講義（教員や学生による講義、女性企業人による講話）
［中高生、保護者、教員対象］女性技術者訪問バスツアー
［中高生、保護者対象］親子で楽しむ夏休み体験実験
［中高生、保護者、教員対象］生徒向けプログラミング教室、保護者・教員
向け統計データ解析体験
［中高生、保護者、教員対象］大学院生とのzoomオンライン懇談（随時実施）

大同大学 【総合型選抜】1993年度入試から、全学部全学科で、女子特別総合型
選抜入試を実施。募集人員は専門高校総合型と合わせて各学科２～６名

▶「女性専用ルーム」を設置するなどの工夫も。工
学部も含め、全学的に女子入学者が増加全体で14％

芝浦工業大学

【総合型選抜】2018年度入試から特に女子の少ない工学部の機械・電
気系４学科で「公募制推薦入学者選抜（女子）」を実施、2022年度入試
で工学部全９学科に拡大し、2023年度入試で全学に展開。2024年度
からは「理工系女子特別入学者選抜」に名称を変更。各学科・コース・系
で２～４名募集

▶2022年度入試から成績優秀な女子に入学金相
当の28万円を支給する奨学金制度を全学で導入
▶女子高校生向けサイト「SWiTCH」や、「学生広
報アンバサダー」がＳＮＳなどで積極的に理工系の
学びや研究の魅力を発信
▶女子校の連携校拡大、複数の女子校を対象に
サマー・インターンシップを開催など

全体で20％

宮崎大学 【学校推薦型選抜】2025年度入試から、工学部に新たに女子枠を設け、
14名募集（総定員数370名）

▶JST事業「女子中高生の理系進路選択支援プ
ログラム」で理系女子育成に取り組む

愛知工業大学 【学校推薦型選抜】1989年度入試から、女子学生推薦入試を実施。募
集人員は全学部（工、経営、情報科学）全学科で、各専攻２～６名全体で13％

▶併願可能。他専攻合格制を実施

工学部：13％

熊本大学
【学校推薦型選抜】2024年度新設の情報融合学環では、学校推薦型
選抜Ⅱ（大学入学共通テストを課す）で女子枠を設置。募集人員15名のう
ち、８名募集

▶本学環からの進路の１つと考えている半導体関
連企業を含む製造業における男女比が、男性70％、
女性30％である中、人材輩出を行う大学においても
教育を通じて、その構成比のバランスを図っていく

工学部：約20％
理学部：約27％

名古屋工業大学
【学校推薦型選抜】1994年度入試から機械工学科（現電気・機械工学
科）において女子特別選抜を実施。2024年度入試からは、電気・機械
工：15名（既設）に加え、新たに、物理工：５名、情報工：５名、社会工
（環境都市分野）：３名を各学科で募集

▶1994年、機械工学科（現電気・機械工学科）に
おいて２人だった女子入学者は、今では20人を超
えている

工学部：18％

富山大学
【学校推薦型選抜】2023年度入試から工学部工学科の女子学生の割
合が低い３コースについて、「女子特別推薦」を実施。
電気電子工学：３名、知能情報工学：５名、機械工学：２名（2024年度）

▶女子枠入試は高校から好評。３コースとも志願者・入
学者の女子比率増加。リーフレットの作成、理工系女
子学生を「スマート・ポリネーター」とした啓発活動実施機械工学：４％

知能情報工学：11％
スは電気電子工学：４％
工学部工学科の該当コー

北見工業大学

【総合型選抜（コース確定枠）】2024年度入試から、エネルギー総合工
学、環境防災工学、先端材料物質工学、機械知能・生体工学、情報デザ
イン・コミュニケーション工学、社会インフラ工学、バイオ食品工学、地域マ
ネジメント工学の8コースについて、各コース４名とし、うち2名は女子を対
象とする「女子特別枠」、うち2名は性別によらず出願できる「一般枠」とす
る。なお、女子特別枠の志願者は、一般枠との併願を可能とする

11％
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お茶の水女子大学

埼玉大学「理工系の豊かなイメージと多様な未来を！ 
彩の国・理工系進路選択エンカレッジプログラム」

東邦大学「みんなが輝く未来のサイエンス」

「地元茨城県北部で、技術者として働く誇りと喜びを
―工学を自身・他者・地域のために活用する女性の育成―」

茨城大学

「めざそう、はたらく理系女子」

大分大学 「女子中学生から女性開発者へのトランスフォーメーション
―科学に「ときめく」女性の持続的育成システム開発」

香川大学 「ダイバーシティ＆サイエンス理系選択応援プロジェクト」

「ぎふ理系女子はばたき応援プロジェクト」岐阜大学

「理系フロントランナー・シーズ
発掘・育成・強化プログラム」

0 20 40 60 80 100（％）

        女性 64.6

     36.2

   27.8

15.8

        45.5

        49.3

                73.2

           59.2

           60.2

男性 35.4

63.8           

72.2              

84.2                  

54.5        

50.7        

26.8 

40.8     

39.8     

＊１ 「進学者のニーズや人材需要に対応するための大学構造改革と理系学生の活躍促進に関するタスクフォース」
＊２ 「理工チャレンジ（リコチャレ）」内閣府男女共同参画局、文部科学省、一般社団法人日本経済団体連合会（経団連）。https://www.gender.go.jp/c-challenge/index.html
＊３ PISA（Programme for International Student Assessment）2018において、日本の高１生の科学的リテラシー平均得点はOECD加盟国37か国中
　  男子１位、女子３位。数学的リテラシー平均得点は男子１位、女子２位

神奈川大学
【総合型選抜】2011年度入試から工学部電気電子情報工学科で公募制推薦
入試（女子特別推薦）を開始。2024年度入試では工学部全学科で実施。募集
人員は、機械工：５名、電気電子情報工：５名、経営工：３名、応用物理：３名

▶理工系学部が利用する「23号館実験棟」は女
性に配慮して、トイレ内で白衣などに着替える更衣
室を完備している

理工系学部全体で16％

東京理科大学

【総合型選抜】2024年度入試から、３学部16学科（工学部 建築、工業
化、電気工、情報工、機械工／創域理工学部 建築、先端化、電気電子情
報工、経営システム工、機械航空宇宙工、社会基盤工／先進工学部 電
子システム工、マテリアル創成工、生命システム工、物理工、機能デザイン
工）において総合型選抜（女子）を新設。各学科３名、合計48名

▶2006年から女子中高生に理工系の学問をより
身近なものに感じてもらい、理工系進学の手助けと
するため、理工系の職種に進んだ卒業生による講
演やさまざまな実験を体験できる講座を実施し、現
在では志願者に占める女子学生比率を19.4％か
ら23.6％（＋4.2％）、入学者に占める女子学生比
率を19.0％から25.0％（＋6.0％）まで向上させた

先進工学部：25％
（現創域理工学部）：21％
理工学部
工学部：20％

名古屋大学
【学校推薦型選抜】2023年度入試から工学部の２学科で女子枠を設定。
電気電子情報工：６名、エネルギー理工：３名

▶パンフレット「工学系から始まる私のキャリア―学
校推薦型選抜女子枠新設―」の作成や、エネル
ギー理工学科の女性教員の研究生活を動画で紹介

工学部：12％

東京工業大学

2024年度入試から2025年度入試にかけて、総合型・学校推薦型選抜
を大幅に拡大、「一般枠」と「女子枠」に区分し、女子枠で143名を募集。
【総合型選抜】理：15名、工：70名、物質理工：20名、情報理工：14
名、環境・社会理工：９名
【学校推薦型選抜】生命理工：15名

▶学院ごとに出願書類や面接で新たな評価軸を
追加

13％

▶11月出願・試験実施、12月上旬合格発表、合格
者には女性教員による入学前エンカレッジメントを実
施。女子推薦制度の浸透やオープンキャンパスで女
子学生やOGによる座談会（サマーカフェ）を開催す
るなどの施策により、一般選抜でも女子志願が増加

兵庫県立大学

【学校推薦型選抜】2016年度から工学部の３学科で女子学生特別推薦入
試を実施。電気電子情報工：５名、機械・材料工：５名、応用化学工：５名

工学部：15％

島根大学

【学校推薦型選抜】2023年度入試から材料エネルギー学部で、女性を対
象とした学校推薦型選抜Ⅱ（大学入学共通テストを課す）を実施。６名募集

▶大学入学共通テストによって理科及び数学の
高等学校段階で習得すべき基礎知識を十分に備
えているかを評価。面接によって、将来,女性研究
者や技術者等として理工系分野の発展に貢献し
たいという意欲及び適性について評価

材料エネルギー学部：26％ 人文科学

社会科学

理学

工学

農学

保健（医歯薬学等）

保健（看護学等）

教育

その他等

文／児山雄介
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＊文部科学省「令和４年度学校基本統計」（2023年）

＊（国研）科学技術振興機構「『女子中高生の理系進路選択支援プログラム』令和５年度採択機関の決定について」（2023年）および各取り組みのWebサイトより抜粋、加工

＊各大学Webサイト等より編集部にてまとめ

【図表1】「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」主な採択事例（2023年度）

【図表2】大学（学部）の学生に占める女性の割合  

【図表3】開始年度順 主な理系学部の女子枠入試の例 
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系
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市
場
を
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て
る
施
策

特集  教育改革と学生募集

八戸工業大学大学          女子比率                      女子枠入試　　　                          補足

［女子中高生、教員、保護者対象］「はたらく女性ロールモデル紹介」講演会
［女子中高生対象］実験体験・フィールドワーク実習、サマーキャンプ（理系
分野で働く女性ロールモデルとの直接交流を含む）
［中高教員、保護者対象］現地見学懇談会
ロールモデルの情報発信（Ｗｅｂサイト・冊子作成、県内女子中高生への周知）

［女子中学生対象］ものづくり体験教室、キャリア・ワークショップ
［女子高校生対象］研究室インターンシップ・講座受講、出前授業
［女子中高生対象］ロールモデルとなる地元企業の女性技術者との交流
［中学校教員対象］教員研修での座談会
［保護者対象］オープンキャンパスおよび学園祭での研究室訪問・講演会

［女子中高生対象］連続理科講座
食やファッションといった身近なトピックスを扱った理科実験講座。サイエン
スの楽しさに触れてもらう。
［女子中高生対象］進路と将来を展望するワークショップ
自分の「好き」を大切にすることの意味を考え、これからの社会での「幸せ」
について話し合う。

［女子中高生対象］女子大学生と語ろう／先輩研究者と語ろう！
［女子中高生対象］実験を体験してみよう！ サイエンス体験スクール
［女子中高生、保護者、中高教員対象］ラボ訪問  研究室を覗いてみよう！
［中高生対象］大学教員による出前授業
［保護者、教員対象］リケジョを育成するためのセミナー・懇談

［女子中学生対象］女子中学生のための先端科学ジュニアセミナー
［女子中学生対象］リケジョのガールズトーク
［女子中学生、保護者対象］クイズから考える身のまわりのモノ・セミナー
［女子中高生、保護者、教員対象］女子中高生のためのグローバル講演会
［保護者、教員対象］女子生徒の理系への進路選択支援を後押しするために

［女子中高生対象］理系分野の女性研究者や技術者などによる出前授業
［女子中高生、保護者、教員対象］県内の研究施設・企業の、見学・交流会
および講演会
［女子中学生対象］大学見学会、教員による講演、学生によるリレートーク
［保護者、教員対象］アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）に関する研修

［中高生、保護者対象］ラボ訪問、研究者・学生によるキャリアトーク
［小中高生、保護者対象］サイエンスカフェ（講演会、パネル展示）
［中高生、保護者対象］サマースクール（ワークショップ、女性研究者・技術
者の講話）
［小中高教員対象］“グローバル×サイエンス”教員向け研修会（ブルネイ・ダルサ
ラーム大学教員が、グローバルな視点で女子中高生の理系選択をレクチャー）

［中学生対象］出前講義（教員や学生による講義、女性企業人による講話）
［中高生、保護者、教員対象］女性技術者訪問バスツアー
［中高生、保護者対象］親子で楽しむ夏休み体験実験
［中高生、保護者、教員対象］生徒向けプログラミング教室、保護者・教員
向け統計データ解析体験
［中高生、保護者、教員対象］大学院生とのzoomオンライン懇談（随時実施）

大同大学 【総合型選抜】1993年度入試から、全学部全学科で、女子特別総合型
選抜入試を実施。募集人員は専門高校総合型と合わせて各学科２～６名

▶「女性専用ルーム」を設置するなどの工夫も。工
学部も含め、全学的に女子入学者が増加全体で14％

芝浦工業大学

【総合型選抜】2018年度入試から特に女子の少ない工学部の機械・電
気系４学科で「公募制推薦入学者選抜（女子）」を実施、2022年度入試
で工学部全９学科に拡大し、2023年度入試で全学に展開。2024年度
からは「理工系女子特別入学者選抜」に名称を変更。各学科・コース・系
で２～４名募集

▶2022年度入試から成績優秀な女子に入学金相
当の28万円を支給する奨学金制度を全学で導入
▶女子高校生向けサイト「SWiTCH」や、「学生広
報アンバサダー」がＳＮＳなどで積極的に理工系の
学びや研究の魅力を発信
▶女子校の連携校拡大、複数の女子校を対象に
サマー・インターンシップを開催など

全体で20％

宮崎大学 【学校推薦型選抜】2025年度入試から、工学部に新たに女子枠を設け、
14名募集（総定員数370名）

▶JST事業「女子中高生の理系進路選択支援プ
ログラム」で理系女子育成に取り組む

愛知工業大学 【学校推薦型選抜】1989年度入試から、女子学生推薦入試を実施。募
集人員は全学部（工、経営、情報科）全学科で、各専攻２～６名全体で13％

▶併願可能。他専攻合格制を実施

工学部：13％

熊本大学
【学校推薦型選抜】2024年度新設の情報融合学環では、学校推薦型
選抜Ⅱ（大学入学共通テストを課す）で女子枠を設置。募集人員15名のう
ち、８名募集

▶本学環からの進路の１つと考えている半導体関
連企業を含む製造業における男女比が、男性70％、
女性30％である中、人材輩出を行う大学においても
教育を通じて、その構成比のバランスを図っていく

工学部：約20％
理学部：約27％

名古屋工業大学
【学校推薦型選抜】1994年度入試から機械工学科（現電気・機械工学
科）において女子特別選抜を実施。2024年度入試からは、電気・機械
工：15名（既設）に加え、新たに、物理工：５名、情報工：５名、社会工
（環境都市分野）：３名を各学科で募集

▶1994年、機械工学科（現電気・機械工学科）に
おいて２人だった女子入学者は、今では20人を超
えている

工学部：18％

富山大学
【学校推薦型選抜】2023年度入試から工学部工学科の女子学生の割
合が低い３コースについて、「女子特別推薦」を実施。
電気電子工学：３名、知能情報工学：５名、機械工学：２名（2024年度）

▶女子枠入試は高校から好評。３コースとも志願者・入
学者の女子比率増加。リーフレットの作成、理工系女
子学生を「スマート・ポリネーター」とした啓発活動実施機械工学：４％

知能情報工学：11％
スは電気電子工学：４％
工学部工学科の該当コー

北見工業大学

【総合型選抜（コース確定枠）】2024年度入試から、エネルギー総合工
学、環境防災工学、先端材料物質工学、機械知能・生体工学、情報デザ
イン・コミュニケーション工学、社会インフラ工学、バイオ食品工学、地域マ
ネジメント工学の8コースについて、各コース４名とし、うち2名は女子を対
象とする「女子特別枠」、うち2名は性別によらず出願できる「一般枠」とす
る。なお、女子特別枠の志願者は、一般枠との併願を可能とする

11％

大
６
０
０
万
円
を
２
年
間
支
援
す
る
。

大
学
や
企
業
で
の
体
験
学
習
、
女
性
研

究
者
や
企
業
人
に
よ
る
講
話
が
採
択
事

例
に
並
ぶ
中
、
他
国
の
理
系
選
択
事
情

を
教
員
に
紹
介
す
る
香
川
大
学
、
保
護

者
や
教
員
の
バ
イ
ア
ス
を
取
り
除
こ
う

と
す
る
岐
阜
大
学
、
保
護
者
向
け
に

デ
ー
タ
解
析
体
験
を
提
供
す
る
大
分
大

学
の
取
り
組
み
は
、
大
人
の
側
に
存
在

す
る
「
理
工
系
は
男
子
の
学
問
」
と
い

う
固
定
観
念
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る

点
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
ま
た
、
内
閣
府
等

も
、    ＊2

　
理
工
系
の
す
そ
野
を
広
げ
る
取

り
組
み
を
特
設
サ
イ
ト
で
発
信
中
だ
。

　し
か
し
、
理
工
分
野
に
お
け
る
女
子

の
割
合
は
依
然
、
低
い
【
図
表
２
】。Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の 

   ＊3

　
学
習
到
達
度
調
査
で
は
、

科
学
的
・
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
は
男
女

と
も
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
要

因
は
能
力
差
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　近
年
、
理
系
学
部
の
入
試
に
「
女
子

枠
」
を
設
け
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
【
図
表
３
】。
１
９
８
９
年
開
始
の

愛
知
工
業
大
学
を
皮
切
り
に
、
２
０
２

４
年
か
ら
始
め
る
東
京
工
業
大
学
は
、

２
年
か
け
て
１
４
３
名
も
の
募
集
枠
を

設
け
る
。
大
学
の
多
く
は
同
時
に
、
理

系
女
子
を
増
や
す
施
策
も
実
施
し
、

徐
々
に
女
子
比
率
を
上
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
地
道
に
続
け
、
社

会
で
活
躍
す
る
理
系
女
子
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
を
一
人
で
も
多
く
つ
く
り
、「
女

子
＝
文
系
」の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
た
い
。

お茶の水女子大学

埼玉大学「理工系の豊かなイメージと多様な未来を！ 
彩の国・理工系進路選択エンカレッジプログラム」

東邦大学「みんなが輝く未来のサイエンス」

「地元茨城県北部で、技術者として働く誇りと喜びを
―工学を自身・他者・地域のために活用する女性の育成―」

茨城大学

「めざそう、はたらく理系女子」

大分大学 「女子中学生から女性開発者へのトランスフォーメーション
―科学に「ときめく」女性の持続的育成システム開発」

香川大学 「ダイバーシティ＆サイエンス理系選択応援プロジェクト」

「ぎふ理系女子はばたき応援プロジェクト」岐阜大学

「理系フロントランナー・シーズ
発掘・育成・強化プログラム」

0 20 40 60 80 100（％）

        女性 64.6

     36.2

   27.8

15.8

        45.5

        49.3

                73.2

           59.2

           60.2

男性 35.4

63.8           

72.2              

84.2                  

54.5        

50.7        

26.8 

40.8     

39.8     

＊１ 「進学者のニーズや人材需要に対応するための大学構造改革と理系学生の活躍促進に関するタスクフォース」
＊２ 「理工チャレンジ（リコチャレ）」内閣府男女共同参画局、文部科学省、一般社団法人日本経済団体連合会（経団連）。https://www.gender.go.jp/c-challenge/index.html
＊３ PISA（Programme for International Student Assessment）2018において、日本の高１生の科学的リテラシー平均得点はOECD加盟国37か国中
　  男子１位、女子３位。数学的リテラシー平均得点は男子１位、女子２位

神奈川大学
【総合型選抜】2011年度入試から工学部電気電子情報工学科で公募制推薦
入試（女子特別推薦）を開始。2024年度入試では工学部全学科で実施。募集
人員は、機械工：５名、電気電子情報工：５名、経営工：３名、応用物理：３名

▶理工系学部が利用する「23号館実験棟」は女
性に配慮して、トイレ内で白衣などに着替える更衣
室を完備している

理工系学部全体で16％

東京理科大学

【総合型選抜】2024年度入試から、３学部16学科（工学部 建築、工業
化、電気工、情報工、機械工／創域理工学部 建築、先端化、電気電子情
報工、経営システム工、機械航空宇宙工、社会基盤工／先進工学部 電
子システム工、マテリアル創成工、生命システム工、物理工、機能デザイン
工）において総合型選抜（女子）を新設。各学科３名、合計48名

▶2006年から女子中高生に理工系の学問をより
身近なものに感じてもらい、理工系進学の手助けと
するため、理工系の職種に進んだ卒業生による講
演やさまざまな実験を体験できる講座を実施し、現
在では志願者に占める女子学生比率を19.4％か
ら23.6％（＋4.2％）、入学者に占める女子学生比
率を19.0％から25.0％（＋6.0％）まで向上させた

先進工学部：25％
（現創域理工学部）：21％
理工学部
工学部：20％

名古屋大学
【学校推薦型選抜】2023年度入試から工学部の２学科で女子枠を設定。
電気電子情報工：６名、エネルギー理工：３名

▶パンフレット「工学系から始まる私のキャリア―学
校推薦型選抜女子枠新設―」の作成や、エネル
ギー理工学科の女性教員の研究生活を動画で紹介

工学部：12％

東京工業大学

2024年度入試から2025年度入試にかけて、総合型・学校推薦型選抜
を大幅に拡大、「一般枠」と「女子枠」に区分し、女子枠で143名を募集。
【総合型選抜】理：15名、工：70名、物質理工：20名、情報理工：14
名、環境・社会理工：９名
【学校推薦型選抜】生命理工：15名

▶学院ごとに出願書類や面接で新たな評価軸を
追加

13％

▶11月出願・試験実施、12月上旬合格発表、合格
者には女性教員による入学前エンカレッジメントを実
施。女子推薦制度の浸透やオープンキャンパスで女
子学生やOGによる座談会（サマーカフェ）を開催す
るなどの施策により、一般選抜でも女子志願が増加

兵庫県立大学

【学校推薦型選抜】2016年度から工学部の３学科で女子学生特別推薦入
試を実施。電気電子情報工：５名、機械・材料工：５名、応用化学工：５名

工学部：15％

島根大学

【学校推薦型選抜】2023年度入試から材料エネルギー学部で、女性を対
象とした学校推薦型選抜Ⅱ（大学入学共通テストを課す）を実施。６名募集

▶大学入学共通テストによって理科及び数学の
高等学校段階で習得すべき基礎知識を十分に備
えているかを評価。面接によって、将来,女性研究
者や技術者等として理工系分野の発展に貢献し
たいという意欲及び適性について評価

材料エネルギー学部：26％



特集  教育改革と学生募集

17 No.309 16　No.309

文理横断・文理融合教育の方法論

　２
０
１
8
年
の「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
答
申
」
で
は
、
予
測
不
可
能
な
時
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生
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る
人
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ら
れ
、
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の
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め
の
教
育
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転
換
が
示
さ
れ
た
。

し
か
し
、
中
教
審
が
２
０
２
３
年
２
月

に
示
し
た
「
学
修
者
本
位
の
大
学
教
育

の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
振
興
方
策
に

つ
い
て
」（
審
議
ま
と
め
）
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は
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意
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的
な
教
育
改
革
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取
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む
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善
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不
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な
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極
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し
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教
学
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改
善
・
改
革
に
係
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形
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表
層
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
」

と
の
指
摘
が
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さ
れ
た
。

　審
議
ま
と
め
で
は
「
主
専
攻
・
副
専

攻
制
の
活
用
等
を
含
む
文
理
横
断
・
文

理
融
合
教
育
の
推
進
」「『
出
口
に
お
け

る
質
保
証
』
の
充
実
・
強
化
」「
学
生

保
護
の
仕
組
み
の
整
備
」
が
論
点
と

な
っ
て
い
る
。
今
号
の
テ
ー
マ
に
関
連

が
深
い
文
理
横
断
・
文
理
融
合
教
育
の

推
進
に
対
し
て
は
、
組
織
の
改
組
や
融

合
領
域
の
創
設
を
は
じ
め
、
時
代
の
要

請
に
応
じ
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
機
動

的
な
実
施
、
学
内
リ
ソ
ー
ス
の
有
効
活

用
の
た
め
の
学
部
等
連
係
課
程
制
度
の

活
用
、
教
育
研
究
体
制
の
多
様
性
と
柔

軟
性
の
確
保
、
学
修
者
の
可
能
性
を
広

げ
る
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
有
効
だ
と
し
て
い
る
。
自
学
の
教

学
改
革
の
検
討
材
料
に
し
た
い
。

　Ｐ·
28
か
ら
の
大
学
事
例
に
加
え
、

次
ペ
ー
ジ
か
ら
６
大
学
の
教
育
改
革
例

を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
大
学
で
は
、

社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
人
材
育
成
を

目
的
に
、
教
育
を
見
直
し
て
い
る
。
茨

城
大
学
は
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る

人
材
育
成
を
め
ざ
し
、
３
学
部
が
連
係

し
て
新
た
な
学
環
を
新
設
す
る
。
京
都

産
業
大
学
は
正
課
で
起
業
家
を
育
成
す

る
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の

全
学
展
開
を
始
め
た
。
芝
浦
工
業
大
学

は
複
雑
化
す
る
課
題
の
解
決
の
た
め
分

野
横
断
的
に
学
べ
る
よ
う
、
学
科
制
か

ら
課
程
制
へ
と
移
行
す
る
。Ｄ
Ｐ
の
達

成
に
こ
だ
わ
り
、
共
通
科
目
の
充
実
・

体
系
化
を
図
っ
た
共
愛
学
園
前
橋
国
際

大
学
、
神
田
外
語
大
学
は
、
社
会
変
化

の
中
で
学
生
が
身
に
付
け
る
べ
き
力
を

基
に
、
３
ポ
リ
シ
ー
か
ら
見
直
し
た
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【図表1】教育改革と質保証を実質化するための方向性
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■例えば、
・「リベラルアーツ教育を中核に据えた学位プログラム」
・「課題解決力等の涵養に重点を置いた学位プログラム」
・「文理横断・文理融合的な学問分野に基づく学位プログラム」
・一般教育・共通教育における一部科目の必修化や副専
攻プログラムの開設等の取組  等

■一定の型にはまるものではなく、各大学が自らの「強み」
と「特色」を活かした質の高い教育を展開することを期待。

文理横断・文理融合教育の推進に向けた方向性
■「教学マネジメント指針」を積極的に活用し学生の時間
の有限性や学修意欲にも留意しながら、3つのポリシーに
基づく体系的・組織的な学修者本位の教育を展開し、自律
的な内部質保証の仕組みを機能させることが極めて重要。

■文理横断・文理融合教育の推進に当たり、学位プログ
ラムの機動的な実施、学部等連係課程制度の活用、教育
研究体制の多様性と柔軟性の確保、レイトスペシャライ
ゼーションの考え方に基づく取組等が有効。特に地方・小
規模大学等では大学等連携推進法人の組成等による人
的・物的リソースの共有化も有効。

■国においては優れた取組への支援、普及・展開に引き
続き取り組むことに加え、新たな基金を活用した機動的か
つ継続的な支援の実施が重要。

■体系化・構造化された教育課程の学生へのわかりやす
い提示、GPA活用やキャップ制等の実質化、授業科目の
精選・統合等の教学マネジメントの改善が重要。修得単
位数以外の卒業要件の規定等も考えられる。

■卒業論文・卒業研究やゼミナール教育の充実が有効。
その際、ゼミ等の学修目標や評価基準の明確化、低年次
からの系統的な教育課程、地域・企業との連携等、組織的
な取組が求められる。

■大学のミッションや学問分野は多様であり、ゼミ等が全
ての学位プログラムに適しているものではないが、DPに定
める資質・能力を総合的・客観的に評価する必修科目を
高年次に設けることは効果的。

■学生へのきめ細かな教育・支援を可能とする指導体制
の構築は重要だが、ST比を質保証における遵守すべき基
準として規定することについては課題も多く、更なる研究・
知見の蓄積を要する課題。ST比やクラスサイズ等も含め
た教育研究体制に係る積極的な情報公表が重要。

■大学に「出口における質保証」を求める産業界は、採用
選考活動で学修成果等を重視していることの発信、就職・
採用活動における学修への配慮、キャリア教育やゼミナー
ル教育等への積極的な貢献等が求められる。

■質保証における国際的な連携・相互承認の急拡大を踏
まえた対応も必要（海外の質保証機関等との連携等）。

キャンパス／茨城県水戸市、日立市、稲敷郡阿見町　教育方針／全学のディプロマ・ポリシー（学士課程）として、①世界の俯瞰的理解、②専門
分野の学力、③課題解決能力・コミュニケーション力、④社会人としての姿勢、⑤地域活性化志向の５つの茨城大学型基盤学力を掲げる。これらの要素
の達成度等について学生（各年次）・卒業生・企業等を対象とした調査を行い、その結果を日常的な教育改善に活かし、教育の質保証に努めている。
学部／人文社会科学、教育、理、工、農　大学院／人文社会科学、教育学、理工学、農学　学生数／8,022人

茨城大学

コーオプ教育が特徴の新学環で実践力ある人材を育成
　茨城大学は、2024年度に新たな学士課程「地域未来共創
学環」を設置し、「ビジネスとデータサイエンスを中心とした分野・
文理横断の学びを通じた地域課題の解決や新たな価値創出
に挑戦する実践的な人材」を養成する。
 最大の特徴は、茨城県内の20の自治体、35の企業等＊（卸売
業、小売業、製造業、金融業、情報通信業、サービス業など）と協
力した4年間にわたるコーオプ教育。国立大学では初の取り組み
だ。企業研究等を行う1年次の「プレコーオプ演習」、約2週間の
就労体験を行う2年次の「プレコーオプ実習」を経て、3年次の
「コーオプ実習Ⅰ」では、約3か月間、企業や自治体で給与を得な
がら働き、大学で学んだ知識・能力を実社会で活用する。学生の
希望と受け入れ先の条件が整えば、4年次に約2か月間、実践
力をより高めるための「コーオプ実習Ⅱ」を選択履修できる。
　また、既存学部の垣根を超えて幅広い教員・授業科目を活用
する学部等連係課程の制度を活用。人文社会科学部、工学
部、農学部の3学部が連係し、各学部の授業科目や専任教員
を活用してカリキュラムを編成する。学環の全学生は1・2年次
にビジネスとデータサイエンスの基礎を学び、2年次には「地域

ビジネスデザインプログラム」「地域創生データサイエンスプログ
ラム」のいずれかのプログラムを選んで専門性を深める。
　同大学は今後、新しい学環を軸に、企業・自治体等との連携を
強化し、多様なステークホルダーと価値を共創する大学の機能を
確立したい考えだ。

「共愛１２の力」が網羅的に育つカリキュラムへ
　共愛学園前橋国際大学はDP達成に向けた学修成果指標と
して「共愛12の力」を設定し、学修成果の可視化を進めてきた。
2023年度に始動した新カリキュラムでは、学部共通科目の各科
目群が12の力に対応。カリキュラムツリーに沿って学修を進め、
12の力を網羅した成長を実現することが狙いだ。
　カリキュラム改革の柱は、学部共通科目の充実・体系化だ。社
会で活躍する人材になるためには、どの専門分野も共通の学士と
して共通で求められる力がある。そこで、「鬼に金棒（全学生共通
の力＋専門性）」をコンセプトに、新カリキュラムを設計した。
　新しい学びは8つの科目群（右図）で構成される。学部共通科
目で特徴的なのは「グローカル科目」と、そこに含まれる「Glocal 
Seminar」、そして「MIDA＊科目」だ。グローカル科目には、海外で
学ぶグローバル領域と、地域でのPBLを中心としたローカル領域
があり、両領域からの単位修得を推奨している。同大学はこれまで
も学外での学びを推進してきたが、全学生が経験していたわけで
はなかった。新カリキュラムでは、グローカル科目に卒業要件として
8単位（Glocal Seminarで年間4単位）設定し、全員がオフキャン
パスでの学びを経験するよう設計した。

　Glocal Seminarは、データ分析と実地調査により地域課題の
設定と解決を図る必修演習だ。この演習では他コースの学生と
混合でクラスをつくり、協働した学びをめざす。MIDA科目は、数理
やICT、AIなどについて学ぶ全学必修科目。Society5.0における
課題解決を体現するために必要な数的処理能力、AIやデータを
活用して仕事に向かう素養を育てる。

キャンパス／群馬県前橋市　基本理念／共愛・共生の精神
学部／国際社会　学生数／1,229人共愛学園前橋国際大学

主専攻・副専攻制の活用等を含む
文理横断・文理融合教育の推進1 「出口における質保証」の

 充実・強化2 

１年次 ４年次３年次２年次

プレコーオプ演習 プレコーオプ実習 コーオプ実習Ⅰ コーオプ実習Ⅱ
無給 有給 有給

選択学外（企業、自治体）

学環基盤科目、基盤教育科目

プログラム共通科目

学内

多様な存在と共に生きていくための学び

国際社会でのコミュニケーション力をつける

社会で必要な計数能力を身につける

国内・国外で実践的に学ぶ

知識を活かして学ぶ４年間通した演習

自分の強みとなる専門性を身につける

自身の関心に基づいて学ぶ

学びと将来を結びつける

新カリキュラムの全体像

地域未来共創学環の４年間の学びイメージ

１年次構成 2年次 3年次 4年次

共愛コア科目

外国語科目

MIDA科目

グローカル科目

基礎演習 専門演習

コース専門科目

セルフデザイン科目

Glocal 
Seminar
（PBL）

キャリア科目 就職支援

（コミュニティデザイン、経済・環境・ガバナンス、スマート生産）

（地域ビジネスデザインプログラム、
 地域創生データサイエンスプログラム）

プログラムコア科目

課題探究科目

（経済・経営、データサイエンス）

＊Mathematics、Information and Communication Technology、Data Science、AIの頭文字 文／本間学
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文理横断・文理融合教育の方法論
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の構築は重要だが、ST比を質保証における遵守すべき基
準として規定することについては課題も多く、更なる研究・
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た教育研究体制に係る積極的な情報公表が重要。
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採用活動における学修への配慮、キャリア教育やゼミナー
ル教育等への積極的な貢献等が求められる。

■質保証における国際的な連携・相互承認の急拡大を踏
まえた対応も必要（海外の質保証機関等との連携等）。

キャンパス／茨城県水戸市、日立市、稲敷郡阿見町　教育方針／全学のディプロマ・ポリシー（学士課程）として、①世界の俯瞰的理解、②専門
分野の学力、③課題解決能力・コミュニケーション力、④社会人としての姿勢、⑤地域活性化志向の５つの茨城大学型基盤学力を掲げる。これらの要素
の達成度等について学生（各年次）・卒業生・企業等を対象とした調査を行い、その結果を日常的な教育改善に活かし、教育の質保証に努めている。
学部／人文社会科学、教育、理、工、農　大学院／人文社会科学、教育学、理工学、農学　学生数／8,022人

茨城大学

コーオプ教育が特徴の新学環で実践力ある人材を育成
　茨城大学は、2024年度に新たな学士課程「地域未来共創
学環」を設置し、「ビジネスとデータサイエンスを中心とした分野・
文理横断の学びを通じた地域課題の解決や新たな価値創出
に挑戦する実践的な人材」を養成する。
 最大の特徴は、茨城県内の20の自治体、35の企業等＊（卸売
業、小売業、製造業、金融業、情報通信業、サービス業など）と協
力した4年間にわたるコーオプ教育。国立大学では初の取り組み
だ。企業研究等を行う1年次の「プレコーオプ演習」、約2週間の
就労体験を行う2年次の「プレコーオプ実習」を経て、3年次の
「コーオプ実習Ⅰ」では、約3か月間、企業や自治体で給与を得な
がら働き、大学で学んだ知識・能力を実社会で活用する。学生の
希望と受け入れ先の条件が整えば、4年次に約2か月間、実践
力をより高めるための「コーオプ実習Ⅱ」を選択履修できる。
　また、既存学部の垣根を超えて幅広い教員・授業科目を活用
する学部等連係課程の制度を活用。人文社会科学部、工学
部、農学部の3学部が連係し、各学部の授業科目や専任教員
を活用してカリキュラムを編成する。学環の全学生は1・2年次
にビジネスとデータサイエンスの基礎を学び、2年次には「地域

ビジネスデザインプログラム」「地域創生データサイエンスプログ
ラム」のいずれかのプログラムを選んで専門性を深める。
　同大学は今後、新しい学環を軸に、企業・自治体等との連携を
強化し、多様なステークホルダーと価値を共創する大学の機能を
確立したい考えだ。

「共愛１２の力」が網羅的に育つカリキュラムへ
　共愛学園前橋国際大学はDP達成に向けた学修成果指標と
して「共愛12の力」を設定し、学修成果の可視化を進めてきた。
2023年度に始動した新カリキュラムでは、学部共通科目の各科
目群が12の力に対応。カリキュラムツリーに沿って学修を進め、
12の力を網羅した成長を実現することが狙いだ。
　カリキュラム改革の柱は、学部共通科目の充実・体系化だ。社
会で活躍する人材になるためには、どの専門分野も共通の学士と
して共通で求められる力がある。そこで、「鬼に金棒（全学生共通
の力＋専門性）」をコンセプトに、新カリキュラムを設計した。
　新しい学びは8つの科目群（右図）で構成される。学部共通科
目で特徴的なのは「グローカル科目」と、そこに含まれる「Glocal 
Seminar」、そして「MIDA＊科目」だ。グローカル科目には、海外で
学ぶグローバル領域と、地域でのPBLを中心としたローカル領域
があり、両領域からの単位修得を推奨している。同大学はこれまで
も学外での学びを推進してきたが、全学生が経験していたわけで
はなかった。新カリキュラムでは、グローカル科目に卒業要件として
8単位（Glocal Seminarで年間4単位）設定し、全員がオフキャン
パスでの学びを経験するよう設計した。

　Glocal Seminarは、データ分析と実地調査により地域課題の
設定と解決を図る必修演習だ。この演習では他コースの学生と
混合でクラスをつくり、協働した学びをめざす。MIDA科目は、数理
やICT、AIなどについて学ぶ全学必修科目。Society5.0における
課題解決を体現するために必要な数的処理能力、AIやデータを
活用して仕事に向かう素養を育てる。

キャンパス／群馬県前橋市　基本理念／共愛・共生の精神
学部／国際社会　学生数／1,229人共愛学園前橋国際大学

主専攻・副専攻制の活用等を含む
文理横断・文理融合教育の推進1 「出口における質保証」の

 充実・強化2 

１年次 ４年次３年次２年次

プレコーオプ演習 プレコーオプ実習 コーオプ実習Ⅰ コーオプ実習Ⅱ
無給 有給 有給

選択学外（企業、自治体）

学環基盤科目、基盤教育科目

プログラム共通科目

学内

多様な存在と共に生きていくための学び

国際社会でのコミュニケーション力をつける

社会で必要な計数能力を身につける

国内・国外で実践的に学ぶ

知識を活かして学ぶ４年間通した演習

自分の強みとなる専門性を身につける

自身の関心に基づいて学ぶ

学びと将来を結びつける

新カリキュラムの全体像

地域未来共創学環の４年間の学びイメージ

１年次構成 2年次 3年次 4年次

共愛コア科目

外国語科目

MIDA科目

グローカル科目

基礎演習 専門演習

コース専門科目

セルフデザイン科目

Glocal 
Seminar
（PBL）

キャリア科目 就職支援

（コミュニティデザイン、経済・環境・ガバナンス、スマート生産）

（地域ビジネスデザインプログラム、
 地域創生データサイエンスプログラム）

プログラムコア科目

課題探究科目

（経済・経営、データサイエンス）

＊Mathematics、Information and Communication Technology、Data Science、AIの頭文字
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キャンパス／京都府京都市　建学の精神／将来の社会を担って立つ人材の育成
学部／経済、経営、法、現代社会、国際関係、外国語、文化、理、情報理工、生命科学
大学院／経済学、マネジメント、法学、現代社会学、外国語学、理学、先端情報学、生命科学、経済学（通信教育課程）、
京都文化学（通信教育課程）　学生数／15,530人

京都産業大学

キャンパス／熊本県熊本市　教育理念／建学の精神「体・徳・智」の下、豊かな人間性と「いのちとくらし」に関する高度な専門性を有する
人材を育成し、人物および技能の両面を通して、「いのちとくらし」の各専門分野における革新と貢献をめざします。
学部／工、情報、生物生命、芸術、薬　大学院／工学、芸術、薬学　学生数／3,730人崇城大学

キャンパス／千葉県千葉市　建学理念／言葉は世界をつなぐ平和の礎
学部／外国語、グローバル・リベラルアーツ　大学院／言語科学　学生数／4,246人神田外語大学

キャンパス／東京都江東区、埼玉県さいたま市　建学の精神／社会に学び、社会に貢献する技術者の育成
学部／工、システム理工、デザイン工、建築　大学院／理工学　学生数／9,467人芝浦工業大学

＊Sojo Educational Innovation Project ＊各コースの専門科目をテーマでグルーピングしたもので、工学部全体で19の科目群がある

＊ 「Udemy Business」

文理融合の正課「アントレプレナー育成プログラム」を始動
　京都産業大学は、10学部の学生がワンキャンパスに集結す
る特徴を生かし、2023年度から「アントレプレナー育成プログラ
ム」を、文理融合の正課教育として始動させた。これは、社会のさ
まざまな面でパラダイムシフトが起きる中、建学の精神である「将
来の社会を担って立つ人材の育成」を具現化するものだ。
　プログラムの柱は３つある。１つ目の柱は、全学生が履修可能
な「アントレプレナーシップ科目」の設置だ。４つの講義、２つの
演習科目で構成され、全10学部29人の教員が、身近な課題か
らビジネスイシュー、AIや宇宙ビジネスなど、文理融合の学びを
提供する。２つ目の柱は「起業実践」。学生は学年や学部を超え
た仲間と共に演習科目に取り組み、起業に必要な考えやプロセ
スを修得する。この科目は起業指導の実績がある４人の教員が
担当する。３つ目の柱は「学び足し」だ。本プログラムで実践を
重ねる中で、知識・スキルの補充の必要性を学生が感じた場
合、関連する他学部の科目やデータサイエンス系の科目を履修
できる。加えて、目まぐるしく変化するビジネスのスピードに対応す
るために必要なスキルの習得には、オンライン講座＊を活用する
ことにした。

　起業家育成のための環境も整備。京都市内に構える学外拠
点「町家 学びテラス・西陣」に加え、キャンパス内に起業活動の
拠点となる施設を新たに設置した。起業支援の充実に向けて、
産業界や海外との連携も進めていく。また、ビジネスコンテスト
等を実施し、優れた計画には起業資金を提供するという。

中長期計画に基づき段階的に教育改革を推進中
　崇城大学は中長期計画に基づき、2019年より独自の教育
プログラム「SOJO教育刷新プログラム（SEIP＊-Ⅱ）」を推進し
ている。第1期（2019～2022年度）は、学生が日常的に学修
する習慣付けを促した。第2期（2023～2026年度）は、学生が
修得した知識・技能を活用し、発信できる力、主体的に社会に還
元できる力の育成を目標にしている。
　SEIP-Ⅱの具体的な施策は３つある。１つ目は「基礎教育と専
門教育の連動」だ。学生が1・2年次で学ぶ数理基礎科目と、
各学科の専門科目とをスムーズに接続できるよう、指導・学修支
援体制を整えた。２つ目は「SOJOプロジェクト教育の全学展
開」。学生は、将来の就職先となる産業界との接続を意識しな
がら、知識を活用した問題解決型のチーム学修に取り組む。３
つ目は「SOJOポートフォリオシステムの構築」だ。学生は入学
時の目標、1週間単位の活動と社会の動き、受講科目ごとの到
達度、学期ごとの学修・生活等の振り返り等を記録。「気づき→
努力→自信→意欲」のサイクルを回す習慣を身に付けさせて、
学修意欲の向上を図る。
　同大学の教員評価制度は、教員が教育活動調書の教育目

標の中に、大学の教育改革との関連を記載するしくみで、これ
によって各教員に改革の趣旨が浸透しやすくなっている。さら
に、2022年度に「教学マネジメントWG」を立ち上げ、DPを起
点とした教育の質の保証に向けて、アセスメントプランを策定し
ている。学修者を主体とする教育への転換を図るべく、SEIP-Ⅱ
をさらに発展的に展開していく考えだ。

３ポリシーを抜本的に見直し、教育課程を再編
　神田外語大学は、複雑化する国際社会の課題に対応できる人
材を育成するため、2023年度、外国語学部の３ポリシーを抜本的
に見直すとともに、カリキュラムを改編した。語学&αのダブルメ
ジャー制度と併せて、グローバル教養の全てを４年間で徹底して学
ぶ点が、新カリキュラムの大きなポイントだ。課題解決には世界中
の人との協働が必要なため、ＤＰにおいて地域言語の到達目標を
明示。英語の比率も上げ、英語24～45単位：地域言語30～34
単位とし、全専攻で英語を共通言語として深く学ぶ体制にした。
　導入科目・教養科目も拡充した。1年次からの共通基盤教育
に「アカデミック・ライティング」「クリティカル・リーディング」「デジ
タル・シチズンシップ」「数的思考法（データサイエンス初歩）」
「キャリアデザイン」の5領域を加え、４年間の学びを効果的に
機能させるための基礎を必修で学ぶ体系にした。2年次以降は
学科・専攻別に専門コース制を導入、語学力を効果的に生か
すための「プラスαとなるグローバル教養」を深掘りする。
　3年次からは「学科横断型のゼミ」を必修化。２年間かけて自
身の専門研究領域を確立する。
　同大学によると、改革を実現できたポイントは「学長、副学長、

学長補佐を中心とした責任体制の明確化と、作業に関わる組
織の構築」「具体的なゴール設定と、スケジュールの可視化」
「作業部会長を中心とした、教員と職員との密度の濃いコミュニ
ケーション」にあるという。今後は3ポリシーを起点にPDCAサイ
クルを機能させ、内部質保証のための検証を随時実施する。

分野横断型の教育をめざし、工学部を課程制へ
　芝浦工業大学工学部は、2024年に学科制から課程制に移
行する。従来の9学科を5課程9コースに再編し、分野横断型カリ
キュラムの導入と、研究を重視した実践的教育により、複数の分
野の知見を横断的に用いて問題解決ができる人材を育成する。
　従来の学科制では、卒業に必要な単位は原則、全て自学科
の科目から修得する必要があったが、課程制では「分野別科目
群＊」というしくみにより、他コースの専門科目からも一定数の単
位（12～30単位程度）が修得できるようになる。学生は自コー
スの専門性を身に付けながら、自らがめざす将来像に沿った柔
軟な科目選択が可能だ。また、研究室への所属時期を4年次か
ら3年次に変更した。2年間かけてじっくり卒業研究に取り組め
るのに加え、研究と授業の並行により、研究テーマに合わせた
履修科目の選択や、授業で学んだ内容をすぐに研究に生かすこ
とができるようになる。
　新たな学びのシステムは、理想を追い求めるあまり机上の空
論で終わらないよう、従来の工学教育分野と現実社会の産業
形態とのバランスを考慮しながら設計された。
　高校生に対して課程制移行の周知を図るため、専用サイトを

立ち上げた。動画コンテンツを充実させ、学生と協働したSNSで
の発信も行う。柔軟な組織変更に対応しやすい課程制の特徴
を生かし、今後も、社会の変化に合わせた継続的な教育改革を
推進していくという。

1年

2年

3年

4年

124単位 大学院へ124単位

12～30
単位程度

自身の
コース

自
身
の
学
科 卒業研究導入科目

卒業研究
卒業研究

分野横断導入科目

工学部の新しい学び

［ステップ１］気づきと仲間を得る
　　　　　　 ▼
［ステップ2］アイデアを具体化する
　　　　　　 ▼
［ステップ3］行動で形にする

・アントレプレナーシップ演習A
・アントレプレナーシップ演習B

・関連する他学部の科目、データ
サイエンス科目で起業に必要な
視点や知識を足す

基礎（１年次） 講義４科目

応用（２年次以上） 演習２科目

アントレプレナーシップ科目 起業実践（演習科目履修）

学び足し（個別最適な知識・スキルの獲得）

課程制移行後の学びの流れ

項目立てした新ディプロマ・ポリシーアントレプレナー育成プログラムの３つの柱

SEIP-Ⅱ教育カリキュラムの特徴

知識・技能の修得
／定着型学修

（個人的スキル養成）

知識・技能の活用
PBL型主体的学修
（組織的スキル養成）

知識・技能の修得
／定着型学修

（個人的スキル養成）

専門性重視 専門性×主体性＆社会性

４年次

3年次

2年次

1年次

4年次

3年次

2年次

1年次

4年次

3年次

2年次

1年次

従来の教育カリキュラム 新しいSEIP-Ⅱ教育カリキュラム

基礎（教養）

専門

××
基礎

（教養
）

専門基礎（教養）＋専門

従来の工学部

分
野
別
科
目
群

演習科目

卒業研究

【DP1】

【DP2】

【DP3】
【DP7】

【DP4】
【DP5】
【DP6】

より良い人生とより善き社会の実現に向けて、生涯
学び続けることができる能力と、多様な学問領域に
わたる幅広い教養

高度な言語運用能力

専攻言語及び同言語圏の様々な事柄に関する知識と理解
異なる文化や価値観、社会の多様性を理解し尊重する姿勢

多文化共生社会に求められるコミュニケーション能力
論理的かつ批判的な思考力
社会的な課題の発見と解決に貢献する力

基盤教育科目

科目群新ディプロマ・ポリシー

教養科目
選択外国語

英語

地域言語

学科・専攻
指定

他

演
習
科
目 

卒
業
研
究

研
究
科
目

・アントレプレナーシップと組織
・アントレプレナーシップと社会問題
・アントレプレナーシップと戦略
・アントレプレナーシップとイノベーション

専攻言語の「読む・聞く・話す（やり取り/発表）・書く」
検定試験・ＣＥＦＥＲの到達目標を設定

外
国
語
科
目
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キャンパス／京都府京都市　建学の精神／将来の社会を担って立つ人材の育成
学部／経済、経営、法、現代社会、国際関係、外国語、文化、理、情報理工、生命科学
大学院／経済学、マネジメント、法学、現代社会学、外国語学、理学、先端情報学、生命科学、経済学（通信教育課程）、
京都文化学（通信教育課程）　学生数／15,530人

京都産業大学

キャンパス／熊本県熊本市　教育理念／建学の精神「体・徳・智」の下、豊かな人間性と「いのちとくらし」に関する高度な専門性を有する
人材を育成し、人物および技能の両面を通して、「いのちとくらし」の各専門分野における革新と貢献をめざします。
学部／工、情報、生物生命、芸術、薬　大学院／工学、芸術、薬学　学生数／3,730人崇城大学

キャンパス／千葉県千葉市　建学理念／言葉は世界をつなぐ平和の礎
学部／外国語、グローバル・リベラルアーツ　大学院／言語科学　学生数／4,246人神田外語大学

キャンパス／東京都江東区、埼玉県さいたま市　建学の精神／社会に学び、社会に貢献する技術者の育成
学部／工、システム理工、デザイン工、建築　大学院／理工学　学生数／9,467人芝浦工業大学

＊Sojo Educational Innovation Project ＊各コースの専門科目をテーマでグルーピングしたもので、工学部全体で19の科目群がある

＊ 「Udemy Business」

文理融合の正課「アントレプレナー育成プログラム」を始動
　京都産業大学は、10学部の学生がワンキャンパスに集結す
る特徴を生かし、2023年度から「アントレプレナー育成プログラ
ム」を、文理融合の正課教育として始動させた。これは、社会のさ
まざまな面でパラダイムシフトが起きる中、建学の精神である「将
来の社会を担って立つ人材の育成」を具現化するものだ。
　プログラムの柱は３つある。１つ目の柱は、全学生が履修可能
な「アントレプレナーシップ科目」の設置だ。４つの講義、２つの
演習科目で構成され、全10学部29人の教員が、身近な課題か
らビジネスイシュー、AIや宇宙ビジネスなど、文理融合の学びを
提供する。２つ目の柱は「起業実践」。学生は学年や学部を超え
た仲間と共に演習科目に取り組み、起業に必要な考えやプロセ
スを修得する。この科目は起業指導の実績がある４人の教員が
担当する。３つ目の柱は「学び足し」だ。本プログラムで実践を
重ねる中で、知識・スキルの補充の必要性を学生が感じた場
合、関連する他学部の科目やデータサイエンス系の科目を履修
できる。加えて、目まぐるしく変化するビジネスのスピードに対応す
るために必要なスキルの習得には、オンライン講座＊を活用する
ことにした。

　起業家育成のための環境も整備。京都市内に構える学外拠
点「町家 学びテラス・西陣」に加え、キャンパス内に起業活動の
拠点となる施設を新たに設置した。起業支援の充実に向けて、
産業界や海外との連携も進めていく。また、ビジネスコンテスト
等を実施し、優れた計画には起業資金を提供するという。

中長期計画に基づき段階的に教育改革を推進中
　崇城大学は中長期計画に基づき、2019年より独自の教育
プログラム「SOJO教育刷新プログラム（SEIP＊-Ⅱ）」を推進し
ている。第1期（2019～2022年度）は、学生が日常的に学修
する習慣付けを促した。第2期（2023～2026年度）は、学生が
修得した知識・技能を活用し、発信できる力、主体的に社会に還
元できる力の育成を目標にしている。
　SEIP-Ⅱの具体的な施策は３つある。１つ目は「基礎教育と専
門教育の連動」だ。学生が1・2年次で学ぶ数理基礎科目と、
各学科の専門科目とをスムーズに接続できるよう、指導・学修支
援体制を整えた。２つ目は「SOJOプロジェクト教育の全学展
開」。学生は、将来の就職先となる産業界との接続を意識しな
がら、知識を活用した問題解決型のチーム学修に取り組む。３
つ目は「SOJOポートフォリオシステムの構築」だ。学生は入学
時の目標、1週間単位の活動と社会の動き、受講科目ごとの到
達度、学期ごとの学修・生活等の振り返り等を記録。「気づき→
努力→自信→意欲」のサイクルを回す習慣を身に付けさせて、
学修意欲の向上を図る。
　同大学の教員評価制度は、教員が教育活動調書の教育目

標の中に、大学の教育改革との関連を記載するしくみで、これ
によって各教員に改革の趣旨が浸透しやすくなっている。さら
に、2022年度に「教学マネジメントWG」を立ち上げ、DPを起
点とした教育の質の保証に向けて、アセスメントプランを策定し
ている。学修者を主体とする教育への転換を図るべく、SEIP-Ⅱ
をさらに発展的に展開していく考えだ。

３ポリシーを抜本的に見直し、教育課程を再編
　神田外語大学は、複雑化する国際社会の課題に対応できる人
材を育成するため、2023年度、外国語学部の３ポリシーを抜本的
に見直すとともに、カリキュラムを改編した。語学&αのダブルメ
ジャー制度と併せて、グローバル教養の全てを４年間で徹底して学
ぶ点が、新カリキュラムの大きなポイントだ。課題解決には世界中
の人との協働が必要なため、ＤＰにおいて地域言語の到達目標を
明示。英語の比率も上げ、英語24～45単位：地域言語30～34
単位とし、全専攻で英語を共通言語として深く学ぶ体制にした。
　導入科目・教養科目も拡充した。1年次からの共通基盤教育
に「アカデミック・ライティング」「クリティカル・リーディング」「デジ
タル・シチズンシップ」「数的思考法（データサイエンス初歩）」
「キャリアデザイン」の5領域を加え、４年間の学びを効果的に
機能させるための基礎を必修で学ぶ体系にした。2年次以降は
学科・専攻別に専門コース制を導入、語学力を効果的に生か
すための「プラスαとなるグローバル教養」を深掘りする。
　3年次からは「学科横断型のゼミ」を必修化。２年間かけて自
身の専門研究領域を確立する。
　同大学によると、改革を実現できたポイントは「学長、副学長、

学長補佐を中心とした責任体制の明確化と、作業に関わる組
織の構築」「具体的なゴール設定と、スケジュールの可視化」
「作業部会長を中心とした、教員と職員との密度の濃いコミュニ
ケーション」にあるという。今後は3ポリシーを起点にPDCAサイ
クルを機能させ、内部質保証のための検証を随時実施する。

分野横断型の教育をめざし、工学部を課程制へ
　芝浦工業大学工学部は、2024年に学科制から課程制に移
行する。従来の9学科を5課程9コースに再編し、分野横断型カリ
キュラムの導入と、研究を重視した実践的教育により、複数の分
野の知見を横断的に用いて問題解決ができる人材を育成する。
　従来の学科制では、卒業に必要な単位は原則、全て自学科
の科目から修得する必要があったが、課程制では「分野別科目
群＊」というしくみにより、他コースの専門科目からも一定数の単
位（12～30単位程度）が修得できるようになる。学生は自コー
スの専門性を身に付けながら、自らがめざす将来像に沿った柔
軟な科目選択が可能だ。また、研究室への所属時期を4年次か
ら3年次に変更した。2年間かけてじっくり卒業研究に取り組め
るのに加え、研究と授業の並行により、研究テーマに合わせた
履修科目の選択や、授業で学んだ内容をすぐに研究に生かすこ
とができるようになる。
　新たな学びのシステムは、理想を追い求めるあまり机上の空
論で終わらないよう、従来の工学教育分野と現実社会の産業
形態とのバランスを考慮しながら設計された。
　高校生に対して課程制移行の周知を図るため、専用サイトを

立ち上げた。動画コンテンツを充実させ、学生と協働したSNSで
の発信も行う。柔軟な組織変更に対応しやすい課程制の特徴
を生かし、今後も、社会の変化に合わせた継続的な教育改革を
推進していくという。

1年

2年

3年

4年

124単位 大学院へ124単位

12～30
単位程度

自身の
コース

自
身
の
学
科 卒業研究導入科目

卒業研究
卒業研究

分野横断導入科目

工学部の新しい学び

［ステップ１］気づきと仲間を得る
　　　　　　 ▼
［ステップ2］アイデアを具体化する
　　　　　　 ▼
［ステップ3］行動で形にする

・アントレプレナーシップ演習A
・アントレプレナーシップ演習B

・関連する他学部の科目、データ
サイエンス科目で起業に必要な
視点や知識を足す

基礎（１年次） 講義４科目

応用（２年次以上） 演習２科目

アントレプレナーシップ科目 起業実践（演習科目履修）

学び足し（個別最適な知識・スキルの獲得）

課程制移行後の学びの流れ

項目立てした新ディプロマ・ポリシーアントレプレナー育成プログラムの３つの柱

SEIP-Ⅱ教育カリキュラムの特徴

知識・技能の修得
／定着型学修

（個人的スキル養成）

知識・技能の活用
PBL型主体的学修
（組織的スキル養成）

知識・技能の修得
／定着型学修

（個人的スキル養成）

専門性重視 専門性×主体性＆社会性

４年次

3年次

2年次

1年次

4年次

3年次

2年次

1年次

4年次

3年次

2年次

1年次

従来の教育カリキュラム 新しいSEIP-Ⅱ教育カリキュラム

基礎（教養）

専門

××
基礎

（教養
）

専門基礎（教養）＋専門

従来の工学部

分
野
別
科
目
群

演習科目

卒業研究

【DP1】

【DP2】

【DP3】
【DP7】

【DP4】
【DP5】
【DP6】

より良い人生とより善き社会の実現に向けて、生涯
学び続けることができる能力と、多様な学問領域に
わたる幅広い教養

高度な言語運用能力

専攻言語及び同言語圏の様々な事柄に関する知識と理解
異なる文化や価値観、社会の多様性を理解し尊重する姿勢

多文化共生社会に求められるコミュニケーション能力
論理的かつ批判的な思考力
社会的な課題の発見と解決に貢献する力

基盤教育科目

科目群新ディプロマ・ポリシー

教養科目
選択外国語

英語

地域言語

学科・専攻
指定

他

演
習
科
目 

卒
業
研
究

研
究
科
目

・アントレプレナーシップと組織
・アントレプレナーシップと社会問題
・アントレプレナーシップと戦略
・アントレプレナーシップとイノベーション

専攻言語の「読む・聞く・話す（やり取り/発表）・書く」
検定試験・ＣＥＦＥＲの到達目標を設定

外
国
語
科
目
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　中
心
に
な
る
科

目
は
、「
ふ
く
し
ま

未
来
学
入
門
」と「
む

ら
の
大
学
」
で
す
。

「
ふ
く
し
ま
未
来
学
入
門
」
は
座
学
で
、

前
期
は
全
学
類
の
教
員
に
よ
る
オ
ム
ニ

バ
ス
講
義
を
通
じ
て
復
興
の
最
前
線
で

各
分
野
の
学
問
知
が
実
践
知
と
し
て
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
学
び

ま
す
。
後
期
は
、
医
師
や
弁
護
士
、
社

会
起
業
家
な
ど
、
復
興
の
現
場
で
活
躍

し
て
い
る
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
、
復
興
の

歩
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

　「む
ら
の
大
学
」
は
主
に
1
年
次
を

対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

す
。
原
発
事
故
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
川
内
村
、
大
熊
町
、
南
相
馬
市
小

高
区
を
繰
り
返
し
訪
れ
、「
あ
の
と
き
、

何
が
起
こ
っ
た
の
か
」「
今
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
ま
す
。
震
災
後
も
旅
館
を

続
け
る
女
将
さ
ん
や
、
原
発
事
故
に
よ

り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
牧
場
主
な

ど
、
復
興
に
取
り
組
む
住
民
の
生
々
し

い
証
言
を
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
ま
す
。

震
災
か
ら
12
年
た
っ
て
当
時
の
記
憶
が

な
い
世
代
が
増
え
る
中
、
記
憶
の
伝
承

が
目
下
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　1
年
次
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講

し
た
学
生
の
多
く
は
、
２
年
次
以
降
も

卒
業
単
位
に
よ
ら
ず
、
自
主
的
に
地
域

実
践
学
習
を
続
け
ま
す
。
地
域
の
特
産

　元
々
神
戸
で
高
校
教
員
を
し
て
い
た

私
が
、
福
島
大
学
で
教
員
を
務
め
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
東
日
本
大

震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
福
島
に
通

い
続
け
、
途
中
か
ら
は
生
徒
と
共
に
、

訪
問
合
宿
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
は
、
未
曽
有

の
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
次
世
代

の
た
め
に
地
域
を
残
そ
う
と
が
ん
ば
る

大
人
や
高
校
生
た
ち
。「
こ
の
人
た
ち

と
一
緒
に
働
き
た
い
」
―
―
何
度
も
足

を
運
ぶ
う
ち
に
、
そ
う
し
た
思
い
が
強

く
な
り
、
福
島
に
移
住
し
ま
し
た
。

　私
は
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
も
放

射
能
の
研
究
者
で
も
な
い
。
し
か
し
、

教
育
分
野
な
ら
役
に
立
て
る
か
も
し
れ

な
い
。
福
島
を
離
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
こ
の
地
に
戻
っ
て
く
る
に
は
、
教
育

環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
て
２
０
１
４
年
に
「
ふ
く
し

ま
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上

げ
、
高
校
生
向
け
無
料
セ
ミ
ナ
ー
や
社

会
貢
献
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
始
め

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
う

ち
、「
地
域
実
践
特
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
ふ

く
し
ま
未
来
学
」の
拡
充
を
考
え
て
い

た
福
島
大
学
に
採
用
さ
れ
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　ふ

く
し
ま
未
来
学
は
、
震
災
や
原
発

事
故
、
過
疎
な
ど
福
島
が
抱
え
る
問
題

に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
実
践
的
な
課
題

解
決
力
を
養
う
、
座
学
と
サ
ー
ビ
ス
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
必
修
選

択
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
全
学
類
・
学

年
対
象
で
、計
30
単
位
を
修
得
す
れ
ば
、

修
了
認
定
さ
れ
ま
す
。

神
戸
か
ら
福
島
へ
と

引
き
付
け
た
教
育
へ
の
思
い

「
福
島
だ
か
ら
学
べ
る
こ
と
」

が
詰
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

品
開
発
や
祭
礼
イ
ベ
ン
ト
支
援
な
ど
、

学
生
が
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組

む
「
自
主
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
教
員

が
課
題
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
定
し
た
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
む
「
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
修
」
は
、
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
特
徴
を
生
か
し
、
文
理
を
超
え
た

グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
活
動
し
ま
す
。
例

え
ば
、
除
染
土
の
処
分
な
ど
は
、
理
工

系
だ
け
で
な
く
、
農
業
生
産
や
行
政
、

経
済
を
学
ぶ
学
生
も
交
え
る
こ
と
で
多

角
的
に
議
論
で
き
ま
す
。
協
働
力
と
学

際
的
な
思
考
の
伸
長
に
つ
な
が
る
で

し
ょ
う
。
ほ
か
に
も
、
誰
で
も
参
加
可

能
な
日
帰
り
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
「
み
ら

い
バ
ス
」
も
通
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　ふ
く
し
ま
未
来
学
入
門
の
履
修
者
は

年
々
増
加
し
、今
で
は
年
間
４
０
０
人
。

参
加
可
能
人
数
が
80
人
程
度
に
限
ら
れ

る
「
む
ら
の
大
学
」
は
抽
選
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
科
目
と
な
り
ま
し
た
。

　学
生
の
成
長
は
６
つ
の
力
を
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
評
価
で
測
っ
て
い

ま
す
（
上
図
）。
特
に
、
む
ら
の
大
学

受
講
者
は「
地
域
課
題
を
発
見
す
る
力
」

「
地
域
を
興
す
力
」
の
伸
び
が
顕
著
で

す
。
卒
業
後
も
浜
通
り
の
復
興
と
地

域
再
生
に
関
わ
り
続
け
た
い
と
希
望
す

る
学
生
が
多
く
、
被
災
地
で
起
業
し
た

者
も
出
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
関

わ
っ
た
川
内
村
の
特
産
品
そ
ば
粉
を

使
っ
た
ワ
ッ
フ
ル
販
売
や
福
島
の
果
物

を
使
っ
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
学
生
や
地
元
高
校

生
を
巻
き
込
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　被
災
地
の
フ
ェ
ー
ズ
、
ニ
ー
ズ
は
ど

ん
ど
ん
変
わ
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
は
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
福
島
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
を
扱
う

力
も
武
器
と
し
て
必
要
だ
と
考
え
、
本

年
度
か
ら
「『
地
域
×
デ
ー
タ
』
実
践

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
を
始
め
ま

し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
科
目
と
既

存
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
を
組
み

合
わ
せ
、「
福
島
の
地
域
デ
ー
タ
」「
地

域
課
題
と
ビ
ジ
ネ
ス
」
等
の
新
規
科
目

も
加
え
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
予
定
で

す
。
め
ざ
す
の
は
、
住
民
の
心
情
に
寄

り
添
い
な
が
ら
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
施

策
を
立
案
す
る
、
言
わ
ば
〝
血
の
通
っ

た
E
B
P
M
〞
を
実
践
で
き
る
人
材

の
育
成
。
こ
れ
は
、
A
I
に
は
で
き
な

い
こ
と
で
す
。
福
島
県
庁
の
新
卒
採
用

地域実践特修プログラム「ふくしま未来学」－福島だから学べること―の概要 

受講後の学生の変化

大
学
教
育
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
む
中
、そ
の
土
地
、そ
の
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育
は
、特
定
の
学
生
の
心
を
引
き
付
け
る
。

課
題
先
進
県
・
福
島
で「
福
島
だ
か
ら
で
き
る
学
び
」に
挑
戦
す
る
、福
島
大
学
が
め
ざ
す
も
の
と
は
何
か
。

者
の
か
な
り
の
数
が
、
福
島
大
卒
。
わ

れ
わ
れ
の
教
育
次
第
で
復
興
の
足
腰
が

弱
り
か
ね
ず
、
人
材
育
成
機
関
と
し
て

の
責
任
を
重
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
従
来
か
ら
取
り

組
む
高
校
の
探
究
学
習
支
援
に
も
応
用

し
て
い
き
ま
す
。
高
校
教
員
の
経
験
を

生
か
し
て
、
自
分
の
生
徒
に
勧
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
視
点
を
大
切
に
支
援
内

容
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
大

連
携
事
業
は
学
生
募
集
の
た
め
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
入
学
者
が
少
な

か
っ
た
岡
山
や
高
知
な
ど
か
ら
、
ふ
く

し
ま
未
来
学
を
学
び
た
い
と
入
学
す
る

学
生
が
出
て
き
た
り
、
不
本
意
入
学
の

学
生
が
未
来
学
の
授
業
で
活
躍
し
た
り

と
、
ふ
く
し
ま
未
来
学
は
、
本
学
を
象

徴
す
る
学
び
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　日
本
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ヤ
モ
ヤ

の
縮
図
が
、
こ
こ
、
福
島
に
は
あ
り
ま

す
。「
知
識
」と「
実
態
」の
ギ
ャ
ッ
プ
や
、

そ
れ
に
伴
う
モ
ヤ
モ
ヤ
は
、
そ
の
ま
ま

問
い
に
な
り
、そ
の
解
決
を
図
る
力
は
、

日
本
の
ど
こ
で
も
求
め
ら
れ
る
も
の
で

し
ょ
う
。

　か
つ
て
福
島
で
の
訪
問
合
宿
に
参
加

し
た
生
徒
の
一
人
は
、
今
、
地
元
で
市

長
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。
大
学
の「
学
問
」と
は
、「
問

い
」を
常
に
考
え
な
が
ら「
学
ぶ
」こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
、
問
い
、
学
ぶ
意

義
を
問
い
続
け
て
い
く
先
に
、
若
者
の

未
来
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

ふくしま未来学入門Ⅰ・Ⅱ
前期 ： 全学類教員によるオムニバス講義
後期 ： 復興現場で活躍するゲスト講師の講義

1年次

※上記のほか、基盤教育科目と学類の専門科目の中に設置された対象科目を履修し、合計30単位を修得すると修了認定される。     

OPINION

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

2.34
2.76

一般学生 「むらの大学」受講生

地域課題を発見する力

地域を興す力（行動する力）

2.11

4.39

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

2.42 2.69

一般学生 「むらの大学」受講生

2.11

4.42

受講前     受講後

受講前     受講後

A
I
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
す
る

人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て

＊2

＊1

こ
の
大
学
で
し
か
で
き
な
い
学
び
と
は
何
か
?

     
―
「
ふ
く
し
ま
未
来
学
」
で
の
実
践
と
こ
れ
か
ら

取材・文／本間学　撮影／筒井岳彦

1999年東京大学教育学部卒業。2012年京都大学
大学院人間・環境学研究科博士後期課程単位取得退
学。博士（人間・環境学）。塾講師、灘中学・高等学校
教諭を経て、福島県に移住し、新しい教育と学びのあり
方を創造・発信する一般社団法人ふくしま学びのネット
ワークを創立、理事・事務局長を務める。2018年より、
特任准教授として福島大学に着任。2023年度より、
「地域×データ」実践教育推進室室長も務める。

福島大学　高等教育企画室准教授
「地域×データ」実践教育推進室長

前川 直哉 まえかわなおや

６つの力2年次以降

▶地域を知り、
　関係性を築く力

▶地域課題を
　発見する力

▶地域を構造の中
　で考える力

▶地域を興す力

▶地域ネットワーク
　を構築する力

▶地域を伝える力

座学

フィールド
ワーク

授業外のスタディツアー「みらいバス」  災害関連施設見学やボランティアなど

地域実践学習
「むらの大学」
年間を通じて
現地での
フィールドワークと
学内でのグループ
学習を繰り返す

自主学修プログラム
グループをつくりテーマを決めて復興支援活動
（地域特産品を使った６次化商品開発／災害
公営住宅の定期訪問／祭礼の支援活動、など）

協働プロジェクト学修
学類の枠を超え、活動を通じて学ぶ(除染後
農地の回復／除染廃棄物の中間処理／営
農再開に向けたストーリーづくり、など） 現地学内
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　中
心
に
な
る
科

目
は
、「
ふ
く
し
ま

未
来
学
入
門
」と「
む

ら
の
大
学
」
で
す
。

「
ふ
く
し
ま
未
来
学
入
門
」
は
座
学
で
、

前
期
は
全
学
類
の
教
員
に
よ
る
オ
ム
ニ

バ
ス
講
義
を
通
じ
て
復
興
の
最
前
線
で

各
分
野
の
学
問
知
が
実
践
知
と
し
て
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
学
び

ま
す
。
後
期
は
、
医
師
や
弁
護
士
、
社

会
起
業
家
な
ど
、
復
興
の
現
場
で
活
躍

し
て
い
る
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
、
復
興
の

歩
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

　「む
ら
の
大
学
」
は
主
に
1
年
次
を

対
象
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

す
。
原
発
事
故
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
川
内
村
、
大
熊
町
、
南
相
馬
市
小

高
区
を
繰
り
返
し
訪
れ
、「
あ
の
と
き
、

何
が
起
こ
っ
た
の
か
」「
今
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
ま
す
。
震
災
後
も
旅
館
を

続
け
る
女
将
さ
ん
や
、
原
発
事
故
に
よ

り
大
き
な
影
響
を
受
け
た
牧
場
主
な

ど
、
復
興
に
取
り
組
む
住
民
の
生
々
し

い
証
言
を
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
ま
す
。

震
災
か
ら
12
年
た
っ
て
当
時
の
記
憶
が

な
い
世
代
が
増
え
る
中
、
記
憶
の
伝
承

が
目
下
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　1
年
次
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講

し
た
学
生
の
多
く
は
、
２
年
次
以
降
も

卒
業
単
位
に
よ
ら
ず
、
自
主
的
に
地
域

実
践
学
習
を
続
け
ま
す
。
地
域
の
特
産

　元
々
神
戸
で
高
校
教
員
を
し
て
い
た

私
が
、
福
島
大
学
で
教
員
を
務
め
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
東
日
本
大

震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
他
人
事
と
は
思
え
ず
、
福
島
に
通

い
続
け
、
途
中
か
ら
は
生
徒
と
共
に
、

訪
問
合
宿
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
は
、
未
曽
有

の
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
次
世
代

の
た
め
に
地
域
を
残
そ
う
と
が
ん
ば
る

大
人
や
高
校
生
た
ち
。「
こ
の
人
た
ち

と
一
緒
に
働
き
た
い
」
―
―
何
度
も
足

を
運
ぶ
う
ち
に
、
そ
う
し
た
思
い
が
強

く
な
り
、
福
島
に
移
住
し
ま
し
た
。

　私
は
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
で
も
放

射
能
の
研
究
者
で
も
な
い
。
し
か
し
、

教
育
分
野
な
ら
役
に
立
て
る
か
も
し
れ

な
い
。
福
島
を
離
れ
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

が
こ
の
地
に
戻
っ
て
く
る
に
は
、
教
育

環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
て
２
０
１
４
年
に
「
ふ
く
し

ま
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上

げ
、
高
校
生
向
け
無
料
セ
ミ
ナ
ー
や
社

会
貢
献
活
動
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
始
め

ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
う

ち
、「
地
域
実
践
特
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
ふ

く
し
ま
未
来
学
」の
拡
充
を
考
え
て
い

た
福
島
大
学
に
採
用
さ
れ
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　ふ

く
し
ま
未
来
学
は
、
震
災
や
原
発

事
故
、
過
疎
な
ど
福
島
が
抱
え
る
問
題

に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
実
践
的
な
課
題

解
決
力
を
養
う
、
座
学
と
サ
ー
ビ
ス
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
組
み
合
わ
せ
た
必
修
選

択
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
全
学
類
・
学

年
対
象
で
、計
30
単
位
を
修
得
す
れ
ば
、

修
了
認
定
さ
れ
ま
す
。

神
戸
か
ら
福
島
へ
と

引
き
付
け
た
教
育
へ
の
思
い

「
福
島
だ
か
ら
学
べ
る
こ
と
」

が
詰
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

品
開
発
や
祭
礼
イ
ベ
ン
ト
支
援
な
ど
、

学
生
が
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組

む
「
自
主
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
教
員

が
課
題
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設
定
し
た
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
む
「
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
修
」
は
、
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
特
徴
を
生
か
し
、
文
理
を
超
え
た

グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
活
動
し
ま
す
。
例

え
ば
、
除
染
土
の
処
分
な
ど
は
、
理
工

系
だ
け
で
な
く
、
農
業
生
産
や
行
政
、

経
済
を
学
ぶ
学
生
も
交
え
る
こ
と
で
多

角
的
に
議
論
で
き
ま
す
。
協
働
力
と
学

際
的
な
思
考
の
伸
長
に
つ
な
が
る
で

し
ょ
う
。
ほ
か
に
も
、
誰
で
も
参
加
可

能
な
日
帰
り
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
「
み
ら

い
バ
ス
」
も
通
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　ふ
く
し
ま
未
来
学
入
門
の
履
修
者
は

年
々
増
加
し
、今
で
は
年
間
４
０
０
人
。

参
加
可
能
人
数
が
80
人
程
度
に
限
ら
れ

る
「
む
ら
の
大
学
」
は
抽
選
に
な
る
ほ

ど
の
人
気
科
目
と
な
り
ま
し
た
。

　学
生
の
成
長
は
６
つ
の
力
を
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
よ
る
自
己
評
価
で
測
っ
て
い

ま
す
（
上
図
）。
特
に
、
む
ら
の
大
学

受
講
者
は「
地
域
課
題
を
発
見
す
る
力
」

「
地
域
を
興
す
力
」
の
伸
び
が
顕
著
で

す
。
卒
業
後
も
浜
通
り
の
復
興
と
地

域
再
生
に
関
わ
り
続
け
た
い
と
希
望
す

る
学
生
が
多
く
、
被
災
地
で
起
業
し
た

者
も
出
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
関

わ
っ
た
川
内
村
の
特
産
品
そ
ば
粉
を

使
っ
た
ワ
ッ
フ
ル
販
売
や
福
島
の
果
物

を
使
っ
た
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
学
生
や
地
元
高
校

生
を
巻
き
込
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　被
災
地
の
フ
ェ
ー
ズ
、
ニ
ー
ズ
は
ど

ん
ど
ん
変
わ
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
は
常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
福
島
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
を
扱
う

力
も
武
器
と
し
て
必
要
だ
と
考
え
、
本

年
度
か
ら
「『
地
域
×
デ
ー
タ
』
実
践

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
を
始
め
ま

し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
科
目
と
既

存
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
を
組
み

合
わ
せ
、「
福
島
の
地
域
デ
ー
タ
」「
地

域
課
題
と
ビ
ジ
ネ
ス
」
等
の
新
規
科
目

も
加
え
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
予
定
で

す
。
め
ざ
す
の
は
、
住
民
の
心
情
に
寄

り
添
い
な
が
ら
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
施

策
を
立
案
す
る
、
言
わ
ば
〝
血
の
通
っ

た
E
B
P
M
〞
を
実
践
で
き
る
人
材

の
育
成
。
こ
れ
は
、
A
I
に
は
で
き
な

い
こ
と
で
す
。
福
島
県
庁
の
新
卒
採
用

地域実践特修プログラム「ふくしま未来学」－福島だから学べること―の概要 

受講後の学生の変化

大
学
教
育
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
む
中
、そ
の
土
地
、そ
の
大
学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
教
育
は
、特
定
の
学
生
の
心
を
引
き
付
け
る
。

課
題
先
進
県
・
福
島
で「
福
島
だ
か
ら
で
き
る
学
び
」に
挑
戦
す
る
、福
島
大
学
が
め
ざ
す
も
の
と
は
何
か
。

者
の
か
な
り
の
数
が
、
福
島
大
卒
。
わ

れ
わ
れ
の
教
育
次
第
で
復
興
の
足
腰
が

弱
り
か
ね
ず
、
人
材
育
成
機
関
と
し
て

の
責
任
を
重
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
従
来
か
ら
取
り

組
む
高
校
の
探
究
学
習
支
援
に
も
応
用

し
て
い
き
ま
す
。
高
校
教
員
の
経
験
を

生
か
し
て
、
自
分
の
生
徒
に
勧
め
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
視
点
を
大
切
に
支
援
内

容
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
大

連
携
事
業
は
学
生
募
集
の
た
め
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
入
学
者
が
少
な

か
っ
た
岡
山
や
高
知
な
ど
か
ら
、
ふ
く

し
ま
未
来
学
を
学
び
た
い
と
入
学
す
る

学
生
が
出
て
き
た
り
、
不
本
意
入
学
の

学
生
が
未
来
学
の
授
業
で
活
躍
し
た
り

と
、
ふ
く
し
ま
未
来
学
は
、
本
学
を
象

徴
す
る
学
び
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　日
本
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ヤ
モ
ヤ

の
縮
図
が
、
こ
こ
、
福
島
に
は
あ
り
ま

す
。「
知
識
」と「
実
態
」の
ギ
ャ
ッ
プ
や
、

そ
れ
に
伴
う
モ
ヤ
モ
ヤ
は
、
そ
の
ま
ま

問
い
に
な
り
、そ
の
解
決
を
図
る
力
は
、

日
本
の
ど
こ
で
も
求
め
ら
れ
る
も
の
で

し
ょ
う
。

　か
つ
て
福
島
で
の
訪
問
合
宿
に
参
加

し
た
生
徒
の
一
人
は
、
今
、
地
元
で
市

長
と
な
り
、
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。
大
学
の「
学
問
」と
は
、「
問

い
」を
常
に
考
え
な
が
ら「
学
ぶ
」こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
、
問
い
、
学
ぶ
意

義
を
問
い
続
け
て
い
く
先
に
、
若
者
の

未
来
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

ふくしま未来学入門Ⅰ・Ⅱ
前期 ： 全学類教員によるオムニバス講義
後期 ： 復興現場で活躍するゲスト講師の講義

1年次

※上記のほか、基盤教育科目と学類の専門科目の中に設置された対象科目を履修し、合計30単位を修得すると修了認定される。     

OPINION

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

2.34
2.76

一般学生 「むらの大学」受講生

地域課題を発見する力

地域を興す力（行動する力）

2.11

4.39

5.00

4.00

3.00

2.00

1.00

2.42 2.69

一般学生 「むらの大学」受講生

2.11

4.42

受講前     受講後

受講前     受講後

A
I
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
す
る

人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て

＊2

＊1

こ
の
大
学
で
し
か
で
き
な
い
学
び
と
は
何
か
?

     
―
「
ふ
く
し
ま
未
来
学
」
で
の
実
践
と
こ
れ
か
ら

取材・文／本間学　撮影／筒井岳彦

1999年東京大学教育学部卒業。2012年京都大学
大学院人間・環境学研究科博士後期課程単位取得退
学。博士（人間・環境学）。塾講師、灘中学・高等学校
教諭を経て、福島県に移住し、新しい教育と学びのあり
方を創造・発信する一般社団法人ふくしま学びのネット
ワークを創立、理事・事務局長を務める。2018年より、
特任准教授として福島大学に着任。2023年度より、
「地域×データ」実践教育推進室室長も務める。

福島大学　高等教育企画室准教授
「地域×データ」実践教育推進室長

前川 直哉 まえかわなおや

６つの力2年次以降

▶地域を知り、
　関係性を築く力

▶地域課題を
　発見する力

▶地域を構造の中
　で考える力

▶地域を興す力

▶地域ネットワーク
　を構築する力

▶地域を伝える力

座学

フィールド
ワーク

授業外のスタディツアー「みらいバス」  災害関連施設見学やボランティアなど

地域実践学習
「むらの大学」
年間を通じて
現地での
フィールドワークと
学内でのグループ
学習を繰り返す

自主学修プログラム
グループをつくりテーマを決めて復興支援活動
（地域特産品を使った６次化商品開発／災害
公営住宅の定期訪問／祭礼の支援活動、など）

協働プロジェクト学修
学類の枠を超え、活動を通じて学ぶ(除染後
農地の回復／除染廃棄物の中間処理／営
農再開に向けたストーリーづくり、など） 現地学内



特集  教育改革と学生募集

文／本間学

　G
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
も
規
制
と
活

用
の
バ
ラ
ン
ス
を
討
議
さ
れ
、
世
界
的

に
注
目
度
が
高
い
生
成
A
I
。「
幅
広

く
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
『
歴
史
の

画
期
』と
な
る
可
能
性
」が
あ
る
一
方
、

情
報
漏
洩
や
誤
情
報
の
拡
散
等
の
リ
ス

ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
も
A
I
戦

略
会
議
の
中
で
生
成
A
I
の
リ
ス
ク
に

ま
つ
わ
る
議
論
を
進
め
、
現
状
や
課
題

の
把
握
を
進
め
て
い
る
【
図
表
１
】。

　野
村
総
合
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ

ば
、「
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
」
の
利
用
率

が
高
い
の
は
、学
生・教
職
員
【
図
表
２
】

だ
。
文
部
科
学
省
か
ら
本
年
７
月
13
日

付
で
出
さ
れ
た
「
大
学
・
高
専
に
お
け

る
生
成
A
I
の
教
学
面
の
取
扱
い
に
つ

い
て
（
周
知
）」
で
は
、「
各
大
学
・
高

専
に
お
い
て
、
具
体
的
に
行
わ
れ
て
い

る
教
育
の
実
態
等
に
応
じ
て
対
応
を
検

討
す
る
こ
と
が
重
要
」
で
あ
り
、「
学

生
や
教
職
員
に
向
け
て
適
切
に
指
針
等

を
示
す
な
ど
の
対
応
を
行
う
こ
と
が
望

ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　【図
表
3
】
は
、
早
期
に
利
用
方
針

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た
大
学
の
う

ち
、
学
生
、
教
職
員
双
方
に
向
け
た
対

応
を
出
し
た
大
学
例
を
ま
と
め
た
も
の

だ
。
成
績
評
価
へ
の
対
応
を
公
表
す
る

だ
け
で
な
く
、
生
成
A
I
の
特
徴
や
利

点
を
説
明
し
た
り
、
利
用
範
囲
を
示
し

た
り
す
る
大
学
も
あ
る
。
初
期
段
階
で

は
、生
成
A
I
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

学
生
も
教
職
員
も
理
解
が
進
む
よ
う
、

一
定
の
レ
ク
チ
ャ
ー
も
必
要
だ
ろ
う
。

　な
お
、
情
報
系
を
中
心
に
、
教
育
へ

の
積
極
な
活
用
を
表
明
し
て
い
る
大

学
・
学
部
も
あ
る
【
図
表
４
】。
生
成

A
I
へ
の
対
応
を
考
え
る
こ
と
は
、
自

学
の
教
育
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な

る
だ
ろ
う
。

生
成
A
I
に
ま
つ
わ
る
議
論
が

教
育
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

23 No.309 22No.309

＊内閣府ＡＩ戦略会議資料「AIを巡る主な論点」（2023年５月１１日）を基に編集部でまとめ

＊野村総合研究所「インサイトシグナル調査」2023年4月15～16日

＊森木銀河：「ChatGPT/生成AIへの対応を表明した国内の大学一覧」と各大学の公表情報を基に編集部でまとめ。日付は初版。   

＊各大学の公表情報を基に編集部でまとめ ＊1　AI戦略会議資料より 

＊1

【図表1】AIを巡る主な論点～AI戦略会議資料より

【図表2】利用率は学生・教職員が最も高い
～職業別に見たChatGPT利用率

現状 課題論点

【図表3】学生および教職員向けに生成AI利用の方針などを公表した主な大学例   

【図表4】生成AIの教育への積極的な活用を表明している大学例
大学名日付 発表内容

③AIの開発
▶日本のAI開発力は遅れていないか？
▶どこをどのように強化すればよいのか？

▶資金力のある者が大規模なAIを開発。そこにデータが集ま
り、ますますAIが大規模化。
▶AI開発の遅れは、AIを使う他の産業にも影響するおそれ。

▶AI開発に必要な人材、計算資源、デー
タをどのように確保していくか？
▶研究開発、人材育成においても海外と
の連携、産学官の連携をどうするか？

②AIの懸念・リスク
▶プライバシーの侵害、犯罪への使用など人
権や安心を脅かす行為にどう対処するか？
▶機密情報の流出、サイバー攻撃の巧妙
化などセキュリティ上のリスクにどう対処す
るか？
▶誤情報、虚偽情報、偏向情報等が蔓延
する問題にどう対応するか？
▶AIが知的財産権を脅かしていないか？
▶透明性をどのように確保すべきか？
▶AIの利用に当たっての責任をどのよう
に考えるか？
▶諸外国におけるルール形成、国際的な規
律・標準の検討などにどのように対応するか？

（懸念・リスクの例）
▶AIとの対話から個人情報が搾取される、AIが武器の製造
方法や詐欺のやり方などを教えてしまう。
▶AIとの対話から機密情報が流出する、AIによってサイバー
攻撃が巧妙化する。
▶簡単に生成可能なフェイク画像、偏ったデータで学習した
AI、AIが出力する誤情報などが社会を混乱させる。
▶AIがオリジナルデータに類似した生成物を出力してしまう。

▶国によって考え方が異なる中で、どのよ
うに国際的な協調を図っていくか？
▶事例や対応策等の知見を諸外国からも
収集し、日本の法制度やガイドライン等で
対応可能か否かなど、専門家の見解も聴
取し、政策に生かす必要がある。

①AIの利用
▶日本のAI利用は遅れていないか？
▶民間、教育、公的分野等では、どのような
点に留意し、どのように利用を進めるべき
か？

▶個人情報や機密情報の漏洩等のリスク
やAIの特性を認識したうえで、幅広い分野
において利用を進め、生産性向上・競争力
強化を図るべきではないか？
▶AI導入の障壁となっている法制度・商慣
行があるケース、あるいは、AI導入のために
は新たな基準・規則等が必要となるケース
などがないか？
▶教育分野では、AIに関する能力を養うこ
とも重要という意見がある一方で、AIによる
誤回答、AI生成物か否かを見分けられな
い、AIの利用によって考える力が低下する
などの懸念もあり、何らかのガイドラインが
必要ではないか？

生成AI（言語系・非言語系）などAIの利用によって、人手
不足等の課題を克服し、国民の安全性や利便性、産業競
争力を高められる可能性があるが、日本のAI導入は遅れて
いるとの指摘もある。

東洋大学
情報連携学部5月9日

三条市立大学4月21日

生成系AIを自らの能力を高めるために利用することを奨励、ただし、技術者倫理に基づいた生成系AIの正しい利用を求める（技術者倫理については1年次後
期の「技術と倫理（情報）」で解説）／利用の際の注意事項について／レポートにおける利用について／実習科目における利用について（原則禁止だが、内
容が高度な課題や、効率的な生成系AIの利用方法を習得することを目的とした課題などにおいては、個別に認める場合がある）

許可のもとで行うものではなく、自己責任、自己判断のもとで適切に活用されるもの／自らが「主」であり、AIサービスが「従」／「ツール」として積極的に活用すること
を通じ、創造力、思考力を進展させる／学生及び教職員の情報モラル教育の徹底とともに考える :これらの活用の実践を通して「創造性豊かなテクノロジスト」を育成

2023年の新学期より、OpenAIが提供するChatGPTの上位コア技術である生成系AIモデルであるGPT-4を活用した新たな教育システム「AI-MOP」(AI 
Management and Operation Platform : AI管理運用プラットフォーム) を開発し導入。生成系AIを利用した自学自習を可能にして学生たちの教育効果を
高めること、また生成系AIのAPIをプログラミングで利用できるようにして、生成系AIを利用したシステム開発のスキルを学ばせることを目的としている。学生は
Slackのボットの形でGPT-4にアクセスできるため、これにより個人や部門単位でのAI利用量の管理や制限などが可能となる。プログラミングでの利用では、
無限ループなどバグによりアクセスが異常に増大した場合を検出すると通信を遮断してコスト爆発を防ぐ仕組みも実装。送った内容はOpenAIのサーバーで
保管されない（学習にも利用されない）しくみ

近畿大学
情報学部

4月17日

「メディア表現発展演習I」において、ChatGPTの使い方やAIと情報社会の現状・展望を学び、学生自らがAIを活用して理想とする授業を考え、模擬授業を
実施するグループワークを行う。

対象範囲／位置付け／定義／教員による利用／学生による利用／教員による学生
の利用制限／成績評価／改正

中央大学における「生成系AI」についての基本的な考え方／
中央大学の教育課程における「生成系AI」利用上の留意事項

目的／使用範囲／資料の参照／個人情報・著作権保護／授業における成績評価
の方法／利用許諾条件の遵守と倫理 ／ガイドラインの改正

教育・研究活動における生成系 AI の利用に関す
るガイドライン

基本的指針／不正行為への対応授業レポート等における生成系AIへの対応について

4月6日

3月27日

3月31日

3月31日

4月3日

4月10日

4月18日

4月18日

4月20日
4月21日

4月21日

4月24日

4月27日

5月11日

5月17日

5月22日

5月23日

5月25日

5月25日

5月26日

6月5日

AIとの共創を学ぶ授業を4月より展開

生成系AI(ChatGPT等)に関する留意事項「あなたはChatGPTを使いこなす人ですか？ それとも、ChatGPTに取って代わられてしまう人ですか？」

三条市立大学における『ChatGPT』を含む対話型AIサービスの活用ポリシー

全学生向けにGPT-4を活用させる革新的な教育システム導入

甲南女子大学
文学部メディア
表現学科

利用にあたっての留意点（レポート執筆や作品制作へ利用する場合の取り扱い／個
人情報や機密情報の入力の禁止）

生成系AIの利用について

基本方針／情報リテラシー教育の重要性／教育活動における生成系AIの利用につ
いて／FDの継続的実施と教育の質の向上

本学の教育活動における生成系AI（ChatGPT
等）の利用方針

生成AIが出力した文章等について／生成AIへの入力について／大学の学修におけ
る生成ＡＩの利用についてChatGPT等の生成AIの利用について

生成系AIとは何か？／従来の文章系AI（従来の文章系AIとChatGPTの比較）／生
成系AIでできること／アカウント登録と利用方法（マニュアル）／利用上の注意

生成系AIに対する大東文化大学の対応について
／生成系 AI ガイダンス

生成AIに対する質問・指示について／引用元の明示について／情報のバイアス等への留
意について／生成系AIを搭載したソフトウェアの使用について／最新動向の把握について

筑波大学における生成系AIの使用に関する基本
方針

注意事項3点（情報セキュリティポリシーなどの遵守／出力する内容の信憑性に注意
／利用した場合は明記する）人工知能の利用について（方針）

生成AIで対応可能な作業例／利用の際の留意事項／学びの場にふさわしい使い方
と留意点

生成AIの利用について

生成系AIにより得られた情報を利用する場合の留意点／個人情報・機密情報流出
防止の観点から生成系AIに入力してはいけない情報／その他

［教職員の皆さんへ］本学教職員の生成系AI利用
に関する留意事項について

たくましい知性としなやかな感性／生成AIへの基本的態度／生成AIの特徴／生成AI
の利用と制限／今後の対応

生成AIなどの利用について

成績評価における方針／例外措置／今後の対応措置／問い合わせ先生成AI（ChatGPT）などへの対応について

何ができるか、「検索」ではなく「相談」するシステム／仕組み上、書かれている内容の信憑性には注意が必要
／機密情報や個人情報などを安易にChatGPTに送信することは危険／将来著作権や文書を用いた試験・
評価に問題が発生する可能性がある／社会に対する影響／本学の学生や教職員はどう対応したらよいか

教育・学習における生成系AIに関する留意事項（演習課題やレポート課題における予想さ
れる懸念、生成系AIへの対応方法案、補足）／まとめ／その他の注意点（研究インテグリ
ティ、サイバーセキュリティ等）／関連情報／他大学の取り組み例（海外大学、国内大学）

ChatGPT等の生成系AI利用に関する留意事項
（教員向け）

教育・学習における生成系AIに関する留意事項／生成系AIの出力する情報について
／関連情報

ChatGPT等の生成系AI利用に関する留意事項
（学生向け）

成績評価における対応方針 ／大学としての今後の対応についてChatGPT等のAIチャットボット（生成AI）への対応について

学長

学長

学長

学長

学長

学長

学長

学長

学長

教務部長

理事・副学長
（教育・平和担当）

学園総合
情報センター

筑波大学

理事（教育、入学
試験担当）・副学長

副総長（教学担
当・プロボスト）

教務課

理事・副学長
（教育・情報
担当）

デジタル教育
アドバイザリ・
グループ

デジタル教育アド
バイザリ・グループ

上智大学上智大学

東北大学

東北大学

東京大学

横浜商科大学

早稲田大学

山形大学

会津大学

岡山大学

岡山大学

駒澤大学

筑波大学

大東文化大学

成蹊大学

広島大学

千葉商科大学

八戸工業大学

学習院女子大学

中央大学

日付 大学名 表明者 公表名 発表項目

生成系AI
(ChatGPT, BingAI, Bard, Midjourney, 
Stable Diffusion等)について

教育における生成系AIの利用について

生成系 AI（ChatGPT 等）の授業等における利用について

［学生の皆さんへ］学習・教育における生成系AIの利用について

利用の際に留意すべき主な事項／教育上の対応

授業に関して／試験に関して ／その他

生成系AIに関する留意事項

高崎健康
福祉大学

大学、大学院、専門学校生
教職員

会社役員
会社員
自営業
公務員
派遣
無職

医師・医療
専業主婦

パート、アルバイト

21.6
20.5　

17.2　　　　
16.7　　　　 

14.5                  
11.2                          

10.0                             
8.8                                  

5.3                                          
4.1                                             

2.4                                                 

2520151050 （%）
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（出典）ボストンコンサルティンググループ（2018）「企業の人工知能（AI）
の導入状況に関する各国調査」を引用した令和元年度情報通信白書
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＊内閣府ＡＩ戦略会議資料「AIを巡る主な論点」（2023年５月１１日）を基に編集部でまとめ

＊野村総合研究所「インサイトシグナル調査」2023年4月15～16日

＊森木銀河「ChatGPT/生成AIへの対応を表明した国内の大学一覧」と各大学の公表情報を基に編集部でまとめ。日付は初版。   

＊各大学の公表情報を基に編集部でまとめ ＊1　AI戦略会議資料より 

＊1

【図表1】AIを巡る主な論点～AI戦略会議資料より

【図表2】利用率は学生・教職員が最も高い
～職業別に見たChatGPT利用率

現状 課題論点

【図表3】学生および教職員向けに生成AI利用の方針などを公表した主な大学例   

【図表4】生成AIの教育への積極的な活用を表明している大学例
大学名日付 発表内容

③AIの開発
▶日本のAI開発力は遅れていないか？
▶どこをどのように強化すればよいのか？

▶資金力のある者が大規模なAIを開発。そこにデータが集ま
り、ますますAIが大規模化。
▶AI開発の遅れは、AIを使う他の産業にも影響するおそれ。

▶AI開発に必要な人材、計算資源、デー
タをどのように確保していくか？
▶研究開発、人材育成においても海外と
の連携、産学官の連携をどうするか？

②AIの懸念・リスク
▶プライバシーの侵害、犯罪への使用など人
権や安心を脅かす行為にどう対処するか？
▶機密情報の流出、サイバー攻撃の巧妙
化などセキュリティ上のリスクにどう対処す
るか？
▶誤情報、虚偽情報、偏向情報等が蔓延
する問題にどう対応するか？
▶AIが知的財産権を脅かしていないか？
▶透明性をどのように確保すべきか？
▶AIの利用に当たっての責任をどのよう
に考えるか？
▶諸外国におけるルール形成、国際的な規
律・標準の検討などにどのように対応するか？

（懸念・リスクの例）
▶AIとの対話から個人情報が搾取される、AIが武器の製造
方法や詐欺のやり方などを教えてしまう。
▶AIとの対話から機密情報が流出する、AIによってサイバー
攻撃が巧妙化する。
▶簡単に生成可能なフェイク画像、偏ったデータで学習した
AI、AIが出力する誤情報などが社会を混乱させる。
▶AIがオリジナルデータに類似した生成物を出力してしまう。

▶国によって考え方が異なる中で、どのよ
うに国際的な協調を図っていくか？
▶事例や対応策等の知見を諸外国からも
収集し、日本の法制度やガイドライン等で
対応可能か否かなど、専門家の見解も聴
取し、政策に生かす必要がある。

①AIの利用
▶日本のAI利用は遅れていないか？
▶民間、教育、公的分野等では、どのような
点に留意し、どのように利用を進めるべき
か？

▶個人情報や機密情報の漏洩等のリスク
やAIの特性を認識したうえで、幅広い分野
において利用を進め、生産性向上・競争力
強化を図るべきではないか？
▶AI導入の障壁となっている法制度・商慣
行があるケース、あるいは、AI導入のために
は新たな基準・規則等が必要となるケース
などがないか？
▶教育分野では、AIに関する能力を養うこ
とも重要という意見がある一方で、AIによる
誤回答、AI生成物か否かを見分けられな
い、AIの利用によって考える力が低下する
などの懸念もあり、何らかのガイドラインが
必要ではないか？

生成AI（言語系・非言語系）などAIの利用によって、人手
不足等の課題を克服し、国民の安全性や利便性、産業競
争力を高められる可能性があるが、日本のAI導入は遅れて
いるとの指摘もある。

東洋大学
情報連携学部5月9日

三条市立大学4月21日

生成系AIを自らの能力を高めるために利用することを奨励、ただし、技術者倫理に基づいた生成系AIの正しい利用を求める（技術者倫理については1年次後
期の「技術と倫理（情報）」で解説）／利用の際の注意事項について／レポートにおける利用について／実習科目における利用について（原則禁止だが、内
容が高度な課題や、効率的な生成系AIの利用方法を習得することを目的とした課題などにおいては、個別に認める場合がある）

許可のもとで行うものではなく、自己責任、自己判断のもとで適切に活用されるもの／自らが「主」であり、AIサービスが「従」／「ツール」として積極的に活用すること
を通じ、創造力、思考力を進展させる／学生及び教職員の情報モラル教育の徹底とともに考える :これらの活用の実践を通して「創造性豊かなテクノロジスト」を育成

2023年の新学期より、OpenAIが提供するChatGPTの上位コア技術である生成系AIモデルであるGPT-4を活用した新たな教育システム「AI-MOP」(AI 
Management and Operation Platform : AI管理運用プラットフォーム) を開発し導入。生成系AIを利用した自学自習を可能にして学生たちの教育効果を
高めること、また生成系AIのAPIをプログラミングで利用できるようにして、生成系AIを利用したシステム開発のスキルを学ばせることを目的としている。学生は
Slackのボットの形でGPT-4にアクセスできるため、これにより個人や部門単位でのAI利用量の管理や制限などが可能となる。プログラミングでの利用では、
無限ループなどバグによりアクセスが異常に増大した場合を検出すると通信を遮断してコスト爆発を防ぐ仕組みも実装。送った内容はOpenAIのサーバーで
保管されない（学習にも利用されない）しくみ

近畿大学
情報学部

4月17日

「メディア表現発展演習I」において、ChatGPTの使い方やAIと情報社会の現状・展望を学び、学生自らがAIを活用して理想とする授業を考え、模擬授業を
実施するグループワークを行う。

対象範囲／位置付け／定義／教員による利用／学生による利用／教員による学生
の利用制限／成績評価／改正

中央大学における「生成系AI」についての基本的な考え方／
中央大学の教育課程における「生成系AI」利用上の留意事項

目的／使用範囲／資料の参照／個人情報・著作権保護／授業における成績評価
の方法／利用許諾条件の遵守と倫理 ／ガイドラインの改正

教育・研究活動における生成系 AI の利用に関す
るガイドライン

基本的指針／不正行為への対応授業レポート等における生成系AIへの対応について

4月6日

3月27日

3月31日

3月31日

4月3日

4月10日

4月18日

4月18日

4月20日
4月21日

4月21日

4月24日

4月27日

5月11日

5月17日

5月22日

5月23日

5月25日

5月25日

5月26日

6月5日

AIとの共創を学ぶ授業を4月より展開

生成系AI(ChatGPT等)に関する留意事項「あなたはChatGPTを使いこなす人ですか？ それとも、ChatGPTに取って代わられてしまう人ですか？」

三条市立大学における『ChatGPT』を含む対話型AIサービスの活用ポリシー

全学生向けにGPT-4を活用させる革新的な教育システム導入

甲南女子大学
文学部メディア
表現学科

利用にあたっての留意点（レポート執筆や作品制作へ利用する場合の取り扱い／個
人情報や機密情報の入力の禁止）

生成系AIの利用について

基本方針／情報リテラシー教育の重要性／教育活動における生成系AIの利用につ
いて／FDの継続的実施と教育の質の向上

本学の教育活動における生成系AI（ChatGPT
等）の利用方針

生成AIが出力した文章等について／生成AIへの入力について／大学の学修におけ
る生成ＡＩの利用についてChatGPT等の生成AIの利用について

生成系AIとは何か？／従来の文章系AI（従来の文章系AIとChatGPTの比較）／生
成系AIでできること／アカウント登録と利用方法（マニュアル）／利用上の注意

生成系AIに対する大東文化大学の対応について
／生成系 AI ガイダンス

生成AIに対する質問・指示について／引用元の明示について／情報のバイアス等への留
意について／生成系AIを搭載したソフトウェアの使用について／最新動向の把握について

筑波大学における生成系AIの使用に関する基本
方針

注意事項3点（情報セキュリティポリシーなどの遵守／出力する内容の信憑性に注意
／利用した場合は明記する）人工知能の利用について（方針）

生成AIで対応可能な作業例／利用の際の留意事項／学びの場にふさわしい使い方
と留意点

生成AIの利用について

生成系AIにより得られた情報を利用する場合の留意点／個人情報・機密情報流出
防止の観点から生成系AIに入力してはいけない情報／その他

［教職員の皆さんへ］本学教職員の生成系AI利用
に関する留意事項について

たくましい知性としなやかな感性／生成AIへの基本的態度／生成AIの特徴／生成AI
の利用と制限／今後の対応

生成AIなどの利用について

成績評価における方針／例外措置／今後の対応措置／問い合わせ先生成AI（ChatGPT）などへの対応について

何ができるか、「検索」ではなく「相談」するシステム／仕組み上、書かれている内容の信憑性には注意が必要
／機密情報や個人情報などを安易にChatGPTに送信することは危険／将来著作権や文書を用いた試験・
評価に問題が発生する可能性がある／社会に対する影響／本学の学生や教職員はどう対応したらよいか

教育・学習における生成系AIに関する留意事項（演習課題やレポート課題における予想さ
れる懸念、生成系AIへの対応方法案、補足）／まとめ／その他の注意点（研究インテグリ
ティ、サイバーセキュリティ等）／関連情報／他大学の取り組み例（海外大学、国内大学）

ChatGPT等の生成系AI利用に関する留意事項
（教員向け）

教育・学習における生成系AIに関する留意事項／生成系AIの出力する情報について
／関連情報

ChatGPT等の生成系AI利用に関する留意事項
（学生向け）

成績評価における対応方針 ／大学としての今後の対応についてChatGPT等のAIチャットボット（生成AI）への対応について

学長

学長

学長

学長

学長

学長

学長

学長

学長

教務部長

理事・副学長
（教育・平和担当）

学園総合
情報センター

筑波大学

理事（教育、入学
試験担当）・副学長

副総長（教学担
当・プロボスト）

教務課

理事・副学長
（教育・情報
担当）

デジタル教育
アドバイザリ・
グループ

デジタル教育アド
バイザリ・グループ

上智大学上智大学

東北大学

東北大学

東京大学

横浜商科大学

早稲田大学

山形大学

会津大学

岡山大学

岡山大学

駒澤大学

筑波大学

大東文化大学

成蹊大学

広島大学

千葉商科大学

八戸工業大学

学習院女子大学

中央大学

日付 大学名 表明者 公表名 発表項目

生成系AI
(ChatGPT, BingAI, Bard, Midjourney, 
Stable Diffusion等)について

教育における生成系AIの利用について

生成系 AI（ChatGPT 等）の授業等における利用について

［学生の皆さんへ］学習・教育における生成系AIの利用について

利用の際に留意すべき主な事項／教育上の対応

授業に関して／試験に関して ／その他

生成系AIに関する留意事項

高崎健康
福祉大学

大学、大学院、専門学校生
教職員

会社役員
会社員
自営業
公務員
派遣
無職

医師・医療
専業主婦

パート、アルバイト

21.6
20.5　

17.2　　　　
16.7　　　　 

14.5                  
11.2                          

10.0                             
8.8                                  

5.3                                          
4.1                                             

2.4                                                 

2520151050 （%）

生
成
A
I
の
教
育
活
用
の
課
題

急
速
に
発
達
し
、教
育
に
お
い
て
も
今
後
、

利
活
用
が
進
む
と
見
込
ま
れ
る
生
成
A
I
。

政
府
の
方
針
や
課
題
の
検
討
状
況
、先
ん
じ
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
大
学
の
動
き
を
ま
と
め
た
。

トピック

3

（出典）ボストンコンサルティンググループ（2018）「企業の人工知能（AI）
の導入状況に関する各国調査」を引用した令和元年度情報通信白書
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一部の業務をAIに置き換えている
一部の業務でAIのパイロット運用を行っている

不適切なデータの存在 悪用する者の存在

学習

データ

質問

生成物
AI



学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

入
試
に
込
め
る
に
は

教
務
と
入
試
の
部
署
間
の

連
携
が
不
可
欠

少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を

考
え
る
視
点
が
大
切
に

大
学
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

〝
学
び
〞そ
の
も
の
を

広
報
資
源
に

取材・文／本間学　撮影／坂井公秋

教
育
の
特
徴
は

高
校
生
に
伝
わ
り
に
く
い

＊1 Sustainable Development Project organized Problem Based Learning。持続可能な社会の発展に資する人材育成という大学の教育目標のためのオリジナルPBL
＊2 東京都市大学オーストラリアプログラム。1年次からの準備教育と2年次約4か月間の留学を合わせた2年にわたる独自の国際人育成プログラム
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福島大学　教育推進機構 
アドミッションセンター 副センター長
しんどうよういち●高等教育機関専門のコンサル・広告企業を経て、2019年に福島大学に入
職。現在、福島大学は東日本大震災をきっかけに、予測困難な時代に自ら判断し行動できる人材を
育成するために教育改革に取り組んでおり、その中で主に入試および高大接続の分野を担当。

教
育
改
革
で

募
集
力
を

高
め
る
に
は
？

〜
3
大
学
の
入
試
部
リ
ー
ダ
ー
鼎
談

教
育
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
３
大
学
の
入
試
広
報
責
任
者
が

教
育
改
革
と
連
動
し
た
募
集
広
報
の
あ
り
方
、高
校
と
の
関
係
づ
く
り
、

文
科
省
施
策
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

＊3 Ryukoku Inventive Program

特集  教育改革と学生募集

Talk Session

新藤 洋一龍谷大学  
入試部・高大連携推進室 事務部長

おかだゆうすけ●1995年4月、龍谷大学に入職。文学部教務課、システム課、学長室を経て、
2020年度から現職。2004～2019年度までの16年間、学長室において経営企画、中長期計画、
設置認可申請、IRなどの業務に携わる。

岡田 雄介

東京都市大学   
入試部長

すがぬまなおはる●1990年学校法人五島育英会に入職。東横学園女子短期大学・就職課、武
蔵工業大学・教務課を経て、2006年大学統合推進化事務室で1法人内２大学統合実務を担当。
新学部事務・教務・財務課を経て、2017年より現職。

菅沼 直治

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

龍
谷
大
学
・
岡
田

　高
校
生
は
も
っ
ぱ

ら
新
学
部
や
学
部
改
組
の
動
き
か
ら
中

堅
大
学
を
知
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
大
規

模
総
合
大
学
の
場
合
、
学
部
ご
と
の
学

び
の
詳
細
を
伝
え
き
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
私
自
身
は
長
ら
く
経
営
企
画
に
お

り
、
中
期
計
画
や
学
部
設
置
に
関
わ
っ

て
き
た
た
め
、
マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
入

試
戦
略
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
教

育
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、
ど
の

大
学
も
教
育
内
容
で
の
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
、

併
願
関
係
の
大
学
間
で
学
部
構
成
が
似

通
う
傾
向
に
あ
り
、
ま
す
ま
す
差
別
化

―
―
人
口
減
下
で
学
生
募
集
の
重
責

を
担
う
身
か
ら
見
た
教
育
改
革
と
は
？

東
京
都
市
大
学
・
菅
沼

　志
願
者
を
増

や
す
う
え
で
の
最
上
位
施
策
は
学
部
改

組
で
す
。
近
年
、
S
D 

P
B
L
や

T
A
P
な
ど
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
募

集
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
に
は
な
り

に
く
い
。
私
自
身
、
教
務
畑
も
経
験
し

ま
し
た
が
、
当
時
は
学
内
調
整
が
主
な

仕
事
で
、「
こ
の
教
育
は
高
校
生
に
ど

う
見
え
る
か
」
と
い
う
視
点
は
あ
ま
り

し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
大
学
・
新
藤

　地
方
国
立
大
の
課

題
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
自
己
採
点
で
出

願
先
が
決
ま
り
、
教
育
研
究
の
特
徴
で

は
志
望
さ
れ
に
く
い
点
で
す
。
高
校
生

は
「
国
立
」
と
い
う
認
識
だ
け
で
、
ど

ん
な
教
育
か
知
ら
ぬ
ま
ま
出
願
し
、
大

学
も
受
験
生
の
顔
が
見
え
る
の
は
願
書

が
届
い
て
か
ら
。
こ
の
状
況
を
打
破
す

る
べ
く
、
探
究
学
習
支
援
な
ど
の
高
大

接
続
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

菅
沼

　学
生
募
集
で
は
、
大
学
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
が
重
要
で
す
。
大
学
は
、

設
置
区
分
×
立
地
×
規
模
×
偏
差
値
な

ど
で
、
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
、
ニ
ッ
チ
ャ
ー
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
受
験
産
業
が
生
み

出
し
た
偏
差
値
は
、
文
科
省
発
出
の
文

書
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は

大
学
評
価
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
１
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

か
で
戦
略
は
変
わ
り
ま
す
が
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
本
学
は
、学
部
改
組
、

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
再
整
備
な
ど
、
ほ
ぼ
、
毎
年
改

革
に
取
り
組
み
、
差
別
化
す
る
戦
略
を

と
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
偏
差

値
と
は
異
な
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
の

リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

岡
田

　常
に
「
動
き
」
を
見
せ
る
こ
と

ム
の
創
出
に
よ
り
、
教
学
促
進
・
充
実

を
目
的
と
す
る
「
企
画
選
定
型
」
の
事

業
を
展
開
し
、
全
学
的
な
教
育
改
革
・

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
藤

　福
島
大
学
は
近
年
、「
ふ
く
し

ま
未
来
学
」
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、

文
理
融
合
教
育
に
つ
い
て
は
、
20
年
前

よ
り
学
群
学
類
制
を
採
用
す
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
育
に
自
信
は

あ
る
も
の
の
、
そ
の
価
値
を
高
校
に
伝

え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
募
集
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
受
験
生

向
け
の
短
期
的
な
も
の
と
、
中
期
的
な

フ
ァ
ン
づ
く
り
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

は
改
革
に
積
極
的
な
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

を
定
着
さ
せ
、
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
も
な
り
ま
す
。
本
学
も
近
年
で
は
、

農
学
部
の
新
設
、
国
際
学
部
の
改
組
・

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
、
先
端
理
工
学
部
の

改
組
に
加
え
、
本
年
4
月
に
は
心
理
学

部
を
新
設
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
入
試
制
度
改
革
や
学
生
募
集
広

報
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
堅
調

な
学
生
募
集
が
続
く
一
方
で
、
学
内
に

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
の
油
断
が
生
ま
れ
、

ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、「
龍
谷
I
P
」
と
い
う
年
間
最
大

1
億
円
の
採
択
型
教
育
改
革
資
金
を
設

け
、
再
構
築
を
含
む
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ

あ
り
ま
す
。
共
通
テ
ス
ト
後
に
出
願
先

を
決
め
る
国
立
大
志
望
者
に
は
、
短
期

的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
寄
り
の
広
報
は

不
向
き
で
す
。
そ
こ
で
今
、
学
び
そ
の

も
の
を
広
報
資
源
と
し
て
高
校
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
接
触
段

階
か
ら
リ
ス
ト
化
す
る
試
み
を
始
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
型
選
抜
と
の
接

続
を
見
据
え
、
探
究
学
習
の
支
援
も
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岡
田

　探
究
学
習
と
い
え
ば
、
東
京
都

市
大
学
が
始
め
た
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

菅
沼

　オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
来
校
型
の
探

究
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
は
研
究
成

果
を
本
学
の
年
内
入
試
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
来
校
型
イ
ベ
ン
ト
は
参

加
者
数
で
成
果
を
測
り
が
ち
で
す
が
、

志
望
度
の
強
い
受
験
生
の
出
願
に
つ
な

が
ら
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
本
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
差
別
化
と

体
系
化
を
図
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

研
究
志
向
の
高
い
志
願
者
を
掘
り
起
こ

高
校
も
大
学
も
お
互
い
を

知
ら
ぬ
ま
ま
で
の
高
大
接
続

＊1

＊2

＊3 学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

入
試
に
込
め
る
に
は

教
務
と
入
試
の
部
署
間
の

連
携
が
不
可
欠

少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を

考
え
る
視
点
が
大
切
に

大
学
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

〝
学
び
〞そ
の
も
の
を

広
報
資
源
に

取材・文／本間学　撮影／坂井公秋

教
育
の
特
徴
は

高
校
生
に
伝
わ
り
に
く
い

＊1 Sustainable Development Project organized Problem Based Learning。持続可能な社会の発展に資する人材育成という大学の教育目標のためのオリジナルPBL
＊2 東京都市大学オーストラリアプログラム。1年次からの準備教育と2年次約4か月間の留学を合わせた2年にわたる独自の国際人育成プログラム
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、

文
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ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
。

＊3 Ryukoku Inventive Program

特集  教育改革と学生募集

Talk Session

新藤 洋一龍谷大学  
入試部・高大連携推進室 事務部長

おかだゆうすけ●1995年4月、龍谷大学に入職。文学部教務課、システム課、学長室を経て、
2020年度から現職。2004～2019年度までの16年間、学長室において経営企画、中長期計画、
設置認可申請、IRなどの業務に携わる。

岡田 雄介

東京都市大学   
入試部長

すがぬまなおはる●1990年学校法人五島育英会に入職。東横学園女子短期大学・就職課、武
蔵工業大学・教務課を経て、2006年大学統合推進化事務室で1法人内２大学統合実務を担当。
新学部事務・教務・財務課を経て、2017年より現職。

菅沼 直治

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

龍
谷
大
学
・
岡
田

　高
校
生
は
も
っ
ぱ

ら
新
学
部
や
学
部
改
組
の
動
き
か
ら
中

堅
大
学
を
知
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
大
規

模
総
合
大
学
の
場
合
、
学
部
ご
と
の
学

び
の
詳
細
を
伝
え
き
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
私
自
身
は
長
ら
く
経
営
企
画
に
お

り
、
中
期
計
画
や
学
部
設
置
に
関
わ
っ

て
き
た
た
め
、
マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
入

試
戦
略
を
考
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
教

育
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
み
、
ど
の

大
学
も
教
育
内
容
で
の
大
き
な
違
い
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
般
的
に
は
、

併
願
関
係
の
大
学
間
で
学
部
構
成
が
似

通
う
傾
向
に
あ
り
、
ま
す
ま
す
差
別
化

―
―
人
口
減
下
で
学
生
募
集
の
重
責

を
担
う
身
か
ら
見
た
教
育
改
革
と
は
？

東
京
都
市
大
学
・
菅
沼

　志
願
者
を
増

や
す
う
え
で
の
最
上
位
施
策
は
学
部
改

組
で
す
。
近
年
、
S
D 

P
B
L
や

T
A
P
な
ど
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
募

集
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ
タ
ー
に
は
な
り

に
く
い
。
私
自
身
、
教
務
畑
も
経
験
し

ま
し
た
が
、
当
時
は
学
内
調
整
が
主
な

仕
事
で
、「
こ
の
教
育
は
高
校
生
に
ど

う
見
え
る
か
」
と
い
う
視
点
は
あ
ま
り

し
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

福
島
大
学
・
新
藤

　地
方
国
立
大
の
課

題
は
、
共
通
テ
ス
ト
の
自
己
採
点
で
出

願
先
が
決
ま
り
、
教
育
研
究
の
特
徴
で

は
志
望
さ
れ
に
く
い
点
で
す
。
高
校
生

は
「
国
立
」
と
い
う
認
識
だ
け
で
、
ど

ん
な
教
育
か
知
ら
ぬ
ま
ま
出
願
し
、
大

学
も
受
験
生
の
顔
が
見
え
る
の
は
願
書

が
届
い
て
か
ら
。
こ
の
状
況
を
打
破
す

る
べ
く
、
探
究
学
習
支
援
な
ど
の
高
大

接
続
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

菅
沼

　学
生
募
集
で
は
、
大
学
の
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
が
重
要
で
す
。
大
学
は
、

設
置
区
分
×
立
地
×
規
模
×
偏
差
値
な

ど
で
、
リ
ー
ダ
ー
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
、
ニ
ッ
チ
ャ
ー
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
受
験
産
業
が
生
み

出
し
た
偏
差
値
は
、
文
科
省
発
出
の
文

書
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
は

大
学
評
価
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
１
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

か
で
戦
略
は
変
わ
り
ま
す
が
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
本
学
は
、学
部
改
組
、

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
再
整
備
な
ど
、
ほ
ぼ
、
毎
年
改

革
に
取
り
組
み
、
差
別
化
す
る
戦
略
を

と
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
偏
差

値
と
は
異
な
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
の

リ
ー
ダ
ー
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

岡
田

　常
に
「
動
き
」
を
見
せ
る
こ
と

ム
の
創
出
に
よ
り
、
教
学
促
進
・
充
実

を
目
的
と
す
る
「
企
画
選
定
型
」
の
事

業
を
展
開
し
、
全
学
的
な
教
育
改
革
・

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
藤

　福
島
大
学
は
近
年
、「
ふ
く
し

ま
未
来
学
」
を
中
心
と
し
た
地
域
で
の

サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
、

文
理
融
合
教
育
に
つ
い
て
は
、
20
年
前

よ
り
学
群
学
類
制
を
採
用
す
る
こ
と
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
育
に
自
信
は

あ
る
も
の
の
、
そ
の
価
値
を
高
校
に
伝

え
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

生
募
集
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
は
受
験
生

向
け
の
短
期
的
な
も
の
と
、
中
期
的
な

フ
ァ
ン
づ
く
り
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

は
改
革
に
積
極
的
な
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

を
定
着
さ
せ
、
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル

に
も
な
り
ま
す
。
本
学
も
近
年
で
は
、

農
学
部
の
新
設
、
国
際
学
部
の
改
組
・

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
、
先
端
理
工
学
部
の

改
組
に
加
え
、
本
年
4
月
に
は
心
理
学

部
を
新
設
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
入
試
制
度
改
革
や
学
生
募
集
広

報
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
堅
調

な
学
生
募
集
が
続
く
一
方
で
、
学
内
に

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
の
油
断
が
生
ま
れ
、

ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、「
龍
谷
I
P
」
と
い
う
年
間
最
大

1
億
円
の
採
択
型
教
育
改
革
資
金
を
設

け
、
再
構
築
を
含
む
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ

あ
り
ま
す
。
共
通
テ
ス
ト
後
に
出
願
先

を
決
め
る
国
立
大
志
望
者
に
は
、
短
期

的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
寄
り
の
広
報
は

不
向
き
で
す
。
そ
こ
で
今
、
学
び
そ
の

も
の
を
広
報
資
源
と
し
て
高
校
生
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
接
触
段

階
か
ら
リ
ス
ト
化
す
る
試
み
を
始
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
型
選
抜
と
の
接

続
を
見
据
え
、
探
究
学
習
の
支
援
も
強

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

岡
田

　探
究
学
習
と
い
え
ば
、
東
京
都

市
大
学
が
始
め
た
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

菅
沼

　オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
来
校
型
の
探

究
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
は
研
究
成

果
を
本
学
の
年
内
入
試
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
来
校
型
イ
ベ
ン
ト
は
参

加
者
数
で
成
果
を
測
り
が
ち
で
す
が
、

志
望
度
の
強
い
受
験
生
の
出
願
に
つ
な

が
ら
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
本
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
差
別
化
と

体
系
化
を
図
り
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、

研
究
志
向
の
高
い
志
願
者
を
掘
り
起
こ

高
校
も
大
学
も
お
互
い
を

知
ら
ぬ
ま
ま
で
の
高
大
接
続

＊1

＊2

＊3
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リ
ン
ク
し
て
い
ま
し
た
。

岡
田

　緻
密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
と

も
に
、
自
学
の
理
念
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

照
ら
し
て
「
勝
算
が
あ
る
」
と
確
信
が

持
て
な
け
れ
ば
、
新
設
し
て
も
初
年
度

か
ら
定
員
割
れ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
設
置
認
可
要
件
の
厳
格
化
に

関
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
の

下
で
学
部
設
置
を
し
て
き
た
大
学
な

ら
、
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
設
置
認
可
業
務
は
、
経
験
値

が
も
の
を
言
い
ま
す
。
久
し
く
新
設
を

し
て
い
な
い
大
学
は
難
し
さ
を
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
私
が
副
会

長
を
務
め
る
大
学
行
政
管
理
学
会
で

は
、
設
置
認
可
業
務
の
課
題
を
共
有
す

る
研
究
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
に
お
い
て
も
、
今
後

の
学
生
募
集
環
境
は
相
当
厳
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
部
間
の
科
目

の
重
複
や
教
育
成
果
の
可
視
化
の
問
題

な
ど
は
、
ど
の
大
学
で
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
、
組
織
改
編
等
改
革
の
検
討
を

進
め
て
い
る
大
学
は
少
な
く
な
い
は
ず

で
す
。
こ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
、
地

方
国
立
大
学
で
は
入
試
も
含
め
た
改
革

が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
大
学
教
育

と
入
試
広
報
の
あ
り
方
は
？

岡
田

　い
よ
い
よ
少
子
化
の
影
響
が
深

刻
化
す
る
中
で
、
受
験
生
を
た
く
さ
ん

集
め
、
入
試
で
ふ
る
い
落
と
す
と
い
う

従
来
の
「
選
抜
型
」
の
学
生
募
集
策
は

先
が
見
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
接
触

段
階
か
ら
高
校
生
と
関
係
性
を
深
め
、

教
育
内
容
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
意

欲
を
高
め
て
受
験
す
る
よ
う
導
く
「
接

続
型
」
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。
片

や
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
高
等
教

育
は
成
長
産
業
で
す
。
本
気
で
留
学
生

を
確
保
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
大

学
」を
め
ざ
す
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

2
0
4
0
年
代
に
は
、
在
学
生
の
半
数

が
外
国
籍
に
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

菅
沼

　お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
入
試
の
選

抜
機
能
は
ど
ん
ど
ん
弱
く
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
本
学
は
入
試
制
度
と
大
学

の
特
色
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
、
広
報
機
能
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
１

９
年
度
に
導
入
し
た
原
子
力
人
材
入
試

で
す
。
こ
れ
は
高
度
な
使
命
感
を
持
っ

た
原
子
力
技
術
者
を
養
成
し
た
い
と
い

う
意
思
を
込
め
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
原
子

力
安
全
工
学
科
は
本
年
度
入
試
で
も
志

願
者
が
増
加
し
、
志
の
高
い
学
生
が
入

学
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
試

に
大
学
が
学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

る
に
は
、
教
務
と
入
試
の
部
署
間
の
連

携
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
の
入
試
制
度
に
お
い

て
は
、
依
然
と
し
て
70
%
以
上
を
共
通

テ
ス
ト
と
個
別
学
力
検
査
に
よ
る
一
般

選
抜
が
占
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
学
ぶ

志
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
5
、
6
教
科

の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
地
方
国
立
大
学
で
は
探

究
学
習
と
紐
づ
け
た
総
合
型
選
抜
の
導

入
と
募
集
人
員
枠
の
拡
大
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
学
も
2
0
2
5
年
度
入
試
か

ら
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
に
お
い

て
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
く
総
合
型
選
抜

枠
を
拡
大
し
、
か
つ
女
子
枠
を
設
け
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
今
後
の
入
試
改
革
に

向
け
て
、
高
校
教
員
と
本
音
で
話
す
機

会
を
増
や
し
て
現
場
の
課
題
を
共
有

し
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
本
学
の
魅
力
を
積
極
的
に
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
大
接
続
改

革
が
正
し
い
方
向
に
進
め
ば
、
偏
差
値

が
全
て
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
国

立
大
に
と
っ
て
は
危
機
で
も
あ
り
ま
す

が
、
独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

岡
田

　少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は
、

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を
捉
え
る

視
点
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
専
門
分
野
を
教
授
す
る
よ
り
も
、
分

野
を
問
わ
ず
、
今
、
社
会
が
直
面
す
る

課
題
の
解
決
に
資
す
る
教
育
の
提
供
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
見
合
っ
た
教

育
改
革
や
３
ポ
リ
シ
ー
の
設
定
、
学
生

募
集
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
た
め
に
学
科
が
主
催
す
る
探
究
支
援

の
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
」
も
始
め
ま
し
た
。

新
藤

　大
学
教
員
が
高
校
生
に
直
接
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
機
会
が
増
え
る
の
は

い
い
で
す
ね
。
教
員
の
中
に
は
、
高
校

の
変
化
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で

き
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。
他
方
、
高

校
教
員
の
中
に
も
入
試
と
い
う
一
面
で

し
か
、
大
学
に
目
を
向
け
な
い
人
も
い

る
。
高
大
接
続
改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
で
す
が
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
と

こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
限
り
、
深
い
部
分

に
踏
み
込
め
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

岡
田

　高
校
教
育
の
現
場
で
は
、
２
０

２
２
年
度
か
ら
新
時
代
に
対
応
し
た
高

等
学
校
改
革
推
進
事
業
（
普
通
科
改
革

支
援
事
業
）
に
基
づ
く
「
新
普
通
科
高

校
」
が
全
国
に
出
来
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
い
わ
ば
、
大
学
進
学
を
目
的
と
し
な

い
普
通
科
。
本
年
開
校
し
た
京
都
市
立

開
建
高
校
は
、
広
い
学
習
空
間
と
、
自

由
な
発
想
で
学
べ
る
環
境
を
備
え
、
地

域
の
課
題
解
決
を
探
る
探
究
学
習
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
京
都
市
教
育

委
員
会
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
現
在
、
い
く
つ
か
の
学
部
と
、
高

校
生
と
大
学
生
が
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

一
緒
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
形
に
な
れ

ば
、
全
学
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
藤

　わ
れ
わ
れ
も
、
ふ
く
し
ま
未
来

学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
校
の
探
究
学
習
支

援
に
つ
な
げ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
探
究

を
軸
と
し
た
高
大
連
携
の
モ
デ
ル
づ
く

り
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
こ

と
に
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
た
い
と
、

今
ま
で
入
学
者
が
少
な
か
っ
た
中
国
、

四
国
や
関
西
エ
リ
ア
か
ら
入
学
す
る
学

生
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
保
守
的
な
進

路
指
導
を
す
る
高
校
教
員
も
ま
だ
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
以
前
よ
り
も
受
験

生
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
近
年
の
文
科
省
の
施
策
に
は
、
ど

う
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

菅
沼

　以
前
は
文
科
省
の
施
策
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
、
正
解
を

手
に
入
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
は
そ
れ
ら
の
施
策
は
、
大

学
の
生
き
残
り
を
保
証
す
る
も
の
で
は

な
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
重
要
な
の

は
、
施
策
を
冷
静
に
見
極
め
て
自
学
の

改
革
に
活
用
す
る
こ
と
。
実
際
、
年
内

入
試
重
視
の
改
革
は
、
文
科
省
の
施
策

を
後
ろ
盾
に
し
て
進
め
た
も
の
で
す
。

岡
田

　行
政
の
縦
割
り
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
理
工
農
系
学
部

拡
充
の
支
援
事
業
で
公
私
立
大
学
２
５

０
学
部
を
文
系
か
ら
理
系
に
転
換
ま
た

は
新
設
す
る
の
は
よ
い
の
で
す
が
、
そ

の
需
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

は
初
等
中
等
教
育
の
段
階
か
ら
理
系
を

志
向
す
る
生
徒
を
増
や
す
施
策
が
不
可

欠
な
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
政
策
誘
導

の
面
で
、
そ
う
し
た
動
き
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
等
教
育
だ
け
が
理

系
学
部
を
増
や
し
て
も
、
そ
の
政
策
に

持
続
可
能
性
は
担
保
さ
れ
ま
せ
ん
。

菅
沼

　本
学
を
は
じ
め
最
近
、
設
置
が

相
次
ぐ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
学
部
・

学
科
を
持
つ
大
学
を
全
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
大
学
の
既
存
学
部
の
偏
差
値

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
学
生
募
集
の
状
況
が

文
科
施
策
を
冷
静
に
見
極
め

「
使
っ
て
」生
き
残
る

入
試
を
選
抜
型
か
ら

接
続
型
に
移
行
す
る
に
は

浄土真宗の精神
「平等・自立・内省・感謝・平和の心」
「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」

“公正” “自由” “自治” 
基本理念
「地域と共に21世紀的課題に
立ち向かう大学」

キャンパス／京都府京都市、滋賀県大津市
学生数／21,064人
学部／文、心理、経済、経営、法、政策、国際、
先端理工、社会、農
研究科／文学、経済学、経営学、法学、理工学、
社会学、国際学、政策学、農学、実践真宗学

キャンパス／東京都世田谷区、神奈川県横浜市
学生数／7,987人
学部／理工、建築都市デザイン、情報工、
環境、メディア情報、デザイン・データ科学、
都市生活、人間科学
大学院／総合理工学、環境情報学

キャンパス／福島県福島市
学生数／4,377人
学類／人間発達文化、行政政策、経済経営、
共生システム理工、食農
大学院／地域デザイン科学、教職実践、
共生システム理工学、食農科学

龍谷大学 東京都市大学 福島大学

▶教育連携校（北陸高校、崇徳高校、神戸龍谷
高校、相愛高校）への教育プログラムの提供、
推薦入試制度による受け入れ
▶高大連携協定校（滋賀、京都、大阪、奈良の
公私立30校）への学習機会（進路ガイダンス・
模擬講義・大学見学会など）の提供
▶宗門関係校（20校）との高大連携・推薦入試
制度による受け入れ

▶来校型イベントを体系化。オープンキャンパス、
オープンミッション（探究学習プログラム）、オープ
ンファカルティ（学部学科独自企画）を実施
▶「原子力人材入試」のほか、「学際探究入試
（理工系）」「創作ソフトウェア入試」「創造デザ
イン入試」など、名称に学びのメッセージを込めた
入試を展開

▶総合型・学校推薦型選抜の募集人員の拡大
（３割）
▶県内高校の探究学習の支援
▶隣接県の教育庁、高校などとの「高大接続研
究会」の開催等

入試広報や
高大接続の
取り組み

▶「仏教SDGｓ」の理念を掲げ、SDGｓの達成
に資する取り組みを推進
▶歴史、古文書、日本文学、文化遺産学などに
伝統的な強みを持つ
▶どの学部にも何らかの形で地域社会に出る
フィールドワークがあり、全般的にアクティブ・
ラーニング系の学びが浸透している
▶「環境DNA」（先端理工学部）、「矯正・保
護」（法学部）、「食嗜好研究」「アグリDX」（農
学部）など、独自研究を展開
▶心理学部を2023年4月に新設

▶工学を源流とする「理工系総合大学」
▶PBL科目を全学部学科の学生に対して開講
▶「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラムを
展開し、「自身の専門分野を活かしつつ異分野
融合に取り組むことで、今までにないものを生み
出す」力を育成
▶データサイエンス、デザイン、グローバルリテラ
シーを学ぶ「デザイン・データ科学部」を2023年
４月に新設

▶震災を経験した大学として、VUCA時代の社
会課題解決に対応すべく、学生自らが考え、判
断し、行動できるようになるための教育に転換
▶「ふくしま未来学」の実施のほか、地域連携
をより積極化するために地域未来デザインセ
ンターを設置。過疎問題への対応や地域の
産業インキュベーション、被災地支援、風評被
害の払拭、食の安全などをテーマに人材育成
に取り組む

大学

建学の精神

概要

教育の特徴
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リ
ン
ク
し
て
い
ま
し
た
。

岡
田

　緻
密
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
と

も
に
、
自
学
の
理
念
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

照
ら
し
て
「
勝
算
が
あ
る
」
と
確
信
が

持
て
な
け
れ
ば
、
新
設
し
て
も
初
年
度

か
ら
定
員
割
れ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　ま
た
、
設
置
認
可
要
件
の
厳
格
化
に

関
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
の

下
で
学
部
設
置
を
し
て
き
た
大
学
な

ら
、
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
設
置
認
可
業
務
は
、
経
験
値

が
も
の
を
言
い
ま
す
。
久
し
く
新
設
を

し
て
い
な
い
大
学
は
難
し
さ
を
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、
私
が
副
会

長
を
務
め
る
大
学
行
政
管
理
学
会
で

は
、
設
置
認
可
業
務
の
課
題
を
共
有
す

る
研
究
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
に
お
い
て
も
、
今
後

の
学
生
募
集
環
境
は
相
当
厳
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
部
間
の
科
目

の
重
複
や
教
育
成
果
の
可
視
化
の
問
題

な
ど
は
、
ど
の
大
学
で
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

す
べ
く
、
組
織
改
編
等
改
革
の
検
討
を

進
め
て
い
る
大
学
は
少
な
く
な
い
は
ず

で
す
。
こ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
、
地

方
国
立
大
学
で
は
入
試
も
含
め
た
改
革

が
進
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
大
学
教
育

と
入
試
広
報
の
あ
り
方
は
？

岡
田

　い
よ
い
よ
少
子
化
の
影
響
が
深

刻
化
す
る
中
で
、
受
験
生
を
た
く
さ
ん

集
め
、
入
試
で
ふ
る
い
落
と
す
と
い
う

従
来
の
「
選
抜
型
」
の
学
生
募
集
策
は

先
が
見
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
接
触

段
階
か
ら
高
校
生
と
関
係
性
を
深
め
、

教
育
内
容
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
意

欲
を
高
め
て
受
験
す
る
よ
う
導
く
「
接

続
型
」
へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
す
。
片

や
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
高
等
教

育
は
成
長
産
業
で
す
。
本
気
で
留
学
生

を
確
保
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
大

学
」を
め
ざ
す
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

2
0
4
0
年
代
に
は
、
在
学
生
の
半
数

が
外
国
籍
に
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

菅
沼

　お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
入
試
の
選

抜
機
能
は
ど
ん
ど
ん
弱
く
な
っ
て
い
く

で
し
ょ
う
。
本
学
は
入
試
制
度
と
大
学

の
特
色
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
、
広
報
機
能
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
１

９
年
度
に
導
入
し
た
原
子
力
人
材
入
試

で
す
。
こ
れ
は
高
度
な
使
命
感
を
持
っ

た
原
子
力
技
術
者
を
養
成
し
た
い
と
い

う
意
思
を
込
め
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
原
子

力
安
全
工
学
科
は
本
年
度
入
試
で
も
志

願
者
が
増
加
し
、
志
の
高
い
学
生
が
入

学
し
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
試

に
大
学
が
学
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

る
に
は
、
教
務
と
入
試
の
部
署
間
の
連

携
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

新
藤

　国
立
大
学
の
入
試
制
度
に
お
い

て
は
、
依
然
と
し
て
70
%
以
上
を
共
通

テ
ス
ト
と
個
別
学
力
検
査
に
よ
る
一
般

選
抜
が
占
め
て
い
ま
す
。
た
と
え
学
ぶ

志
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
5
、
6
教
科

の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
地
方
国
立
大
学
で
は
探

究
学
習
と
紐
づ
け
た
総
合
型
選
抜
の
導

入
と
募
集
人
員
枠
の
拡
大
が
進
ん
で
い

ま
す
。
本
学
も
2
0
2
5
年
度
入
試
か

ら
共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類
に
お
い

て
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
く
総
合
型
選
抜

枠
を
拡
大
し
、
か
つ
女
子
枠
を
設
け
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
今
後
の
入
試
改
革
に

向
け
て
、
高
校
教
員
と
本
音
で
話
す
機

会
を
増
や
し
て
現
場
の
課
題
を
共
有

し
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
本
学
の
魅
力
を
積
極
的
に
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
大
接
続
改

革
が
正
し
い
方
向
に
進
め
ば
、
偏
差
値

が
全
て
で
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
国

立
大
に
と
っ
て
は
危
機
で
も
あ
り
ま
す

が
、
独
自
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

岡
田

　少
子
化
の
時
代
に
お
い
て
は
、

募
集
ニ
ー
ズ
か
ら
教
育
改
革
を
捉
え
る

視
点
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
専
門
分
野
を
教
授
す
る
よ
り
も
、
分

野
を
問
わ
ず
、
今
、
社
会
が
直
面
す
る

課
題
の
解
決
に
資
す
る
教
育
の
提
供
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
見
合
っ
た
教

育
改
革
や
３
ポ
リ
シ
ー
の
設
定
、
学
生

募
集
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
た
め
に
学
科
が
主
催
す
る
探
究
支
援

の
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
」
も
始
め
ま
し
た
。

新
藤

　大
学
教
員
が
高
校
生
に
直
接
コ

ン
タ
ク
ト
で
き
る
機
会
が
増
え
る
の
は

い
い
で
す
ね
。
教
員
の
中
に
は
、
高
校

の
変
化
に
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
学
習

指
導
要
領
の
改
訂
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で

き
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。
他
方
、
高

校
教
員
の
中
に
も
入
試
と
い
う
一
面
で

し
か
、
大
学
に
目
を
向
け
な
い
人
も
い

る
。
高
大
接
続
改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し

い
で
す
が
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
と

こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
限
り
、
深
い
部
分

に
踏
み
込
め
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

岡
田

　高
校
教
育
の
現
場
で
は
、
２
０

２
２
年
度
か
ら
新
時
代
に
対
応
し
た
高

等
学
校
改
革
推
進
事
業
（
普
通
科
改
革

支
援
事
業
）
に
基
づ
く
「
新
普
通
科
高

校
」
が
全
国
に
出
来
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
い
わ
ば
、
大
学
進
学
を
目
的
と
し
な

い
普
通
科
。
本
年
開
校
し
た
京
都
市
立

開
建
高
校
は
、
広
い
学
習
空
間
と
、
自

由
な
発
想
で
学
べ
る
環
境
を
備
え
、
地

域
の
課
題
解
決
を
探
る
探
究
学
習
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
京
都
市
教
育

委
員
会
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
お

り
、
現
在
、
い
く
つ
か
の
学
部
と
、
高

校
生
と
大
学
生
が
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

一
緒
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
形
に
な
れ

ば
、
全
学
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
藤

　わ
れ
わ
れ
も
、
ふ
く
し
ま
未
来

学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
校
の
探
究
学
習
支

援
に
つ
な
げ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
探
究

を
軸
と
し
た
高
大
連
携
の
モ
デ
ル
づ
く

り
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
こ

と
に
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
た
い
と
、

今
ま
で
入
学
者
が
少
な
か
っ
た
中
国
、

四
国
や
関
西
エ
リ
ア
か
ら
入
学
す
る
学

生
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
保
守
的
な
進

路
指
導
を
す
る
高
校
教
員
も
ま
だ
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
以
前
よ
り
も
受
験

生
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
近
年
の
文
科
省
の
施
策
に
は
、
ど

う
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

菅
沼

　以
前
は
文
科
省
の
施
策
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
、
正
解
を

手
に
入
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
は
そ
れ
ら
の
施
策
は
、
大

学
の
生
き
残
り
を
保
証
す
る
も
の
で
は

な
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
重
要
な
の

は
、
施
策
を
冷
静
に
見
極
め
て
自
学
の

改
革
に
活
用
す
る
こ
と
。
実
際
、
年
内

入
試
重
視
の
改
革
は
、
文
科
省
の
施
策

を
後
ろ
盾
に
し
て
進
め
た
も
の
で
す
。

岡
田

　行
政
の
縦
割
り
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
理
工
農
系
学
部

拡
充
の
支
援
事
業
で
公
私
立
大
学
２
５

０
学
部
を
文
系
か
ら
理
系
に
転
換
ま
た

は
新
設
す
る
の
は
よ
い
の
で
す
が
、
そ

の
需
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

は
初
等
中
等
教
育
の
段
階
か
ら
理
系
を

志
向
す
る
生
徒
を
増
や
す
施
策
が
不
可

欠
な
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
政
策
誘
導

の
面
で
、
そ
う
し
た
動
き
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
等
教
育
だ
け
が
理

系
学
部
を
増
や
し
て
も
、
そ
の
政
策
に

持
続
可
能
性
は
担
保
さ
れ
ま
せ
ん
。

菅
沼

　本
学
を
は
じ
め
最
近
、
設
置
が

相
次
ぐ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
系
学
部
・

学
科
を
持
つ
大
学
を
全
て
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
大
学
の
既
存
学
部
の
偏
差
値

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
学
生
募
集
の
状
況
が

文
科
施
策
を
冷
静
に
見
極
め

「
使
っ
て
」生
き
残
る

入
試
を
選
抜
型
か
ら

接
続
型
に
移
行
す
る
に
は

浄土真宗の精神
「平等・自立・内省・感謝・平和の心」
「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」

“公正” “自由” “自治” 
基本理念
「地域と共に21世紀的課題に
立ち向かう大学」

キャンパス／京都府京都市、滋賀県大津市
学生数／21,064人
学部／文、心理、経済、経営、法、政策、国際、
先端理工、社会、農
研究科／文学、経済学、経営学、法学、理工学、
社会学、国際学、政策学、農学、実践真宗学

キャンパス／東京都世田谷区、神奈川県横浜市
学生数／7,987人
学部／理工、建築都市デザイン、情報工、
環境、メディア情報、デザイン・データ科学、
都市生活、人間科学
大学院／総合理工学、環境情報学

キャンパス／福島県福島市
学生数／4,377人
学類／人間発達文化、行政政策、経済経営、
共生システム理工、食農
大学院／地域デザイン科学、教職実践、
共生システム理工学、食農科学

龍谷大学 東京都市大学 福島大学

▶教育連携校（北陸高校、崇徳高校、神戸龍谷
高校、相愛高校）への教育プログラムの提供、
推薦入試制度による受け入れ
▶高大連携協定校（滋賀、京都、大阪、奈良の
公私立30校）への学習機会（進路ガイダンス・
模擬講義・大学見学会など）の提供
▶宗門関係校（20校）との高大連携・推薦入試
制度による受け入れ

▶来校型イベントを体系化。オープンキャンパス、
オープンミッション（探究学習プログラム）、オープ
ンファカルティ（学部学科独自企画）を実施
▶「原子力人材入試」のほか、「学際探究入試
（理工系）」「創作ソフトウェア入試」「創造デザ
イン入試」など、名称に学びのメッセージを込めた
入試を展開

▶総合型・学校推薦型選抜の募集人員の拡大
（３割）
▶県内高校の探究学習の支援
▶隣接県の教育庁、高校などとの「高大接続研
究会」の開催等

入試広報や
高大接続の
取り組み

▶「仏教SDGｓ」の理念を掲げ、SDGｓの達成
に資する取り組みを推進
▶歴史、古文書、日本文学、文化遺産学などに
伝統的な強みを持つ
▶どの学部にも何らかの形で地域社会に出る
フィールドワークがあり、全般的にアクティブ・
ラーニング系の学びが浸透している
▶「環境DNA」（先端理工学部）、「矯正・保
護」（法学部）、「食嗜好研究」「アグリDX」（農
学部）など、独自研究を展開
▶心理学部を2023年4月に新設

▶工学を源流とする「理工系総合大学」
▶PBL科目を全学部学科の学生に対して開講
▶「ひらめき・こと・もの・ひと」づくりプログラムを
展開し、「自身の専門分野を活かしつつ異分野
融合に取り組むことで、今までにないものを生み
出す」力を育成
▶データサイエンス、デザイン、グローバルリテラ
シーを学ぶ「デザイン・データ科学部」を2023年
４月に新設

▶震災を経験した大学として、VUCA時代の社
会課題解決に対応すべく、学生自らが考え、判
断し、行動できるようになるための教育に転換
▶「ふくしま未来学」の実施のほか、地域連携
をより積極化するために地域未来デザインセ
ンターを設置。過疎問題への対応や地域の
産業インキュベーション、被災地支援、風評被
害の払拭、食の安全などをテーマに人材育成
に取り組む

大学

建学の精神

概要

教育の特徴



特集  教育改革と学生募集

取材・文／本間学　撮影／筒井岳彦

　日
本
が
今
、
直
面
し
て
い
る
課
題
に

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な
ど
、

国
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
、

Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
、
街
づ
く
り
な
ど
、
地

域
活
性
の
た
め
に
地
域
レ
ベ
ル
で
考
え

る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
卓
越
し
た

研
究
を
目
的
と
す
る
大
学
は
役
割
が
自

明
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
大
学
は
自
ら

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
定
め
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
本
学
は
開
学
以
来
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
を
理
念
に
掲
げ
、
地
域
か
ら
日
本

を
変
え
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、
地
域

の
中
で
課
題
解
決
を
学
ぶ
教
育
を
広
く

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
機

に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
に
取
り

組
む
兵
庫
県
立
大
学
と
の
連
携
に
よ

り
、２
０
１
４
年
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
」（
以
下
Ｃ
Ｐ
）
科
目
を

ス
タ
ー
ト
。
２
０
１
７
年
に
「
地
域
連

携
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
進

化
さ
せ
ま
し
た
。理
念
の
実
現
に
向
け
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
地

域
の
人
々
と
共
に
課
題
解
決
が
で
き
る

C
P
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。学
生
は
、

座
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
繰
り
返

し
、
実
践
的
な
手
法
を
習
得
し
ま
す
。

１
年
次
の「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

は
全
学
必
修
科
目
。学
生
は
町
を
歩
き
、

住
民
と
対
話
し
、
自
然
や
歴
史
を
感
じ

な
が
ら
地
域
の
魅
力
と
課
題
を
発
見
し

ま
す
。
２
年
次
は
調
査
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学
修
、
地
域
で
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
、
３
年

次
は
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協

働
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

す
。「
Ｃ
Ｐ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
」
の
称
号

を
授
与
さ
れ
る
学
生
数
は
増
加
傾
向
。

大
学
で
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で
活

躍
す
る
人
や
、
鳴
子
温
泉
で
カ
フ
ェ
を

開
い
た
卒
業
生
も
出
て
い
ま
す
。

　地
域
と
連
携
し
た
学
び
は
、
専
門
の

授
業
や
ゼ
ミ
で
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
は
15
の
自
治
体
、17
の
企
業
・

公
的
機
関
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
教
員
が
地
域
の
会
議
に
参
加
す
る

件
数
は
年
間
6
0
0
回
以
上
。
そ
こ
で

生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
地
元

企
業
や
自
治
体
か
ら
テ
ー
マ
の
提
供
を

受
け
て
、
協
働
し
て
課
題
解
決
を
図
る

授
業
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　本
学
の
教
育
と
の
接
続
を
考
慮
し
、

入
試
も
見
直
し
ま
し
た
。
総
合
型
選
抜

で
は
、
探
究
学
習
で
身
に
付
け
た
協
働

力
や
課
題
解
決
力
を
評
価
す
る
た
め
、

講
義
を
受
け
た
う
え
で
レ
ポ
ー
ト
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
口
頭
試
問
を
含
む
面

接
を
課
す
形
に
し
ま
し
た
。
一
般
選
抜

に
は
論
説
と
い
う
記
述
式
総
合
問
題
を

設
け
、
情
報
分
析
・
活
用
能
力
等
を
評

価
し
て
い
ま
す
。

　人
口
減
少
が
著
し
い
地
方
で
は
人
材

輩
出
と
同
時
に
、
現
場
で
活
躍
す
る
社

会
人
の
能
力
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
拡
充
も
図
り
ま
す
。

　私
は
昨
年
ま
で
国
立
大
学
に
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
国
立
大
学
は
機
能
別
分

化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
共
通
の

枠
組
み
の
中
で
評
価
を
受
け
ま
す
。
一

方
、
公
立
大
学
は
横
並
び
の
評
価
は
な

く
、
各
自
治
体
が
求
め
る
、
あ
る
い
は

大
学
自
ら
が
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
い
け
る
の
が
利
点
だ
と
感
じ
ま

す
。
本
学
は
、
こ
の
地
域
に
不
可
欠
な

看
護
、
事
業
構
想
、
食
産
業
と
い
う
３

領
域
を
定
め
、
地
域
の
た
め
の
人
材
育

成
の
道
を
進
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
特
色
を
強
化
し
、
地
域
に
お
け
る

存
在
価
値
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ささきけいいち●1985年東北大学大学院歯学研究
科歯科学専攻修了。2000年東北大学歯学部教授、東
北大学大学院歯学研究科教授、2010年東北大学大
学院歯学研究科長、歯学部長。2021年東北大学理
事・副学長。2023年より現職。博士（歯学）。

佐々木 啓一
学長

地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て

地
域
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

大
学
の
活
動
全
て
が

地
域
課
題
解
決
を
重
視

29 No.309 28No.309

高大連携事業実績対応件数、参加者数（2022年度）

　高大接続改革における探究型学習の必要性の高まりを背景に、宮城大学は
高大連携推進室を2019年に設置した。これにより、各部署で実施されていた
高大接続の取り組みが一本化され、継続性のある連携が可能になった。事業
内容には「大学見学・出前講義」「アカデミック・インターンシップ」「探究型学習
の指導支援」「高大連携事業協議会」のほか、探究学習充実のための「高校
教員向け研修会」がある。
　探究型学習の指導支援では、大学の教員が高校に出向き、生徒にテーマ設
定や研究方法について助言する。課題解決型の学びを展開する同大学にとっ
て、探究支援は大学教育へのスムーズな接続につながる。「連携の実質化に
は、互いの教育への理解促進が不可欠。近隣の高校と年２回実施する高大連
携事業協議会は、高校のニーズを把握する機会になっている。今後は、本学の
教育にマッチした生徒がいる高校を把握し、積極的に情報を発信していきたい」
（佐々木学長）。

ニーズに合わせた教育支援を行い
高校・高校生にとって身近な大学へ

＊1 コミュニティ・プランナーアソシエイト：指定の科目を合計20単位以上履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。
＊2 コミュニティ・プランナー：２科目４単位を履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。

※コミュニティ・プランナーは、
　2022年度に1名授与

キャンパス／宮城県黒川郡、仙台市太白区　学生数／ 1,908人　創立／1997年
建学の精神／ホスピタリティとアメニティの究明と実現
学群／看護、事業構想、食産業
大学院／看護学、事業構想学、食産業学
THE 日本大学ランキング２０２３／151-200位

高大連携、入試、教育を一気通貫させ
地域の担い手を育てる

地域に密着した実践的な教育と、高大連携の強化を積極的に推進する宮城大学。
同大学の教育の取り組み、地域における公立大学の意義について学長に聞く。

宮城大学

CASE
STUDY

注目！

1年前期の
地域フィールドワークの様子

地域連携実践教育プログラム カリキュラム概要

208人

340人

1,806人

251人

4，074人

33人

（模擬講義なし）

（模擬講義あり）

12件

24件

35件

37校

46件

１件

地域連携実践教育プログラムの目的「地域とともに学ぶ。地域とともに歩む。」
地域の歴史・文化・資源を活かしたコミュニティづくりや、
地域の人びととともに課題解決ができるコミュニティ・プランナーの育成を目指す

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022（年度）

（人）50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

コミュニティ・プランナー
アソシエイト
授与者数推移

学群プログラム 大学院プログラム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

基盤教育・
全学必修科目

１年 前期

地域
フィールド
ワーク

CP科目・選択科目

CP関連科目・選択科目

CP
特別演習

CP
プロジェクト
研究

CP関連科目

3年 前・後期

CPフィールド
ワーク演習I・II

大学見学

出前講義

アカデミック・インターンシップ

探究型学習の指導支援

高大連携事業協議会

高校教員向け研修会

２回

２年 後期

CP実践論

２年 前期

CP概論
及び演習

高校での探究学習
支援の様子。大学
の研究指導ノウハ
ウを活用している
る。

＊1 ＊2
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取材・文／本間学　撮影／筒井岳彦

　日
本
が
今
、
直
面
し
て
い
る
課
題
に

は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な
ど
、

国
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
、

Ｄ
Ｘ
や
脱
炭
素
、
街
づ
く
り
な
ど
、
地

域
活
性
の
た
め
に
地
域
レ
ベ
ル
で
考
え

る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
卓
越
し
た

研
究
を
目
的
と
す
る
大
学
は
役
割
が
自

明
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
大
学
は
自
ら

が
果
た
す
べ
き
役
割
を
定
め
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
本
学
は
開
学
以
来
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

育
成
を
理
念
に
掲
げ
、
地
域
か
ら
日
本

を
変
え
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
、
地
域

の
中
で
課
題
解
決
を
学
ぶ
教
育
を
広
く

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
機

に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
に
取
り

組
む
兵
庫
県
立
大
学
と
の
連
携
に
よ

り
、２
０
１
４
年
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
」（
以
下
Ｃ
Ｐ
）
科
目
を

ス
タ
ー
ト
。
２
０
１
７
年
に
「
地
域
連

携
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
進

化
さ
せ
ま
し
た
。理
念
の
実
現
に
向
け
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、
地

域
の
人
々
と
共
に
課
題
解
決
が
で
き
る

C
P
を
育
成
す
る
も
の
で
す
。学
生
は
、

座
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
繰
り
返

し
、
実
践
的
な
手
法
を
習
得
し
ま
す
。

１
年
次
の「
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

は
全
学
必
修
科
目
。学
生
は
町
を
歩
き
、

住
民
と
対
話
し
、
自
然
や
歴
史
を
感
じ

な
が
ら
地
域
の
魅
力
と
課
題
を
発
見
し

ま
す
。
２
年
次
は
調
査
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学
修
、
地
域
で
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
み
、
３
年

次
は
地
域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協

働
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

す
。「
Ｃ
Ｐ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
」
の
称
号

を
授
与
さ
れ
る
学
生
数
は
増
加
傾
向
。

大
学
で
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で
活

躍
す
る
人
や
、
鳴
子
温
泉
で
カ
フ
ェ
を

開
い
た
卒
業
生
も
出
て
い
ま
す
。

　地
域
と
連
携
し
た
学
び
は
、
専
門
の

授
業
や
ゼ
ミ
で
も
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
は
15
の
自
治
体
、17
の
企
業
・

公
的
機
関
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
教
員
が
地
域
の
会
議
に
参
加
す
る

件
数
は
年
間
6
0
0
回
以
上
。
そ
こ
で

生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
地
元

企
業
や
自
治
体
か
ら
テ
ー
マ
の
提
供
を

受
け
て
、
協
働
し
て
課
題
解
決
を
図
る

授
業
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　本
学
の
教
育
と
の
接
続
を
考
慮
し
、

入
試
も
見
直
し
ま
し
た
。
総
合
型
選
抜

で
は
、
探
究
学
習
で
身
に
付
け
た
協
働

力
や
課
題
解
決
力
を
評
価
す
る
た
め
、

講
義
を
受
け
た
う
え
で
レ
ポ
ー
ト
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
口
頭
試
問
を
含
む
面

接
を
課
す
形
に
し
ま
し
た
。
一
般
選
抜

に
は
論
説
と
い
う
記
述
式
総
合
問
題
を

設
け
、
情
報
分
析
・
活
用
能
力
等
を
評

価
し
て
い
ま
す
。

　人
口
減
少
が
著
し
い
地
方
で
は
人
材

輩
出
と
同
時
に
、
現
場
で
活
躍
す
る
社

会
人
の
能
力
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
拡
充
も
図
り
ま
す
。

　私
は
昨
年
ま
で
国
立
大
学
に
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
国
立
大
学
は
機
能
別
分

化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
共
通
の

枠
組
み
の
中
で
評
価
を
受
け
ま
す
。
一

方
、
公
立
大
学
は
横
並
び
の
評
価
は
な

く
、
各
自
治
体
が
求
め
る
、
あ
る
い
は

大
学
自
ら
が
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て

歩
ん
で
い
け
る
の
が
利
点
だ
と
感
じ
ま

す
。
本
学
は
、
こ
の
地
域
に
不
可
欠
な

看
護
、
事
業
構
想
、
食
産
業
と
い
う
３

領
域
を
定
め
、
地
域
の
た
め
の
人
材
育

成
の
道
を
進
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
特
色
を
強
化
し
、
地
域
に
お
け
る

存
在
価
値
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ささきけいいち●1985年東北大学大学院歯学研究
科歯科学専攻修了。2000年東北大学歯学部教授、東
北大学大学院歯学研究科教授、2010年東北大学大
学院歯学研究科長、歯学部長。2021年東北大学理
事・副学長。2023年より現職。博士（歯学）。

佐々木 啓一
学長

地
域
に
根
差
し
た
大
学
と
し
て

地
域
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
成

大
学
の
活
動
全
て
が

地
域
課
題
解
決
を
重
視
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高大連携事業実績対応件数、参加者数（2022年度）

　高大接続改革における探究型学習の必要性の高まりを背景に、宮城大学は
高大連携推進室を2019年に設置した。これにより、各部署で実施されていた
高大接続の取り組みが一本化され、継続性のある連携が可能になった。事業
内容には「大学見学・出前講義」「アカデミック・インターンシップ」「探究型学習
の指導支援」「高大連携事業協議会」のほか、探究学習充実のための「高校
教員向け研修会」がある。
　探究型学習の指導支援では、大学の教員が高校に出向き、生徒にテーマ設
定や研究方法について助言する。課題解決型の学びを展開する同大学にとっ
て、探究支援は大学教育へのスムーズな接続につながる。「連携の実質化に
は、互いの教育への理解促進が不可欠。近隣の高校と年２回実施する高大連
携事業協議会は、高校のニーズを把握する機会になっている。今後は、本学の
教育にマッチした生徒がいる高校を把握し、積極的に情報を発信していきたい」
（佐々木学長）。

ニーズに合わせた教育支援を行い
高校・高校生にとって身近な大学へ

＊1 コミュニティ・プランナーアソシエイト：指定の科目を合計20単位以上履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。
＊2 コミュニティ・プランナー：２科目４単位を履修すると、兵庫県立大学との連名で称号と証書が授与される。

※コミュニティ・プランナーは、
　2022年度に1名授与

キャンパス／宮城県黒川郡、仙台市太白区　学生数／ 1,908人　創立／1997年
建学の精神／ホスピタリティとアメニティの究明と実現
学群／看護、事業構想、食産業
大学院／看護学、事業構想学、食産業学
THE 日本大学ランキング２０２３／151-200位

高大連携、入試、教育を一気通貫させ
地域の担い手を育てる

地域に密着した実践的な教育と、高大連携の強化を積極的に推進する宮城大学。
同大学の教育の取り組み、地域における公立大学の意義について学長に聞く。

宮城大学

CASE
STUDY

注目！

1年前期の
地域フィールドワークの様子

地域連携実践教育プログラム カリキュラム概要

208人

340人

1,806人

251人

4，074人

33人

（模擬講義なし）

（模擬講義あり）

12件

24件

35件

37校

46件

１件

地域連携実践教育プログラムの目的「地域とともに学ぶ。地域とともに歩む。」
地域の歴史・文化・資源を活かしたコミュニティづくりや、
地域の人びととともに課題解決ができるコミュニティ・プランナーの育成を目指す

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022（年度）

（人）50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

コミュニティ・プランナー
アソシエイト
授与者数推移

学群プログラム 大学院プログラム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

基盤教育・
全学必修科目

１年 前期

地域
フィールド
ワーク

CP科目・選択科目

CP関連科目・選択科目

CP
特別演習

CP
プロジェクト
研究

CP関連科目

3年 前・後期

CPフィールド
ワーク演習I・II

大学見学

出前講義

アカデミック・インターンシップ

探究型学習の指導支援

高大連携事業協議会

高校教員向け研修会

２回

２年 後期

CP実践論

２年 前期

CP概論
及び演習

高校での探究学習
支援の様子。大学
の研究指導ノウハ
ウを活用している
る。

＊1 ＊2



入学前
教育

自分未来
ゼミ

キャリアプラン
（目標と計画）

特集  教育改革と学生募集

取材・文／本間学　撮影／岸隆子

　本
学
は
「
や
っ
て
み
る
、
と
い
う
学

び
方
。」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

P
B
L
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

学
び
が
特
長
の
実
学
教
育
の
大
学
で

す
。
近
年
、
主
体
性
等
を
評
価
す
る
入

試
改
革
と
募
集
の
工
夫
に
よ
り
、
右
肩

上
が
り
だ
っ
た
志
願
者
数
も
、
２
０
２

０
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
。
試
算

す
る
と
、
も
は
や
、
入
試
広
報
の
努
力

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
口
減

少
に
よ
り
、
15
年
後
に
は
本
学
の
募
集

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
半
減
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
大
学
の
未
来
を
担
う
若
手
教
職
員

に
よ
る「
C
U
C
未
来
会
議
」を
設
置
し
、

今
後
も
必
要
と
さ
れ
る
実
学
教
育
の
大

学
と
し
て
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
教
育
改
革
案
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
２
５
年
に
全
学
部
改

組
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　中
堅
の
社
会
科
学
系
大
学
の
場
合
、

皆
が
明
確
な
将
来
の
目
標
を
持
っ
て
入

学
し
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
校
も
、
基
礎
学
力
や
社
会
を
生
き
抜

く
力
に
不
安
が
あ
る
彼
ら
を
、
大
学
が

成
長
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
V
U
C
A
の
時
代
に
お

い
て
は
、
変
化
に
対
応
し
た
学
部
構
成

や
学
び
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　こ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
教
育
改
革
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
ひ
と
り
、ひ
と
り
に
、

生
き
て
く
力
を
。」
と
し
、
社
会
に
出

て
か
ら
必
要
な
「
I
S
T
＋
G
」（
情

報
技
術
・
持
続
可
能
性
・
倫
理
観
＋
グ

ロ
ー
バ
ル
）
を
全
員
が
学
ん
だ
う
え
で

専
門
性
を
身
に
付
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

へ
と
編
成
し
直
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

倫
理
観
は
、
建
学
の
精
神
に
「
商
業
道

徳
の
涵
養
」
を
掲
げ
た
本
学
な
ら
で
は

の
こ
だ
わ
り
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
は

国
際
教
養
学
部
で
行
っ
て
い
た
国
際
教

育
を
全
学
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　基
盤
教
育
で
は
科
目
を
「
倫
理
・

S
D
G
ｓ
」「
情
報
言
語
」
な
ど
の
9

区
分
に
分
類
、
全
区
分
か
ら
15
科
目
・

30
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
を
卒
業
要
件

と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
学
修
意
欲
の

高
い
学
生
向
け
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」「
情

報・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」「
キ
ャ
リ
ア
」

「
総
合
教
養
（
公
務
員
）」
領
域
の
ア
ド

バ
ン
ス
ト
科
目
群
を
設
け
ま
す
。

　ま
た
、
学
部
学
科
・
コ
ー
ス
は
、
卒

業
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
形
に
再
編
。
専
門
教
育
を
主
コ
ー
ス

で
修
め
る
ほ
か
、
他
学
部
・
学
科
の
科

目
も
履
修
可
能
に
し
て
、
複
数
の
専
門

性
を
持
て
る
よ
う
に
設
計
、
学
生
が
自

ら
の
可
能
性
の
伸
長
を
実
感
で
き
る
学

修
者
本
位
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
て
い

ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
横
断
的
な
学
び
を
う
ま

く
機
能
さ
せ
る
に
は
、
学
生
の
主
体
性

と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
鍵
に
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
主
体
性
等
を
評
価
す
る

入
試
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
卒
業
時
の
姿

か
ら
逆
算
し
た
学
修
目
標
・
計
画
を
立

て
る
入
学
前
教
育
や
、
入
学
後
に
他
学

部
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
身

の
未
来
を
構
想
す
る「
自
分
未
来
ゼ
ミ
」

を
設
け
て
、
将
来
の
目
標
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
れ
る
し
か
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　社
会
で
活
躍
し
続
け
る
に
は
、
卒
業

後
も
学
び
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
改
革
は「
主
体
的
な
学
び
」

を
学
生
時
代
に
経
験
し
、
学
ぶ
楽
し
さ

や
価
値
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
も
目

的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、私
た
ち
も
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
し
続
け
ま
す
。
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
実
学
大
学
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に

は
、
そ
う
い
っ
た
姿
勢
こ
そ
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

いとうこうた●「人に寄り添う事業を通じて社会課題
を解決する企業」「エンタテインメントの可能性に挑み
つづける企業」を経て、2006年9月、千葉商科大学入
職。入試広報課長、学部事務課長を経て、2021年度
より現職。

伊藤 紘太
学務部 部長

入
試
広
報
だ
け
の
努
力
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
時
代
へ

高
校
生
や
高
校
、社
会
が

自
学
に
求
め
る
も
の
は
何
か
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ボトムアップ型の改革の経緯

　千葉商科大学の教育改革は、全てボトムアップの形で進められた。まず、全
教職員必修のSDで今後の学生募集と財務の見通しを公表し、危機意識を
共有。次に全教職員がスモールグループに分かれ、「10年後も選ばれる大学
になるためには」をテーマに自由に議論した。「1グループの人数を抑え、全員
が意見を出せる環境をつくった。教職員一人ひとりの大学や教育に対する熱
い思いを知るよい機会になった」(伊藤学務部長)。
　意見交換会で出たアイデアを基に改革の方向性を議論したのは「CUC未
来会議」だ。メンバーは、大学の未来を担う50歳以下の教職員。自由な発想を
優先させるため、あえて学部長は参加しない。２グループに分かれ、大学がめざ
すべき方向性と育成する人材像を話し合い、４つの具体案を答申の形で執行
部に提出した。これが今回の学部再編、カリキュラム改革の骨子となったとい
う。本年のオープンキャンパスでは、「自分未来ゼミ」のプレ講義を、発案者の
若手教員自らが実施。さっそく新しい実学教育の推進に向け走り出している。

若手教職員の意欲とアイデアを生かした
思い切った学部再編、カリキュラム改革

教育改革コンセプト 「ひとり、ひとりに、生きてく力を。」

商

経済

経営

政策情報

サービス創造

人間社会

国際教養

政策情報

サービス創造
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＊1 急速に発達し、時代を動かす「Information Technology」、世界的な課題である社会・経済の持続可能性「Sustainability」、
　  社会人としてあるべき行動の基本にある倫理観「Trust」、さらに社会的・経済的な課題を「Global」な視点で捉えることを重視
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若手教職員のボトムアップでつくり上げる
これからの実学教育

創立100周年を前にした2025年に、全学的な学部改組と教育改革を敢行する
千葉商科大学。その背景と、そこに至るまでのプロセスを聞いた。

千葉商科大学

CASE
STUDY

注目！

学部学科
の再編

学科 想定就職先等コース学科学部
広告代理店／マーケティングリサーチ…
金融機関
金融機関／商業教育
会計事務所／税理士法人／監査法人
IT企業、マーケティング企業／金融機関
ベンチャー企業／商社／IT・情報通信…
ベンチャー企業…
起業家／中小企業診断士／企業の経営企画…
公務員（地方、特別区、国家）／非営利団体…
広告、小売、商社等／公務員（特別区、国家）
製造、小売、商社等／自営業／家業継承…
公務員（事務系、公安系）／非営利団体
卸売小売、情報通信等／公務員（公安系）／非営利団体…
広告・マーケ・メディア系企業／環境・都市計画・再生可能エネルギー関係…
専門商社／情報／金融／小売／サービス／起業
専門商社／情報／小売／メーカー／サービス
協同組合／電気・ガス・エネルギー業界／地域金融機関…
メディア／IT・通信／観光業／まちづくり関連企業
まちづくり関連企業／観光業／福祉・医療・介護…

マーケティング
ファイナンス
アカウティング
会計プロフェッション
ICT
戦略マネジメント
組織マネジメント
中小企業診断・起業
経済政策
経済データ分析
ビジネス経済
地域政策
地域経営
政策メディア
サービス経営・産業
サービス開発
環境とサスティナビリティ
文化とコミュニケーション
地域づくりと共生

商経

総合政策

サービス創造

人間社会

※国際教養学部は2024年度生をもって学生募集を停止。全学横断型の国際人育成プログラムへと転換

2022年
1月下旬～
2月上旬

SD（Staff Development・教職員研修）開催

｢スモールグループ意見交換会」開催2022年
2月中旬～
3月上旬

2022年
4月～

学部

教育課程
全体像

専門カリキュラム
（他学部履修も可能）

グローバル

情報・
データ
サイエンス

商経学部 総合政策
学部

サービス
創造学部

人間社会
学部

全学共通
カリキュラム

基盤教育科目群

各専門科目 各専門科目 各専門科目 各専門科目

基盤教育機構

アドバンスト科目群

キャリア

総合教養
（公務員）

商経

現
在

組織や学部の
壁を超えて活発
な議論が生まれ
たCUC未来会
議の様子。

経営改革本部長が選出した若手から中堅の教職員
28名を2グループに編成。2か月間でそれぞれ計11回
開催し、さらに両グループが一堂に会して意見交換す
るクロスセッションも実施。

所属組織や教員・職員の垣根を越えて混成した17名
程度からなる小グループで計18回にわたって実施。

基盤教育機構、各学部・学科、事務局等の組織別に
計10回にわたって開催。意見交換を実施。

｢CUC未来会議」設置

※今回の学部学科再編にかかる計画は、設置構想中です。設置計画は予定であり、内容に変更があり得ます。

商

経営

経済

政策情報

サービス創造

人間社会
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せ
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た
く
ま

入学前
教育

自分未来
ゼミ

キャリアプラン
（目標と計画）

特集  教育改革と学生募集

取材・文／本間学　撮影／岸隆子

　本
学
は
「
や
っ
て
み
る
、
と
い
う
学

び
方
。」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、

P
B
L
な
ど
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

学
び
が
特
長
の
実
学
教
育
の
大
学
で

す
。
近
年
、
主
体
性
等
を
評
価
す
る
入

試
改
革
と
募
集
の
工
夫
に
よ
り
、
右
肩

上
が
り
だ
っ
た
志
願
者
数
も
、
２
０
２

０
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
。
試
算

す
る
と
、
も
は
や
、
入
試
広
報
の
努
力

だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
口
減

少
に
よ
り
、
15
年
後
に
は
本
学
の
募
集

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
半
減
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
大
学
の
未
来
を
担
う
若
手
教
職
員

に
よ
る「
C
U
C
未
来
会
議
」を
設
置
し
、

今
後
も
必
要
と
さ
れ
る
実
学
教
育
の
大

学
と
し
て
の
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
教
育
改
革
案
を
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
２
５
年
に
全
学
部
改

組
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　中
堅
の
社
会
科
学
系
大
学
の
場
合
、

皆
が
明
確
な
将
来
の
目
標
を
持
っ
て
入

学
し
て
く
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
校
も
、
基
礎
学
力
や
社
会
を
生
き
抜

く
力
に
不
安
が
あ
る
彼
ら
を
、
大
学
が

成
長
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
V
U
C
A
の
時
代
に
お

い
て
は
、
変
化
に
対
応
し
た
学
部
構
成

や
学
び
方
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　こ
れ
に
応
え
る
べ
く
、
教
育
改
革
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
ひ
と
り
、ひ
と
り
に
、

生
き
て
く
力
を
。」
と
し
、
社
会
に
出

て
か
ら
必
要
な
「
I
S
T
＋
G
」（
情

報
技
術
・
持
続
可
能
性
・
倫
理
観
＋
グ

ロ
ー
バ
ル
）
を
全
員
が
学
ん
だ
う
え
で

専
門
性
を
身
に
付
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

へ
と
編
成
し
直
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

倫
理
観
は
、
建
学
の
精
神
に
「
商
業
道

徳
の
涵
養
」
を
掲
げ
た
本
学
な
ら
で
は

の
こ
だ
わ
り
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
は

国
際
教
養
学
部
で
行
っ
て
い
た
国
際
教

育
を
全
学
展
開
す
る
も
の
で
す
。

　基
盤
教
育
で
は
科
目
を
「
倫
理
・

S
D
G
ｓ
」「
情
報
言
語
」
な
ど
の
9

区
分
に
分
類
、
全
区
分
か
ら
15
科
目
・

30
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
を
卒
業
要
件

と
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
学
修
意
欲
の

高
い
学
生
向
け
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」「
情

報・デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」「
キ
ャ
リ
ア
」

「
総
合
教
養
（
公
務
員
）」
領
域
の
ア
ド

バ
ン
ス
ト
科
目
群
を
設
け
ま
す
。

　ま
た
、
学
部
学
科
・
コ
ー
ス
は
、
卒

業
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
形
に
再
編
。
専
門
教
育
を
主
コ
ー
ス

で
修
め
る
ほ
か
、
他
学
部
・
学
科
の
科

目
も
履
修
可
能
に
し
て
、
複
数
の
専
門

性
を
持
て
る
よ
う
に
設
計
、
学
生
が
自

ら
の
可
能
性
の
伸
長
を
実
感
で
き
る
学

修
者
本
位
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
て
い

ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
横
断
的
な
学
び
を
う
ま

く
機
能
さ
せ
る
に
は
、
学
生
の
主
体
性

と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
鍵
に
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
主
体
性
等
を
評
価
す
る

入
試
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
卒
業
時
の
姿

か
ら
逆
算
し
た
学
修
目
標
・
計
画
を
立

て
る
入
学
前
教
育
や
、
入
学
後
に
他
学

部
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
身

の
未
来
を
構
想
す
る「
自
分
未
来
ゼ
ミ
」

を
設
け
て
、
将
来
の
目
標
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
れ
る
し
か
け
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　社
会
で
活
躍
し
続
け
る
に
は
、
卒
業

後
も
学
び
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
改
革
は「
主
体
的
な
学
び
」

を
学
生
時
代
に
経
験
し
、
学
ぶ
楽
し
さ

や
価
値
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
も
目

的
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、私
た
ち
も
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

を
し
続
け
ま
す
。
社
会
に
必
要
と
さ
れ

る
実
学
大
学
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に

は
、
そ
う
い
っ
た
姿
勢
こ
そ
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

いとうこうた●「人に寄り添う事業を通じて社会課題
を解決する企業」「エンタテインメントの可能性に挑み
つづける企業」を経て、2006年9月、千葉商科大学入
職。入試広報課長、学部事務課長を経て、2021年度
より現職。

伊藤 紘太
学務部 部長

入
試
広
報
だ
け
の
努
力
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
時
代
へ

高
校
生
や
高
校
、社
会
が

自
学
に
求
め
る
も
の
は
何
か
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ボトムアップ型の改革の経緯

　千葉商科大学の教育改革は、全てボトムアップの形で進められた。まず、全
教職員必修のSDで今後の学生募集と財務の見通しを公表し、危機意識を
共有。次に全教職員がスモールグループに分かれ、「10年後も選ばれる大学
になるためには」をテーマに自由に議論した。「1グループの人数を抑え、全員
が意見を出せる環境をつくった。教職員一人ひとりの大学や教育に対する熱
い思いを知るよい機会になった」(伊藤学務部長)。
　意見交換会で出たアイデアを基に改革の方向性を議論したのは「CUC未
来会議」だ。メンバーは、大学の未来を担う50歳以下の教職員。自由な発想を
優先させるため、あえて学部長は参加しない。２グループに分かれ、大学がめざ
すべき方向性と育成する人材像を話し合い、４つの具体案を答申の形で執行
部に提出した。これが今回の学部再編、カリキュラム改革の骨子となったとい
う。本年のオープンキャンパスでは、「自分未来ゼミ」のプレ講義を、発案者の
若手教員自らが実施。さっそく新しい実学教育の推進に向け走り出している。

若手教職員の意欲とアイデアを生かした
思い切った学部再編、カリキュラム改革

教育改革コンセプト 「ひとり、ひとりに、生きてく力を。」
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特集  教育改革と学生募集

取材・文／本間学　撮影／岸隆子

　本
学
は
獣
医
の
ほ
か
、
動
物
、
健
康
、

食
物
、
環
境
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
養
成
す
る
大
学
で
す
。
特
に
、
獣
医

学
部
動
物
応
用
科
学
科
の
学
生
は
動
物

に
関
わ
る
研
究
を
し
た
く
て
入
学
し
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
１
・
２
年
次
は
基

礎
科
目
の
座
学
が
中
心
で
、
動
物
に
触

れ
る
機
会
は
年
に
数
回
。
専
門
課
程
に

上
が
る
頃
に
は
研
究
へ
の
興
味
を
失
っ

て
し
ま
う
学
生
が
少
な
く
な
く
、
中
に

は
中
退
し
て
他
大
学
に
移
る
例
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
危
惧
し
た

教
員
が
話
し
合
い
、
低
学
年
か
ら
本
気

で
研
究
に
取
り
組
め
る
機
会
と
し
て

2
0
1
9
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
、「
動

物
共
生
科
学
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
）で
す
。

　ジ
ェ
ネ
プ
ロ
は
い
わ
ば
研
究
の〝
部

活
動
〞
。
教
員
が
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
提
案
し
、
興
味
を
持
っ
た
学
生
が
１

年
次
後
期
か
ら
2
年
次
の
終
わ
り
ま
で

参
加
し
ま
す
。
部
活
な
の
で
教
員
に

と
っ
て
は
授
業
数
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

ず
、
予
算
も
低
額
。
し
か
し
、
想
定
よ

り
多
く
の
教
員
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

「
意
欲
的
な
学
生
と
共
に
研
究
し
、
喜

び
を
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
考
え
る
教

員
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　開
始
か
ら
１
年
経
っ
た
2
0
2
0

年
、
文
部
科
学
省
の
出
る
杭
プ
ロ
グ
ラ

ム
公
募
を
き
っ
か
け
に
、
動
物
応
用
科

学
科
だ
け
で
な
く
、
全
学
の
取
り
組
み

と
し
て
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
を
拡
大
。
研
究
と

関
連
す
る
科
目
を
先
取
り
受
講
で
き
る

し
く
み
を
構
築
す
る
と
同
時
に
教
学

I
R
の
強
化
も
図
り
、
通
称
を
「
麻
布

出
る
杭
」
に
改
め
ま
し
た
。
初
年
度
に

11
人
だ
っ
た
参
加
者
も
年
を
追
う
ご
と

に
増
え
、
本
年
度
は
約
40
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
1
0
0
人
以
上
の
学
生
が
参

加
。
新
入
生
調
査
で
は
、
約
20
％
の
学

生
が
「〝
出
る
杭
〞
が
あ
る
か
ら
進
学

し
た
」
と
答
え
る
な
ど
、
本
学
の
教
育

の
目
玉
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
全
教
員
の
約
半
数
が
「
麻
布

出
る
杭
」
に
参
画
。
正
課
外
な
の
で
、

教
員
の
負
担
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
が
早
期
に
研
究
を
体
験

し
て
い
れ
ば
、
学
年
が
上
が
っ
た
と
き

に
間
違
い
な
く
力
が
付
い
て
い
る
は
ず

で
す
。
研
究
の
醍
醐
味
を
知
る
学
生
が

増
え
れ
ば
、
研
究
室
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
修
士
課
程
に
進
む

学
生
も
増
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「麻
布
出
る
杭
」
は
、
早
期
履
修
制

度
に
よ
り
、
学
部
在
籍
時
か
ら
大
学
院

の
授
業
を
履
修
で
き
、
修
士
課
程
を
1

年
早
く
修
了
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
し
く
み
を
高
校
生
に
も
適
用
し
、

２
０
２
３
年
度
に
東
京
、
神
奈
川
の
4

つ
の
高
校
と
協
定
を
結
び
、
高
校
の
探

究
学
習
か
ら
大
学
の
研
究
に
シ
ー
ム
レ

ス
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
い
の
ち
と
共

生
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
始
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
高
校
２
年
生
が
本
学

の
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
研
究
で

き
る
も
の
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後

も
研
究
を
続
け
た
い
生
徒
向
け
の
入
試

も
整
備
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
全
国
の

高
校
生
が
本
学
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
受
講
し
、
本
学
入
学
後
に
単
位
認
定

す
る
し
く
み
も
整
え
て
い
ま
す
。

　本
年
度
、「
麻
布
出
る
杭
」
の
中
に

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
予
想
以
上
の
希
望
者
が
出
て
い

ま
す
。今
後
は
一
歩
進
め
て
、「
出
る
杭
」

に
参
加
し
て
い
な
い
学
生
に
も
環
境
を

整
え
、「
大
学
で
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
」
と
感
じ
る
学
生
を
増
や
す
、
言

い
換
え
れ
ば
、
ま
だ
出
て
い
な
い
杭
を

〝
出
る
杭
〞
に
す
る
働
き
か
け
も
工
夫

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

むらかみまさる●1986年麻布大学大学院獣医学研究
科獣医学専攻修士課程修了。日立化成工業株式会社、
アメリカ・カリフォルニア大学アーバイン校医学部免疫学研
究室等を経て、1994年麻布大学獣医学部助手。2005年
同大学同学部教授。博士（理学・東京都立大学大学院）。

村上 賢
理事・大学教育推進機構長

初
年
次
か
ら
の
研
究
の

〝
部
活
動
〞が
教
育
の
目
玉
に

高
校
の
探
究
学
習
、入
試
、

入
学
後
の
教
育
・
研
究
を
接
続
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独自の評価テストで測る項目

　「麻布出る杭」が、文科省の中間評価で「S」を受けた要因の一つは、学修
成果の可視化の実装にある。全学展開にあたって大学教育推進機構を新た
に立ち上げ、教学IRセンター、教育方法開発センター、データサイエンスセン
ター、教育推進センターを設置。教学IRセンターは全学生のデータを把握し、
学修成果の可視化と個別修学を支援する。学修成果の可視化は、大学独自
の「サイエンスリテラシーテスト」「コンピテンシーテスト」を活用。学生はこれら
を年に1度受検し、力の伸長を把握する。テストを開発した獣医学部菊水健史
教授は、「大事なのは自己理解。力の伸びを実感できれば自信につながるし、
研究をするうえで足りない力も見えてくる」と話す。両テスト結果から導き出され
た学生の特性は９タイプの動物（イヌ、ライオン、キツネなど）で表現し、返却
シートにスコアと共に記載。教員からのメッセージも加えて、次の成長を促す。
同大学では現在、「麻布出る杭」を経験した学生が社会に出て、どう活躍でき
ているのかを測るしくみを構築中だ。

「科学基礎力」「行動特性」の両面で
学修成果を可視化し学生の成長を促す

「地球共生系One Health」を軸に、新しい時代に向けた5つの改革を展開
①データサイエンス教育の推進　②麻布大学の特色を活かした教育の推進　③初年次教育・キャリア教育の充実
④ゆとりを持った学修日程の設定  ⑤市民に開かれた教育の推進

＊文部科学省「知識集約型社会を支える人材育成事業（メニューⅡ：出る杭を引き出す教育プログラム）」

＊緑文字で示した力を可視化するために、黒文字の項目を測定

キャンパス／神奈川県相模原市　学生数／２，４５９人　創立／1890年　建学の精神／学理の討究と誠実なる実践
学部／獣医、生命・環境科学
大学院／獣医学、環境保健学
THE 日本大学ランキング２０２３／２０１＋位

 研究意欲を高校から大学院まで
つなぐ教育で“出る杭”を伸ばす

文科省の「出る杭」プログラムに唯一採択され、中間評価で「S」を受けた「麻布出る杭」。
同プログラムの内容と展開の経緯について、大学教育推進機構長に話を聞く。

麻布大学

CASE
STUDY

注目！

大学教育推進機構 動物共生科学ジェネラリスト育成プログラム事業推進委員会

・実施計画立案と実施      ・自己点検

学 長
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動物共生科学ジェネラリスト育成プログラム（麻布出る杭） 推進体制
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DP、CP点検
修学データ可視化
プログラム評価

遠隔授業開発
成績評価法開発

データサイエンス
科目提供
AIリテラシー評価

リメディアル教育
チューター教育

全学教務委員会外部評価委員
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・データサイエンスセンター

・教育方法開発センター 麻布出る杭
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身につく力

＊
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コミュニケーション力
・外向性 ・記述力・読解力
問題解決力
・計画実行力 
・論理的思考力
組織行動力
・主体性 ・状況把握力
・リーダーシップ

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
テ
ス
ト
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情報精査の方法を知っている
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データ・科学的情報の整理、分析、解釈ができる
・グラフ作成力 ・グラフ読解力 ・数量的スキル
・統計的スキル ・課題発見力

行動特性を主観的に評価

サ
イ
エ
ン
ス
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テ
ラ
シ
ー
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ス
ト

創造力
・発想力
自己実現力
・自己統制力 ・ストレス耐性
・目標設定 ・達成思考

だ
い
ご
み

特集  教育改革と学生募集

取材・文／本間学　撮影／岸隆子
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環
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ス
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を
養
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す
る
大
学
で
す
。
特
に
、
獣
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学
部
動
物
応
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学
科
の
学
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は
動
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に
関
わ
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研
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を
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く
て
入
学
し
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
１
・
２
年
次
は
基

礎
科
目
の
座
学
が
中
心
で
、
動
物
に
触

れ
る
機
会
は
年
に
数
回
。
専
門
課
程
に

上
が
る
頃
に
は
研
究
へ
の
興
味
を
失
っ

て
し
ま
う
学
生
が
少
な
く
な
く
、
中
に

は
中
退
し
て
他
大
学
に
移
る
例
も
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
危
惧
し
た

教
員
が
話
し
合
い
、
低
学
年
か
ら
本
気

で
研
究
に
取
り
組
め
る
機
会
と
し
て

2
0
1
9
年
に
立
ち
上
げ
た
の
が
、「
動

物
共
生
科
学
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
ジ
ェ
ネ
プ
ロ
）で
す
。

　ジ
ェ
ネ
プ
ロ
は
い
わ
ば
研
究
の〝
部

活
動
〞
。
教
員
が
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
提
案
し
、
興
味
を
持
っ
た
学
生
が
１

年
次
後
期
か
ら
2
年
次
の
終
わ
り
ま
で

参
加
し
ま
す
。
部
活
な
の
で
教
員
に

と
っ
て
は
授
業
数
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

ず
、
予
算
も
低
額
。
し
か
し
、
想
定
よ

り
多
く
の
教
員
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

「
意
欲
的
な
学
生
と
共
に
研
究
し
、
喜

び
を
分
か
ち
合
い
た
い
」
と
考
え
る
教

員
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　開
始
か
ら
１
年
経
っ
た
2
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2
0

年
、
文
部
科
学
省
の
出
る
杭
プ
ロ
グ
ラ

ム
公
募
を
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に
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応
用
科

学
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だ
け
で
な
く
、
全
学
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取
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組
み

と
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を
拡
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。
研
究
と

関
連
す
る
科
目
を
先
取
り
受
講
で
き
る

し
く
み
を
構
築
す
る
と
同
時
に
教
学

I
R
の
強
化
も
図
り
、
通
称
を
「
麻
布

出
る
杭
」
に
改
め
ま
し
た
。
初
年
度
に

11
人
だ
っ
た
参
加
者
も
年
を
追
う
ご
と

に
増
え
、
本
年
度
は
約
40
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
1
0
0
人
以
上
の
学
生
が
参

加
。
新
入
生
調
査
で
は
、
約
20
％
の
学

生
が
「〝
出
る
杭
〞
が
あ
る
か
ら
進
学

し
た
」
と
答
え
る
な
ど
、
本
学
の
教
育

の
目
玉
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
全
教
員
の
約
半
数
が
「
麻
布

出
る
杭
」
に
参
画
。
正
課
外
な
の
で
、

教
員
の
負
担
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
生
が
早
期
に
研
究
を
体
験

し
て
い
れ
ば
、
学
年
が
上
が
っ
た
と
き

に
間
違
い
な
く
力
が
付
い
て
い
る
は
ず

で
す
。
研
究
の
醍
醐
味
を
知
る
学
生
が

増
え
れ
ば
、
研
究
室
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
修
士
課
程
に
進
む

学
生
も
増
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　「麻
布
出
る
杭
」
は
、
早
期
履
修
制

度
に
よ
り
、
学
部
在
籍
時
か
ら
大
学
院

の
授
業
を
履
修
で
き
、
修
士
課
程
を
1

年
早
く
修
了
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

こ
の
し
く
み
を
高
校
生
に
も
適
用
し
、

２
０
２
３
年
度
に
東
京
、
神
奈
川
の
4

つ
の
高
校
と
協
定
を
結
び
、
高
校
の
探

究
学
習
か
ら
大
学
の
研
究
に
シ
ー
ム
レ

ス
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
い
の
ち
と
共

生
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
始
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
高
校
２
年
生
が
本
学

の
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
研
究
で

き
る
も
の
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後

も
研
究
を
続
け
た
い
生
徒
向
け
の
入
試

も
整
備
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
全
国
の

高
校
生
が
本
学
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
受
講
し
、
本
学
入
学
後
に
単
位
認
定

す
る
し
く
み
も
整
え
て
い
ま
す
。

　本
年
度
、「
麻
布
出
る
杭
」
の
中
に

海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
予
想
以
上
の
希
望
者
が
出
て
い

ま
す
。今
後
は
一
歩
進
め
て
、「
出
る
杭
」

に
参
加
し
て
い
な
い
学
生
に
も
環
境
を

整
え
、「
大
学
で
や
り
た
い
こ
と
が
で

き
る
」
と
感
じ
る
学
生
を
増
や
す
、
言

い
換
え
れ
ば
、
ま
だ
出
て
い
な
い
杭
を

〝
出
る
杭
〞
に
す
る
働
き
か
け
も
工
夫

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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　「麻布出る杭」が、文科省の中間評価で「S」を受けた要因の一つは、学修
成果の可視化の実装にある。全学展開にあたって大学教育推進機構を新た
に立ち上げ、教学IRセンター、教育方法開発センター、データサイエンスセン
ター、教育推進センターを設置。教学IRセンターは全学生のデータを把握し、
学修成果の可視化と個別修学を支援する。学修成果の可視化は、大学独自
の「サイエンスリテラシーテスト」「コンピテンシーテスト」を活用。学生はこれら
を年に1度受検し、力の伸長を把握する。テストを開発した獣医学部菊水健史
教授は、「大事なのは自己理解。力の伸びを実感できれば自信につながるし、
研究をするうえで足りない力も見えてくる」と話す。両テスト結果から導き出され
た学生の特性は９タイプの動物（イヌ、ライオン、キツネなど）で表現し、返却
シートにスコアと共に記載。教員からのメッセージも加えて、次の成長を促す。
同大学では現在、「麻布出る杭」を経験した学生が社会に出て、どう活躍でき
ているのかを測るしくみを構築中だ。

「科学基礎力」「行動特性」の両面で
学修成果を可視化し学生の成長を促す

「地球共生系One Health」を軸に、新しい時代に向けた5つの改革を展開
①データサイエンス教育の推進　②麻布大学の特色を活かした教育の推進　③初年次教育・キャリア教育の充実
④ゆとりを持った学修日程の設定  ⑤市民に開かれた教育の推進

＊文部科学省「知識集約型社会を支える人材育成事業（メニューⅡ：出る杭を引き出す教育プログラム）」

＊緑文字で示した力を可視化するために、黒文字の項目を測定

キャンパス／神奈川県相模原市　学生数／２，４５９人　創立／1890年　建学の精神／学理の討究と誠実なる実践
学部／獣医、生命・環境科学
大学院／獣医学、環境保健学
THE 日本大学ランキング２０２３／２０１＋位

 研究意欲を高校から大学院まで
つなぐ教育で“出る杭”を伸ばす

文科省の「出る杭」プログラムに唯一採択され、中間評価で「S」を受けた「麻布出る杭」。
同プログラムの内容と展開の経緯について、大学教育推進機構長に話を聞く。

麻布大学

CASE
STUDY

注目！

大学教育推進機構 動物共生科学ジェネラリスト育成プログラム事業推進委員会

・実施計画立案と実施      ・自己点検

学 長

教育研究会議

・教学IRセンター

動物共生科学ジェネラリスト育成プログラム（麻布出る杭） 推進体制

1.チャレンジ

2.スキップ

3.チャンス

4.シームレス 

学部１年から本物の研究に挑戦

高校生のうちから先取り履修

学部在籍中に大学院科目履修

高校から大学院までの修学体制

DP、CP点検
修学データ可視化
プログラム評価

遠隔授業開発
成績評価法開発

データサイエンス
科目提供
AIリテラシー評価

リメディアル教育
チューター教育

全学教務委員会外部評価委員

・教育推進センター

・データサイエンスセンター

・教育方法開発センター 麻布出る杭
4つの特色

1.コア力 

2.広範展開力 

3.実践力 

専門性の深化と専門力

専門から関連分野への展開する力

実社会と接続し活躍できる力

麻布出る杭
身につく力

＊

専門性の土壌となる科学基礎力を測定

コミュニケーション力
・外向性 ・記述力・読解力
問題解決力
・計画実行力 
・論理的思考力
組織行動力
・主体性 ・状況把握力
・リーダーシップ

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
テ
ス
ト

正しい科学的知見を得るための
情報精査の方法を知っている
・批判的思考力    ・情報精査力
・研究倫理の理解 ・研究デザイン知識

データ・科学的情報の整理、分析、解釈ができる
・グラフ作成力 ・グラフ読解力 ・数量的スキル
・統計的スキル ・課題発見力

行動特性を主観的に評価

サ
イ
エ
ン
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
テ
ス
ト

創造力
・発想力
自己実現力
・自己統制力 ・ストレス耐性
・目標設定 ・達成思考

だ
い
ご
み
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取材・文／本間学　撮影／安田新之助

　本
学
は
近
年
、
改
組
・
学
部
新
設
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

１
年
度
に
A
I
を
学
ぶ
人
工
知
能
・
認

知
科
学
専
攻
を
心
理
学
部
に
設
置
、
２

０
２
２
年
度
に
は
国
際
教
養
学
部
を
国

際
学
部
と
文
学
部
の
学
部
学
科
に
改
組

し
、
文
学
部
の
中
に
美
学
・
建
築
文
化

専
攻
を
設
け
ま
し
た
。
本
年
度
は
法
学

部
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
理
工
学
部
も
設

置
準
備
中
で
す
。

　一
連
の
改
組
・
新
設
の
狙
い
は
、
文

理
を
超
え
た
学
び
の
実
現
で
す
。
既
存

の
専
門
の
枠
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
は
、

新
し
い
も
の
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
高
校

の
探
究
学
習
で
文
理
を
問
わ
な
い
学
び

が
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
縦
割

り
の
学
び
で
は
、
学
生
は
物
足
り
な
く

感
じ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
文
系

学
部
し
か
な
か
っ
た
本
学
に
と
っ
て
、

理
工
学
部
新
設
の
構
想
は
文
理
を
超
え

た
学
び
の
実
現
に
不
可
欠
で
し
た
。

　理
工
学
部
新
設
と
同
時
期
に
Ⅱ
期
棟

を
建
設
。
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
を

メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
化
し
、
す
べ
て
の

学
生
が
茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
交

流
で
き
る
環
境
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
で
、
学
ぶ
環
境
が
文
理
融
合
に
な
り

ま
す
。
私
は
、
異
質
な
も
の
が
ぶ
つ
か

り
合
っ
て
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
た

め
に
は
、〝
偶
然
性
〞
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。現
在
、茨
木
総
持
寺
キ
ャ

ン
パ
ス
に
建
設
中
の
新
校
舎
は
、
南
北

２
５
０
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
教
室

と
教
員
の
研
究
室
を
同
フ
ロ
ア
に
互
い

違
い
に
配
置
し
、
広
い
廊
下
に
机
や
椅

子
を
置
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
と

し
、
学
部
を
超
え
た
学
生
の
学
び
合
い

や
、
教
員
と
学
生
と
の
日
常
的
な
議
論

を
促
す
な
ど
、
偶
然
の
出
会
い
を
誘
発

す
る
設
計
に
し
ま
し
た
。

　法
学
部
設
置
前
に
８
０
０
０
人
程
度

だ
っ
た
学
生
数
は
、
理
工
学
部
完
成
年

度
に
1
万
人
程
度
ま
で
増
え
る
見
通
し

で
す
。18
歳
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、

拡
大
路
線
と
も
言
え
る
戦
略
で
す
が
、

理
工
学
部
新
設
は
本
学
に
と
っ
て
新
た

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
で
あ
り
、
伸
び

し
ろ
は
ま
だ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
大
阪
は
西
日
本
で
も
最
大
の

人
口
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
の
う
ち
に

教
育
改
革
を
進
め
、
関
西
エ
リ
ア
に
お

け
る
新
た
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
築
い
て
い

く
考
え
で
す
。

　学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
べ

く
、
教
育
D
X
を
進
め
て
い
ま
す
。
狙

い
は
、
デ
ー
タ
に
よ
る
学
修
成
果
の
可

視
化
で
す
。
学
生
が
自
身
の
成
長
を
把

握
し
、
学
び
方
を
見
直
せ
る
よ
う
、
学

修
時
間
や
テ
ス
ト
の
得
点
率
、
学
修
の

進
捗
率
な
ど
を
自
動
収
集
す
る
L
M
S

を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
の

未
来
図
の
可
視
化
の
た
め
、
将
来
は
、

卒
業
生
の
進
路
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
取

り
込
み
、
A
I
な
ど
を
活
用
し
、
希
望

進
路
実
現
の
た
め
に
必
要
な
活
動
や
科

目
履
修
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
を
示
す
よ

う
な
し
く
み
の
構
築
を
め
ざ
し
た
い
。

　私
は
、
社
会
変
化
の
影
響
を
最
も
大

き
く
受
け
る
の
は
中
規
模
大
学
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
成
熟
期
に
入
っ
た
大
規

模
大
学
は
大
き
く
動
く
必
要
が
な
く
、

特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
に
強
み
を
持
つ
小
規

模
大
学
は
そ
の
道
を
極
め
れ
ば
い
い
。

し
か
し
、
中
規
模
大
学
は
変
化
を
肯
定

的
に
捉
え
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
ビ
ビ
ッ
ド

に
応
え
な
け
れ
ば
、
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
の
発
展
可

能
性
を
考
え
る
と
、
理
系
学
部
は
さ
ら

に
増
や
し
た
い
。
大
学
院
の
充
実
も
検

討
中
で
、
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
て
、
よ
り

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
教
学
改
革
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

しんどうまさひろ●1985年神戸大学文学部卒業、
1992年同大学大学院文化学研究科博士課程単位取
得退学。1994年徳島大学総合科学部助教授。2001
年同志社大学文学部教授。2015年追手門学院大学国
際教養学部教授。2017年副学長。2020年より現職。

真銅 正宏
学長

文
理
を
超
え
た
学
び
に

不
可
欠
な
理
工
学
部
の
新
設

教
育
D
X
で
め
ざ
す
の
は

学
生
の
未
来
図
の
可
視
化
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アサーティブ入試のしくみ

　2014年度に文部科学省のAP事業＊に採択されたアサーティブ入試。当時
は高校生に大学で学ぶ目的を考えさせ、大学で学ぶ姿勢と意欲を持つように育
てるプログラムと一体化した育成型入試だったが、その後、学習面を重視した入
試へと進化している。現在は「事前学習」「学力試験」「入学前教育プログラム」
の流れで実施。事前学習では、基礎学力確認・養成システム「MANABOSS」
に20回以上ログインし、英語・国語・数学の各教科で300問以上の問題を解
くことを求める。これは試験対策ではなく、学習習慣をつけることと、苦手な分
野を特定して克服することが目的だ。合格後の入学前教育プログラムは、４年
間の目標設定や基礎学力・学習習慣の維持を目的とする。このように学習習
慣の育成・定着を重視する入試に転換した理由は、意欲だけでは入学後の学
修で挫折しがちだからだ。「大事なのは４年間しっかり学び続けて、意欲が高い
状態で社会に出てもらうこと。そのために入試区分と入学後の学修データ、意
欲の高さを分析して、常に入試の見直しを図っていく」（真銅学長）。

学習習慣の育成・継続を図る入試へと
転換したアサーティブ入試

長期構想2040「文理にまたがる学問領域を担う総合大学としての地位を確立」
多様な価値観や異文化を持つ学院生と教職員が世界中から集うイノベーションの源泉であり続ける。

＊大学教育再生加速プログラム

＊2025年度設置構想中

キャンパス／大阪府茨木市（茨木安威キャンパス、茨木総持寺キャンパス）　学生数／ 8,632人　創立／1966年
教育理念／独立自彊・社会有為（どくりつじきょう・しゃかいゆうい）
学部／文、国際、心理、社会、法、経済、経営、地域創造
大学院／経営・経済、心理学、現代社会文化
THE 日本大学ランキング２０２３／２０１＋位

全学部“混然”のキャンパスで
主体的な学びを“必然”に

2025年度に初の理系学部となる理工学部（仮称）の新設を構想中の追手門学院大学。
近年、矢継ぎ早に改組・新設を行う背景と、めざす教育改革の方向性を学長に聞く。

追手門学院大学

CASE
STUDY

注目！

教室と研究室を互い違いに配置。
イノベーション空間と一体化させ、
学び合い、教え合いの協働を促す。

茨木総持寺キャンパスの
新校舎イメージ

学部・学科の構成

研究室・教室・イノベーション空間を
隣接配置することによって、それぞれの
活動が一体的に展開される。 

研究室と教室が近く、移動しやすい。 

※赤字は2019年度以降に新設された専攻

研究室

研究室

研究室

研究室

教室
教室

教室
教室

教室教室

教室

教室教室

イノベーション空間

MANABOSS
学習認定
証明書

志望
理由書

自己
PR書

出願

合格

合格

入学前教育プログラム
（12月末～３月末） 

個別面接

2次試験

基礎学力適性検査（国・数・英）

1次試験

学習認定証明書
が出願条件の１
つ。MANABOSS
に20回以上ログ
イン、かつ国語・
数学・英語の各
教科で300問以
上の問題を解くと
発行される。

原則受講が出願
条件。キャリア講
話、SPIチャレン
ジ、入学前アク
ションプラン（4年
間の目標設定）、
読書などのプログ
ラムを通して、学
習習慣の維持を
図る。

文学部

国際学部

心理学部

社会学部

法学部

経済学部

経営学部

地域創造学部

理工学部＊

人文学科

国際学科

心理学科

社会学科

法律学科

経済学科

経営学科

地域創造学科

数理・データサイエンス学科、機械工学科、電気・電子工学科、情報工学科（いずれも仮称）

日本文学専攻、歴史文化専攻、美学・建築文化専攻

グローバルスタディーズ専攻、国際文化専攻

心理学専攻、人工知能・認知科学専攻

社会学専攻、スポーツ文化学専攻

ー

ー

経営・マーケティング専攻、ビジネス法務専攻、ビジネス心理専攻、情報システム専攻

ー

学部 学科 専攻
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の
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総
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で
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学
ぶ
環
境
が
文
理
融
合
に
な
り

ま
す
。
私
は
、
異
質
な
も
の
が
ぶ
つ
か

り
合
っ
て
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
た

め
に
は
、〝
偶
然
性
〞
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。現
在
、茨
木
総
持
寺
キ
ャ

ン
パ
ス
に
建
設
中
の
新
校
舎
は
、
南
北

２
５
０
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
教
室

と
教
員
の
研
究
室
を
同
フ
ロ
ア
に
互
い

違
い
に
配
置
し
、
広
い
廊
下
に
机
や
椅

子
を
置
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
空
間
と

し
、
学
部
を
超
え
た
学
生
の
学
び
合
い

や
、
教
員
と
学
生
と
の
日
常
的
な
議
論

を
促
す
な
ど
、
偶
然
の
出
会
い
を
誘
発

す
る
設
計
に
し
ま
し
た
。

　法
学
部
設
置
前
に
８
０
０
０
人
程
度

だ
っ
た
学
生
数
は
、
理
工
学
部
完
成
年

度
に
1
万
人
程
度
ま
で
増
え
る
見
通
し

で
す
。18
歳
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、

拡
大
路
線
と
も
言
え
る
戦
略
で
す
が
、

理
工
学
部
新
設
は
本
学
に
と
っ
て
新
た

な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
で
あ
り
、
伸
び

し
ろ
は
ま
だ
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
大
阪
は
西
日
本
で
も
最
大
の

人
口
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
の
う
ち
に

教
育
改
革
を
進
め
、
関
西
エ
リ
ア
に
お

け
る
新
た
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
築
い
て
い

く
考
え
で
す
。

　学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
べ

く
、
教
育
D
X
を
進
め
て
い
ま
す
。
狙

い
は
、
デ
ー
タ
に
よ
る
学
修
成
果
の
可

視
化
で
す
。
学
生
が
自
身
の
成
長
を
把

握
し
、
学
び
方
を
見
直
せ
る
よ
う
、
学

修
時
間
や
テ
ス
ト
の
得
点
率
、
学
修
の

進
捗
率
な
ど
を
自
動
収
集
す
る
L
M
S

を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
の

未
来
図
の
可
視
化
の
た
め
、
将
来
は
、

卒
業
生
の
進
路
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
取

り
込
み
、
A
I
な
ど
を
活
用
し
、
希
望

進
路
実
現
の
た
め
に
必
要
な
活
動
や
科

目
履
修
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
を
示
す
よ

う
な
し
く
み
の
構
築
を
め
ざ
し
た
い
。

　私
は
、
社
会
変
化
の
影
響
を
最
も
大

き
く
受
け
る
の
は
中
規
模
大
学
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
成
熟
期
に
入
っ
た
大
規

模
大
学
は
大
き
く
動
く
必
要
が
な
く
、

特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
に
強
み
を
持
つ
小
規

模
大
学
は
そ
の
道
を
極
め
れ
ば
い
い
。

し
か
し
、
中
規
模
大
学
は
変
化
を
肯
定

的
に
捉
え
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
ビ
ビ
ッ
ド

に
応
え
な
け
れ
ば
、
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
後
の
発
展
可

能
性
を
考
え
る
と
、
理
系
学
部
は
さ
ら

に
増
や
し
た
い
。
大
学
院
の
充
実
も
検

討
中
で
、
ニ
ー
ズ
を
分
析
し
て
、
よ
り

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
教
学
改
革
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

しんどうまさひろ●1985年神戸大学文学部卒業、
1992年同大学大学院文化学研究科博士課程単位取
得退学。1994年徳島大学総合科学部助教授。2001
年同志社大学文学部教授。2015年追手門学院大学国
際教養学部教授。2017年副学長。2020年より現職。

真銅 正宏
学長

文
理
を
超
え
た
学
び
に

不
可
欠
な
理
工
学
部
の
新
設

教
育
D
X
で
め
ざ
す
の
は

学
生
の
未
来
図
の
可
視
化
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アサーティブ入試のしくみ

　2014年度に文部科学省のAP事業＊に採択されたアサーティブ入試。当時
は高校生に大学で学ぶ目的を考えさせ、大学で学ぶ姿勢と意欲を持つように育
てるプログラムと一体化した育成型入試だったが、その後、学習面を重視した入
試へと進化している。現在は「事前学習」「学力試験」「入学前教育プログラム」
の流れで実施。事前学習では、基礎学力確認・養成システム「MANABOSS」
に20回以上ログインし、英語・国語・数学の各教科で300問以上の問題を解
くことを求める。これは試験対策ではなく、学習習慣をつけることと、苦手な分
野を特定して克服することが目的だ。合格後の入学前教育プログラムは、４年
間の目標設定や基礎学力・学習習慣の維持を目的とする。このように学習習
慣の育成・定着を重視する入試に転換した理由は、意欲だけでは入学後の学
修で挫折しがちだからだ。「大事なのは４年間しっかり学び続けて、意欲が高い
状態で社会に出てもらうこと。そのために入試区分と入学後の学修データ、意
欲の高さを分析して、常に入試の見直しを図っていく」（真銅学長）。

学習習慣の育成・継続を図る入試へと
転換したアサーティブ入試

長期構想2040「文理にまたがる学問領域を担う総合大学としての地位を確立」
多様な価値観や異文化を持つ学院生と教職員が世界中から集うイノベーションの源泉であり続ける。

＊大学教育再生加速プログラム

＊2025年度設置構想中

キャンパス／大阪府茨木市（茨木安威キャンパス、茨木総持寺キャンパス）　学生数／ 8,632人　創立／1966年
教育理念／独立自彊・社会有為（どくりつじきょう・しゃかいゆうい）
学部／文、国際、心理、社会、法、経済、経営、地域創造
大学院／経営・経済、心理学、現代社会文化
THE 日本大学ランキング２０２３／２０１＋位

全学部“混然”のキャンパスで
主体的な学びを“必然”に

2025年度に初の理系学部となる理工学部（仮称）の新設を構想中の追手門学院大学。
近年、矢継ぎ早に改組・新設を行う背景と、めざす教育改革の方向性を学長に聞く。

追手門学院大学

CASE
STUDY

注目！

教室と研究室を互い違いに配置。
イノベーション空間と一体化させ、
学び合い、教え合いの協働を促す。

茨木総持寺キャンパスの
新校舎イメージ

学部・学科の構成

研究室・教室・イノベーション空間を
隣接配置することによって、それぞれの
活動が一体的に展開される。 

研究室と教室が近く、移動しやすい。 

※赤字は2019年度以降に新設された専攻

研究室

研究室

研究室

研究室

教室
教室

教室
教室

教室教室

教室

教室教室

イノベーション空間

MANABOSS
学習認定
証明書

志望
理由書

自己
PR書

出願

合格

合格

入学前教育プログラム
（12月末～３月末） 

個別面接

2次試験

基礎学力適性検査（国・数・英）

1次試験

学習認定証明書
が出願条件の１
つ。MANABOSS
に20回以上ログ
イン、かつ国語・
数学・英語の各
教科で300問以
上の問題を解くと
発行される。

原則受講が出願
条件。キャリア講
話、SPIチャレン
ジ、入学前アク
ションプラン（4年
間の目標設定）、
読書などのプログ
ラムを通して、学
習習慣の維持を
図る。

文学部

国際学部

心理学部

社会学部

法学部

経済学部

経営学部

地域創造学部

理工学部＊

人文学科

国際学科

心理学科

社会学科

法律学科

経済学科

経営学科

地域創造学科

数理・データサイエンス学科、機械工学科、電気・電子工学科、情報工学科（いずれも仮称）

日本文学専攻、歴史文化専攻、美学・建築文化専攻

グローバルスタディーズ専攻、国際文化専攻

心理学専攻、人工知能・認知科学専攻

社会学専攻、スポーツ文化学専攻

ー

ー

経営・マーケティング専攻、ビジネス法務専攻、ビジネス心理専攻、情報システム専攻

ー

学部 学科 専攻



特集  教育改革と学生募集

取材・文／児山雄介　撮影／近藤織弓

　日
本
に
お
け
る
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

少
な
さ
は
、「
い
び
つ
」
ど
こ
ろ
で
は

な
く
、国
家
的
な
危
機
だ
と
言
え
ま
す
。

世
界
中
で 

   ＊1

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
確
保
で
き
な
い
企
業

が
投
資
対
象
か
ら
外
れ
る
現
代
に
お
い

て
も
、
日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

圧
倒
的
に
男
の
職
場
。
工
学
部
生
も
８

割
が
男
子
で
す
。
企
業
も
大
学
も
、
今

動
か
ね
ば
未
来
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　工
学
部
設
置
の
推
進
役
を
任
さ
れ
た

私
は
、
単
に
自
学
の
学
部
を
増
や
す
た

め
で
は
な
く
、
日
本
の
女
性
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
増
や
す
拠
点
に
す
る
決
意
を
固
め

ま
し
た
。
女
性
が
魅
力
を
感
じ
る
工
学

部
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に
し
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
で
学
生
の
力
を
伸
ば
し
て
い

る
、    ＊2

　
オ
ー
リ
ン
工
科
大
学
と 

   ＊3

　
ハ
ー

ビ
ー・マ
ッ
ド
大
学
で
す
。
前
者
は「
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
人
か
ら
始
ま
り

人
で
終
わ
る
」、
後
者
は
「
人
を
念
頭

に
置
か
な
い
技
術
は
、
技
術
が
な
い
状

態
に
劣
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
女

性
の
理
解
を
得
、
学
生
の
半
数
以
上
が

女
子
と
い
う
比
率
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は

パ
ワ
ー
や
効
率
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ

る
中
、「
人
」
に
注
目
す
る
人
材
こ
そ

女
子
大
の
工
学
部
が
育
て
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
学
部
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
人
と

社
会
の
た
め
の
工
学
」に
定
め
ま
し
た
。

　社
会
変
動
が
激
し
い
中
、
高
校
や
学

部
低
学
年
で
専
門
分
野
を
決
め
る
の
は

リ
ス
キ
ー
で
す
。
そ
の
た
め
、
能
力
や

個
性
を
見
極
め
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
の
特
色
を
つ
く
れ
る
よ
う
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
型
の
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
受
験
生
に
も
好
評
で
、
入
学
決
定
要

因
の
上
位
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

在
学
生
の
７
割
近
く
が
大
学
院
進
学
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
私
は
大
学
院
入
学

時
に
専
門
を
選
び
、
30
歳
ま
で
に
「
人

生
を
か
け
て
や
り
た
い
こ
と
」
を
見
つ

け
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　入
学
者
に
は
も
の
づ
く
り
が
好
き
な

学
生
が
多
く
、「
何
を
つ
く
っ
て
も
い
い
」

Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
一
方
、「
社
会
全
体
を
学
ん
で

現
在
の
工
学
を
見
直
し
、
自
分
の
特
色

を
つ
く
る
」
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

の
意
図
は
伝
わ
り
切
っ
て
い
ま
せ
ん
。

受
験
生
へ
の
周
知
強
化
が
必
要
で
す
。

　工
学
を
学
ぶ
女
子
が
、
現
状
の
男
性

社
会
の
中
で
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

の
心
構
え
を
学
ぶ
、
コ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
講
し
た
の
も
特
色
の
一
つ

で
す
。
個
別
面
談
の
コ
ー
チ
は
、
企
業

の
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
担
当
。
初
年
度

の
対
象
は
学
部
２
年
生
の
み
で
、
同
期

生
が
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
組
織
を
つ
く
る

べ
く
、
定
員
60
名
中
、
15
名
を
本
学
他

学
部
学
生
に
、
15
名
は
他
大
学
の
女
子

学
生
に
振
り
分
け
ま
し
た
。
２
０
２
４

年
度
か
ら
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
け
ま
す
。
結
果
を
見

て
か
ら
次
の
策
を
考
え
て
い
る
よ
う
で

は
、
今
、
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
に
間

に
合
わ
な
い
た
め
、
初
年
度
実
施
中
に

追
加
を
決
め
ま
し
た
。

　め
ざ
す
の
は
「
こ
こ
で
４
年
間
を
送

れ
ば
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
」
と

言
え
る
教
育
。
３
・
４
年
次
を
迎
え
る

１
期
生
に
は
、
人
生
を
か
け
る
も
の
を

自
分
で
決
め
、
自
分
で
研
究
す
る
厳
し

さ
を
こ
れ
か
ら
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
日
本
の
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
」

と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
産
業
界
と
の

関
係
も
広
げ
な
が
ら
、
女
性
が
臆
せ
ず

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
め
ざ
し
、
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

ふじためいじ●1984年東京大学工学部建築学科
卒業、1991年同大学大学院工学系研究科博士課
程修了。1991年奈良国立文化財研究所研究員、
1996年名古屋造形芸術大学（現名古屋造形大学）
助教授、2003年広島国際大学教授、2016年奈良
女子大学教授。2022年より現職。

藤田 盟児
工学部 学部長

自
学
の
学
部
設
置
を

工
学
女
子
増
加
の
拠
点
に

ど
こ
で
も
活
躍
で
き
る
力
を

育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
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応募者の属性（2023年夏季）

　2023年夏季から、中３生、高校生、学部生を対象に「WE（Women 
Engineers）プログラム」を開講している。これは、女性エンジニア養成に賛同
する企業の出資で実現したものだ。賛同企業が、自社や大学で１日～数日間
のワークショップを開催。自社の先端的な取り組みの紹介や、体験実習を行
う。参加は無料で、開催地への交通費、宿泊費も全額支給する。「工学に興
味があるが体験する機会がない」中高生に場を提供し、エンジニアをめざす女
子学生にはその道をめざし続けてもらう目的がある。
　2023年はプレ企画の扱いで、翌年度に向けて開催時期やワークショップ
数の増加を検討中。１ワークショップにつき50万円で新規企業の参画を募る
計画だ。その出資金は基金化して、女性エンジニア育成のためのさまざまな施
策に活用することを予定している。「プログラム名の『WE』には、みんなで女性
エンジニアを育てるという意味がある。社会が率先して女性エンジニアを育て
るためのインフラにしたい」と藤田学部長は述べる。

中・高・大学生が企業の技術を体験する
女性エンジニア養成プログラムを開講

工学部ビジョン「人と社会のため工学」
包括的な知識と専門性を身につけた未来を拓くエンジニア・イノベーターを育成する

＊１ 性差を意識した研究や開発によって生まれる技術革新
＊２ フランクリン・Ｗ・オーリン工科大学。1999年にオーリン財団からの資金援助を受け設立。アメリカの工学教育改革めざす
＊３ 理系のリベラルアーツ大学。STEM分野と人文・社会科学に精通した人材を育成する

キャンパス／奈良県奈良市　学生数／2,575人　創立／1908年（奈良女子高等師範学校）
基本理念／「男女共同参画社会をリードする人材の育成」「教養教育、基礎教育の充実と専門教育の高度化」「高度な基礎研
究と学際研究の追究」「開かれた大学」
学部／文、理、生活環境、工　大学院／人間文化総合科学
THE 日本大学ランキング2023／=61位
 工学のダイバーシティ化を推進し

日本の未来を変える

「日本初の女子大工学部」として大きな話題となった、2022年度の工学部設置。
工学の未来への危機感を背景に、男性社会でも生き抜ける女性エンジニアを育てる。

奈良女子大学

CASE
STUDY

注目！

分野・学年横断の科目選択が可能な履修制度

基礎発展科目

基礎必修科目

教養教育科目

専門応用科目

専門基礎科目

専門応用科目

専門基礎科目

生体医工学エリア 情報エリア

人間情報分野

専門応用科目

専門基礎科目

専門応用科目

専門基礎科目

人間環境エリア 材料工学エリア

環境デザイン分野

社会改善起業演習（ＰＢＬ）コンセプチュアルデザイン演習（ＰＢＬ）

カリキュラムの特色2 イノベーションの基礎となるSTEAM教育
「専門は学部修了までに検討し、大学院で学ぶ」という考えに基づ
き、単位の約半分は分野、学年を問わず自由に選べる。興味を
持った科目を選択することにより、自分だけのキャリアをつくれるよ
う設計。

芸術（造形デザイン科目）　情報・工学基礎科目  理科・数学基礎科目

カリキュラムの特色3 個性的なエンジニアをつくるリベラルアーツ
自己プロデュース　歴史・文化教養科目　キャリア形成基礎科目

価値創造体験演習（ＰＢＬ）エンジニアリング演習（ＰＢＬ）

開催ワークショップ（2023年夏季）

見て触って作って、リアルな工学がわかる

ロボットトイ『toio』で最新ロボット体験 ！ 

AIを活用できる人材になろう ！

インクルーシブ・スーパーヒーローズ
－イノベーションを意識したコ・デザイン－ 

世の中を便利にする小さな魔法～ＬＳＩ

先端技術で社会課題に挑む

グッドなジョブを作るデザインワークショップ
－人と一緒に作る新たな働きかた－

奈良女子大学（公財）住友電工
グループ社会貢献基金寄付講座

奈良女子大学（公財）住友電工
グループ社会貢献基金寄付講座

DMG森精機（株）

東芝情報システム（株）

ソニー（株）

（株）ソニー・インタラクティブ
エンタテインメント

DMG森精機（株）

ワークショップ名 提供企業等

共通エリア

卒業研究
環境人間工学演習
    感性工学 など

ユーザー指向開発演習（ＰＢＬ）

カリキュラムの特色1 自由（科目・学年）な履修制度

リベラル
アーツ

大学生
（奈良女子大学）

35人

大学生
（他大学）
28人

中３生

11人

高校生

113人

※33都道府県から187人の応募

特集  教育改革と学生募集

取材・文／児山雄介　撮影／近藤織弓

　日
本
に
お
け
る
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

少
な
さ
は
、「
い
び
つ
」
ど
こ
ろ
で
は

な
く
、国
家
的
な
危
機
だ
と
言
え
ま
す
。

世
界
中
で 

   ＊1

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ド
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
確
保
で
き
な
い
企
業

が
投
資
対
象
か
ら
外
れ
る
現
代
に
お
い

て
も
、
日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

圧
倒
的
に
男
の
職
場
。
工
学
部
生
も
８

割
が
男
子
で
す
。
企
業
も
大
学
も
、
今

動
か
ね
ば
未
来
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　工
学
部
設
置
の
推
進
役
を
任
さ
れ
た

私
は
、
単
に
自
学
の
学
部
を
増
や
す
た

め
で
は
な
く
、
日
本
の
女
性
エ
ン
ジ
ニ

ア
を
増
や
す
拠
点
に
す
る
決
意
を
固
め

ま
し
た
。
女
性
が
魅
力
を
感
じ
る
工
学

部
づ
く
り
の
モ
デ
ル
に
し
た
の
は
、
ア

メ
リ
カ
で
学
生
の
力
を
伸
ば
し
て
い

る
、    ＊2

　
オ
ー
リ
ン
工
科
大
学
と 

   ＊3

　
ハ
ー

ビ
ー・マ
ッ
ド
大
学
で
す
。
前
者
は「
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
人
か
ら
始
ま
り

人
で
終
わ
る
」、
後
者
は
「
人
を
念
頭

に
置
か
な
い
技
術
は
、
技
術
が
な
い
状

態
に
劣
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
女

性
の
理
解
を
得
、
学
生
の
半
数
以
上
が

女
子
と
い
う
比
率
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
で
は

パ
ワ
ー
や
効
率
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ

る
中
、「
人
」
に
注
目
す
る
人
材
こ
そ

女
子
大
の
工
学
部
が
育
て
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
学
部
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
人
と

社
会
の
た
め
の
工
学
」に
定
め
ま
し
た
。

　社
会
変
動
が
激
し
い
中
、
高
校
や
学

部
低
学
年
で
専
門
分
野
を
決
め
る
の
は

リ
ス
キ
ー
で
す
。
そ
の
た
め
、
能
力
や

個
性
を
見
極
め
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
の
特
色
を
つ
く
れ
る
よ
う
、
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
型
の
レ
イ
ト
ス
ペ
シ
ャ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
受
験
生
に
も
好
評
で
、
入
学
決
定
要

因
の
上
位
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

在
学
生
の
７
割
近
く
が
大
学
院
進
学
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
私
は
大
学
院
入
学

時
に
専
門
を
選
び
、
30
歳
ま
で
に
「
人

生
を
か
け
て
や
り
た
い
こ
と
」
を
見
つ

け
れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　入
学
者
に
は
も
の
づ
く
り
が
好
き
な

学
生
が
多
く
、「
何
を
つ
く
っ
て
も
い
い
」

Ｐ
Ｂ
Ｌ
科
目
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
一
方
、「
社
会
全
体
を
学
ん
で

現
在
の
工
学
を
見
直
し
、
自
分
の
特
色

を
つ
く
る
」
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

の
意
図
は
伝
わ
り
切
っ
て
い
ま
せ
ん
。

受
験
生
へ
の
周
知
強
化
が
必
要
で
す
。

　工
学
を
学
ぶ
女
子
が
、
現
状
の
男
性

社
会
の
中
で
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め

の
心
構
え
を
学
ぶ
、
コ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
講
し
た
の
も
特
色
の
一
つ

で
す
。
個
別
面
談
の
コ
ー
チ
は
、
企
業

の
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
担
当
。
初
年
度

の
対
象
は
学
部
２
年
生
の
み
で
、
同
期

生
が
サ
ポ
ー
ト
し
合
う
組
織
を
つ
く
る

べ
く
、
定
員
60
名
中
、
15
名
を
本
学
他

学
部
学
生
に
、
15
名
は
他
大
学
の
女
子

学
生
に
振
り
分
け
ま
し
た
。
２
０
２
４

年
度
か
ら
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
設
け
ま
す
。
結
果
を
見

て
か
ら
次
の
策
を
考
え
て
い
る
よ
う
で

は
、
今
、
学
ん
で
い
る
学
生
た
ち
に
間

に
合
わ
な
い
た
め
、
初
年
度
実
施
中
に

追
加
を
決
め
ま
し
た
。

　め
ざ
す
の
は
「
こ
こ
で
４
年
間
を
送

れ
ば
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
大
丈
夫
」
と

言
え
る
教
育
。
３
・
４
年
次
を
迎
え
る

１
期
生
に
は
、
人
生
を
か
け
る
も
の
を

自
分
で
決
め
、
自
分
で
研
究
す
る
厳
し

さ
を
こ
れ
か
ら
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

「
日
本
の
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
た
め
」

と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
産
業
界
と
の

関
係
も
広
げ
な
が
ら
、
女
性
が
臆
せ
ず

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
め
ざ
し
、
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

ふじためいじ●1984年東京大学工学部建築学科
卒業、1991年同大学大学院工学系研究科博士課
程修了。1991年奈良国立文化財研究所研究員、
1996年名古屋造形芸術大学（現名古屋造形大学）
助教授、2003年広島国際大学教授、2016年奈良
女子大学教授。2022年より現職。

藤田 盟児
工学部 学部長

自
学
の
学
部
設
置
を

工
学
女
子
増
加
の
拠
点
に

ど
こ
で
も
活
躍
で
き
る
力
を

育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
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応募者の属性（2023年夏季）

　2023年夏季から、中３生、高校生、学部生を対象に「WE（Women 
Engineers）プログラム」を開講している。これは、女性エンジニア養成に賛同
する企業の出資で実現したものだ。賛同企業が、自社や大学で１日～数日間
のワークショップを開催。自社の先端的な取り組みの紹介や、体験実習を行
う。参加は無料で、開催地への交通費、宿泊費も全額支給する。「工学に興
味があるが体験する機会がない」中高生に場を提供し、エンジニアをめざす女
子学生にはその道をめざし続けてもらう目的がある。
　2023年はプレ企画の扱いで、翌年度に向けて開催時期やワークショップ
数の増加を検討中。１ワークショップにつき50万円で新規企業の参画を募る
計画だ。その出資金は基金化して、女性エンジニア育成のためのさまざまな施
策に活用することを予定している。「プログラム名の『WE』には、みんなで女性
エンジニアを育てるという意味がある。社会が率先して女性エンジニアを育て
るためのインフラにしたい」と藤田学部長は述べる。
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女性エンジニア養成プログラムを開講
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＊２ フランクリン・Ｗ・オーリン工科大学。1999年にオーリン財団からの資金援助を受け設立。アメリカの工学教育改革めざす
＊３ 理系のリベラルアーツ大学。STEM分野と人文・社会科学に精通した人材を育成する

キャンパス／奈良県奈良市　学生数／2,575人　創立／1908年（奈良女子高等師範学校）
基本理念／「男女共同参画社会をリードする人材の育成」「教養教育、基礎教育の充実と専門教育の高度化」「高度な基礎研
究と学際研究の追究」「開かれた大学」
学部／文、理、生活環境、工　大学院／人間文化総合科学
THE 日本大学ランキング2023／=61位
 工学のダイバーシティ化を推進し

日本の未来を変える

「日本初の女子大工学部」として大きな話題となった、2022年度の工学部設置。
工学の未来への危機感を背景に、男性社会でも生き抜ける女性エンジニアを育てる。

奈良女子大学
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社会改善起業演習（ＰＢＬ）コンセプチュアルデザイン演習（ＰＢＬ）

カリキュラムの特色2 イノベーションの基礎となるSTEAM教育
「専門は学部修了までに検討し、大学院で学ぶ」という考えに基づ
き、単位の約半分は分野、学年を問わず自由に選べる。興味を
持った科目を選択することにより、自分だけのキャリアをつくれるよ
う設計。

芸術（造形デザイン科目）　情報・工学基礎科目  理科・数学基礎科目

カリキュラムの特色3 個性的なエンジニアをつくるリベラルアーツ
自己プロデュース　歴史・文化教養科目　キャリア形成基礎科目

価値創造体験演習（ＰＢＬ）エンジニアリング演習（ＰＢＬ）

開催ワークショップ（2023年夏季）

見て触って作って、リアルな工学がわかる

ロボットトイ『toio』で最新ロボット体験 ！ 

AIを活用できる人材になろう ！

インクルーシブ・スーパーヒーローズ
－イノベーションを意識したコ・デザイン－ 

世の中を便利にする小さな魔法～ＬＳＩ

先端技術で社会課題に挑む

グッドなジョブを作るデザインワークショップ
－人と一緒に作る新たな働きかた－

奈良女子大学（公財）住友電工
グループ社会貢献基金寄付講座
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共通エリア

卒業研究
環境人間工学演習
    感性工学 など

ユーザー指向開発演習（ＰＢＬ）

カリキュラムの特色1 自由（科目・学年）な履修制度
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大学生
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特集  教育改革と学生募集

　開
学
以
来
23
年
間
、
日
本
人
と
    ＊1

　
国

際
学
生
の
割
合
を
半
々
に
保
ち
「
混
ぜ

る
教
育
」
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
累
計

１
６
６
か
国
・
地
域
か
ら
学
生
を
集
め
、

入
学
者
の
７
割
以
上
が
第
１
志
望
、
卒

業
時
に
は
8
割
が
学
生
生
活
に
満
足
し

て
い
ま
す
。
教
育
に
手
応
え
は
あ
り
ま

す
が
、
次
の
課
題
も
見
え
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
、
国
際
学
生
に
と
っ
て
入

学
の
大
き
な
魅
力
は
、
日
本
企
業
へ
の

就
職
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
経
済
の

停
滞
に
よ
り
、
今
で
は
半
数
が
海
外
や

母
国
へ
。
今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ

リ
ア
構
築
が
訴
求
テ
ー
マ
に
な
る
た

め
、
日
本
の
経
済
力
に
頼
ら
な
い
大
学

の
魅
力
づ
く
り
が
、課
題
の
一
つ
で
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
が
、
日
本
の
高
校
生

や
保
護
者
の
内
向
き
な
姿
勢
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
学
び
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

と
し
て
、
日
本
の
若
者
に
世
界
に
打
っ

て
出
る
生
き
方
の
魅
力
を
訴
え
る
役
割

を
請
け
負
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　日
本
は
人
口
減
で
す
が
、
ア
ジ
ア
と

い
う
く
く
り
で
見
れ
ば
２
０
５
０
年
ま

で
は
人
口
は
増
え
、
経
済
も
発
展
し
続

け
ま
す
。本
学
も「
日
本
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
」か
ら

「
ア
ジ
ア
の
、
そ
し
て
世
界
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
」

へ
と
、
飛
躍
す
る
時
が
来
た
の
で
す
。

　サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
観
光
学
部

（
Ｓ
Ｔ
）
を
新
設
し
た
本
年
は
、「
ア
ジ

ア
の
、
そ
し
て
世
界
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
」
に
向

け
て
動
き
出
す
、「
第
２
の
開
学
」の
年
。

ま
ず
は
教
育
の
テ
ー
マ
を
「
ポ
ス
ト
冷

戦
期
の
世
界
平
和
」
か
ら
、
テ
ロ
や
戦

争
が
頻
発
す
る
激
動
の
「
21
世
紀
社
会

の
課
題
解
決
」
に
シ
フ
ト
し
、
各
学
部

で
育
成
す
る
人
材
像
を
明
確
に
し
ま
し

た
。Ｓ
Ｔ
は
観
光
が
生
み
出
す
グ
ロ
ー

バ
ル
な
交
流
を
通
し
て
地
域
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
人
材
を
、
国
際
経
営
学

部
は
経
済
活
動
を
通
じ
て
社
会
の
倫
理

性
を
高
め
る
人
材
を
、
ア
ジ
ア
太
平
洋

学
部
は
紛
争
や
共
生
と
い
っ
た
国
際
問

題
を
解
決
に
導
く
人
材
を
育
て
ま
す
。

　共
通
教
育
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、

看
板
の
「
混
ぜ
る
教
育
」
を
強
化
し
ま

す
。
国
際
教
育
寮
を
増
設
し
、
日
本
人

学
生
も
希
望
者
は
全
員
入
寮
可
能
に
。

授
業
と
寮
生
活
、
２
つ
の
場
で
世
界
と

対
等
に
渡
り
合
う
度
胸
や
自
己
開
示

力
、
異
な
る
も
の
へ
の
許
容
力
を
高
め

ま
す
。
加
え
て
、
学
外
学
習
を
必
修
化

し
、
学
生
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
て
い
る

Ｓ
Ｔ
を
先
導
役
と
し
て
、
学
び
の
場
を

海
外
に
移
す
取
り
組
み
を
奨
励
し
、
現

地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
正
課
の
授
業
を

履
修
可
能
に
す
る
考
え
で
す
。

　世
界
に
飛
び
出
す
意
欲
を
育
て
る
に

は
、
小
中
高
生
へ
の
働
き
か
け
も
必
要

で
す
。
修
学
旅
行
先
と
し
て
、
年
間
約

60
校
、
国
内
外
の
小
中
高
校
を
受
け
入

れ
る
ほ
か
、
高
校
生
対
象
の
    ＊2

　
「
探
究

ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」
や
、
    ＊3

　
Ａ
Ｉ
Ｕ
と

共
催
の
親
子
向
け
「
大
学
の
国
際
化
」

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
施
策
を
支
え
る
教
職
員
も
、

よ
り
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
に
な
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
役
員
、
管
理
職
を
含
め
、
外

国
籍
の
教
職
員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

意
見
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
す
が
、

多
様
性
を
標
榜
す
る
な
ら
、
衝
突
が
生

ま
れ
る
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。皆
、

Ａ
Ｐ
Ｕ
へ
の
帰
属
意
識
が
強
い
か
ら
こ

そ
異
論
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

　こ
の
４
月
、
別
府
市
の
祭
り
に
参
加

し
た
学
生
が
「
Ａ
Ｐ
Ｕ
」
コ
ー
ル
を
大

合
唱
す
る
な
ど
、
学
生
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
愛
も

相
当
な
も
の
。
そ
れ
に
わ
れ
わ
れ
も
応

え
、
大
学
と
し
て
の
輝
き
に
磨
き
を
か

け
て
い
け
ば
、
国
内
外
の
高
校
生
た
ち

に
、「
世
界
へ
の
挑
戦
は
楽
し
い
」
と
感

じ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

よねやまひろし●1985年筑波大学大学院歴史・人
類学研究科にて文学修士（史学）取得。1991年カリ
フォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）大学院歴史学
研究科退学。東洋女子短期大学欧米文化学科助教
授、立命館大学文学部教授等を経て、2020年より現
職。2024年１月より学長就任予定。

米山 裕
副学長 学校法人立命館理事

社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り

立
ち
現
れ
た
２
つ
の
課
題
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エリア別 国際学生数

　同大学の学生募集は、コロナ禍を経てオンラインやSNS中心にシフトした。
国際学生の募集は、従来は各国に拠点を設けて高校訪問などで地道にリク
ルーティングしてきたが、コロナ禍で不可能になり、オンラインマーケティングに
着手。SNSによる拡散と、プラットフォームでコンテンツを発信、資料請求、説
明会、入試まで、今ではオンラインで完結する。日本人学生も同様だ。APUの
価値観に賛同する保護者は東京に多いが、距離がネックだった。コロナ禍中、
オンライン入試のノウハウを蓄積し、自宅や高校での受験が可能に。受験生
の負担を減らし、海外・国内のどこからでも出願、受験できる環境を整えた。こ
れを教員採用にも応用し、今では教員の出身国は26か国・地域までに増えた。
　しかし、学生募集の一番の武器は、世界に輩出し続けた卒業生などの「ＡＰ
Ｕファミリー」だ。大学の一番のファンである彼らによる口コミが、身内や後輩
の進学につながっている。「そのためにも、在学生の満足度向上が極めて重
要。募集活動をしなくても学生が集まる状態をめざす」（米山副学長）。

コロナ禍で進化した学生募集
マーケティングも入試もオンラインをフル活用

＊1 在留許可証が「留学」の学生
＊2 ディスカッション、プレゼンテーションなどの能力を鍛える数日間のプログラム。学生が企画、運営を行う
＊3 国際教養大学

どこでも渡り合える力を養う教育で
日本のＡＰＵから世界のＡＰＵへ

開学以来の２学部体制から３学部体制へ。APUは24年目の節目を「第２の開学」と
位置付け、教育を通じてグローバルな生き方の魅力を発信する。

立命館アジア太平洋大学

CASE
STUDY

注目！

国際学生募集サイト

アジア（21）
2323人

中東（7）17人

アフリカ（30）117人

南北アメリカ（14）107人

オセアニア（9）27人
ヨーロッパ（25）
186人

＊（ ）内は国・地域数

世界基準の力を身に付ける、教育システム

ピア・ラーニング
国際教育寮ＡＰハウス

Global Learning ON-Campus
教室にいながらも、教員ネットワークや卒業
生とオンラインで繋がり、世界の実践知を得
ることができる。

卒業生ネットワークの強化によって、学んだ
事を世界中で実践できるフィールドワークや
インターンシップが豊富化。

プログラミング、ウェブデザイン、統計学、数
学などの情報リテラシー科目を全員必修
化。ＡＩとデータサイエンスなどの応用基礎レ
ベルは学生の半数が到達することを目標。

世界をフィールドとした
実践学習

Global Learning OFF-Campus

多様性を受け入れ
協働する力を養う

キャンパスから世界と
繋がるネットワーク

課題解決能力を高める
ＩＣＴ・データサイエンス教育

初年次教育（多文化協働WSなど）
ピア・ラーニング

共通教育カリキュラム

グローバルリーダーと
してのスキルを習得

言語教育
留学プログラム

世界市民としての
言語を極める

圧倒的なグローバル環境 世界基準の教育 専門教育

APS
アジア太平洋学部
文化・社会・メディア

国際関係
グローバル経済

ST
サステイナビリティ観光学部

APM
国際経営学部

経営戦略・リーダーシップ
マーケティング
会計・ファイナンス

アントレプレナーシップ・オペレーションマネジメント

環境学
資源マネジメント
国際開発　
地域づくり
社会起業　

データサイエンスと
情報システム　
観光学
ホスピタリティ産業
観光産業

キャンパス／大分県別府市　学生数／5,796人　創立／2000年　
基本理念／「自由・平和・ヒューマニティ」「国際相互理解」「アジア太平洋の未来創造」
学部／アジア太平洋、国際経営、サステイナビリティ観光
大学院／アジア太平洋、経営管理
THE 日本大学ランキング2023／総合=22位、同国際性1位、同教育充実度3位、THE インパクトランキング2022／1001+位
 

取材・文／児山雄介　撮影／タケウチトモユキ

学
ぶ
場
も
教
職
員
組
織
も

よ
り
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
に

ＡＰＵ2030ビジョン「ＡＰＵで学んだ人たちが世界を変える。」
●他者と協働し、対話を軸に
　対立を乗り越え、社会に
　影響を与えることができる。

●多様な視点やアイデアから、
　新しい価値を
　創造することができる。

「世界を変える」人とは

＊人数は、学部学生数・
大学院学生数・科目等
履修生等の合計

別府「湯ぶっかけまつり」
に参加したサステイナビ
リティ観光学部新入生

●異なる文化との衝突や
　遭遇したことのない
　困難への耐性がある。

●自分自身のゴールを描き、
　生涯学び成長し続ける
　ことができる。

特集  教育改革と学生募集

　開
学
以
来
23
年
間
、
日
本
人
と
    ＊1

　
国

際
学
生
の
割
合
を
半
々
に
保
ち
「
混
ぜ

る
教
育
」
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
累
計

１
６
６
か
国
・
地
域
か
ら
学
生
を
集
め
、

入
学
者
の
７
割
以
上
が
第
１
志
望
、
卒

業
時
に
は
8
割
が
学
生
生
活
に
満
足
し

て
い
ま
す
。
教
育
に
手
応
え
は
あ
り
ま

す
が
、
次
の
課
題
も
見
え
て
い
ま
す
。

　か
つ
て
は
、
国
際
学
生
に
と
っ
て
入

学
の
大
き
な
魅
力
は
、
日
本
企
業
へ
の

就
職
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
経
済
の

停
滞
に
よ
り
、
今
で
は
半
数
が
海
外
や

母
国
へ
。
今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ

リ
ア
構
築
が
訴
求
テ
ー
マ
に
な
る
た

め
、
日
本
の
経
済
力
に
頼
ら
な
い
大
学

の
魅
力
づ
く
り
が
、課
題
の
一
つ
で
す
。
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す
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。
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５
０
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Ｐ
Ｕ
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Ｐ
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。
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２
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CASE
STUDY

注目！

国際学生募集サイト

アジア（21）
2323人

中東（7）17人

アフリカ（30）117人

南北アメリカ（14）107人

オセアニア（9）27人
ヨーロッパ（25）
186人

＊（ ）内は国・地域数

世界基準の力を身に付ける、教育システム

ピア・ラーニング
国際教育寮ＡＰハウス

Global Learning ON-Campus
教室にいながらも、教員ネットワークや卒業
生とオンラインで繋がり、世界の実践知を得
ることができる。

卒業生ネットワークの強化によって、学んだ
事を世界中で実践できるフィールドワークや
インターンシップが豊富化。

プログラミング、ウェブデザイン、統計学、数
学などの情報リテラシー科目を全員必修
化。ＡＩとデータサイエンスなどの応用基礎レ
ベルは学生の半数が到達することを目標。

世界をフィールドとした
実践学習

Global Learning OFF-Campus

多様性を受け入れ
協働する力を養う

キャンパスから世界と
繋がるネットワーク

課題解決能力を高める
ＩＣＴ・データサイエンス教育

初年次教育（多文化協働WSなど）
ピア・ラーニング

共通教育カリキュラム

グローバルリーダーと
してのスキルを習得

言語教育
留学プログラム

世界市民としての
言語を極める

圧倒的なグローバル環境 世界基準の教育 専門教育

APS
アジア太平洋学部
文化・社会・メディア

国際関係
グローバル経済

ST
サステイナビリティ観光学部

APM
国際経営学部

経営戦略・リーダーシップ
マーケティング
会計・ファイナンス

アントレプレナーシップ・オペレーションマネジメント

環境学
資源マネジメント
国際開発　
地域づくり
社会起業　

データサイエンスと
情報システム　
観光学
ホスピタリティ産業
観光産業

キャンパス／大分県別府市　学生数／5,796人　創立／2000年　
基本理念／「自由・平和・ヒューマニティ」「国際相互理解」「アジア太平洋の未来創造」
学部／アジア太平洋、国際経営、サステイナビリティ観光
大学院／アジア太平洋、経営管理
THE 日本大学ランキング2023／総合=22位、同国際性1位、同教育充実度3位、THE インパクトランキング2022／1001+位
 

取材・文／児山雄介　撮影／タケウチトモユキ

学
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ＡＰＵ2030ビジョン「ＡＰＵで学んだ人たちが世界を変える。」
●他者と協働し、対話を軸に
　対立を乗り越え、社会に
　影響を与えることができる。

●多様な視点やアイデアから、
　新しい価値を
　創造することができる。

「世界を変える」人とは

＊人数は、学部学生数・
大学院学生数・科目等
履修生等の合計

別府「湯ぶっかけまつり」
に参加したサステイナビ
リティ観光学部新入生

●異なる文化との衝突や
　遭遇したことのない
　困難への耐性がある。

●自分自身のゴールを描き、
　生涯学び成長し続ける
　ことができる。


